
一
、
は
じ
め
に

　

中
国
史
上
い
く
ど
か
、
波
の
う
ね
り
の
よ
う
に
大
き
な
規
模
で
人
々
が
陸
続
と
移

住
し
た
時
期
が
存
在
し
た
。
多
く
は
戦
乱
・
自
然
災
害
・
飢
饉
な
ど
負
の
要
因
に
よ
っ

て
押
し
出
さ
れ
た
人
々
が
や
む
に
や
ま
れ
ず
現
住
地
を
離
れ
移
動
し
た
も
の
で
、
や

が
て
そ
の
う
ね
り
も
時
間
の
経
過
と
と
も
に
終
息
し
、
静
か
な
日
常
に
も
ど
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
集
団
的
で
大
規
模
な
移
動
・
移
住
も
含
め
て
、
基

本
的
に
伝
統
的
中
国
社
会
が
移
動
性
の
高
い
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
、
移
住
に
よ
っ
て

開
発
が
進
み
地
域
社
会
が
再
編
成
さ
れ
新
た
な
秩
序
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
は
、
す
で

に
斯
波
義
信①

や
山
田
賢②

の
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
近
の
沿
海
都

市
部
へ
の
労
働
人
口
の
移
動
傾
向
が
著
し
い
中
国
で
も
人
口
史
・
移
住
史
研
究
へ
の

関
心
が
た
か
ま
り
、
葛
剣
雄
・
呉
松
弟③

ら
に
よ
っ
て
総
合
的
研
究
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

本
稿
の
考
察
の
対
象
で
あ
る
明
代
寧
波
沿
海
地
域
の
開
発
と
遷
住
に
関
連
す
る
先

行
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
寧
波
開
発
史
を
詳
細
か
つ
総
合
的
に
あ
と
づ
け
た
斯
波
論

文④

が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
稿
の
基
本
的
枠
組
み
は
斯
波
論
文
か
ら
得
て
い
る
。
そ
の
末

尾
に
『
民
国

県
通
志
』
輿
地
志
の
氏
族
の
項
を
整
理
し
た
表
が
付
さ
れ
、
多
く
の

移
住
情
報
を
含
ん
で
お
り
、
参
考
の
便
に
供
し
て
い
る
。
上
田
信
の
研
究⑤

は
、
奉
化

県
忠
義
郷
に
お
け
る
唐
以
来
の
移
住
と
開
発
の
歴
史
を
精
密
に
分
析
し
て
い
る
。
今

の
と
こ
ろ
、
こ
の
二
論
文
に
つ
づ
く
本
格
的
研
究
は
な
い
が
、
現
在
多
く
の
研
究
者

が
多
方
面
か
ら
寧
波
研
究
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
多
く
の
成
果
が
発
表
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
本
稿
は
昨
年
発
表
し
た
宋
代
明
州
地
域
へ
の
遷
住
に
関
す
る
考
察
に
つ
づ

き⑥

、
明
代
同
地
域
に
お
け
る
状
況
を
観
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
移
住
情
報
の
来
源

　

今
回
使
用
す
る
移
住
情
報
の
来
源
に
つ
い
て
確
認
し
、
前
も
っ
て
了
解
を
得
て
お

き
た
い
。
本
稿
は
明
代
を
扱
い
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
明
代
の
同
時
代
史
料
を
使
用
し

て
い
な
い
。
デ
ー
タ
を
近
年
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
三
種
の
書
物
か
ら
得
て
い
る
。
そ

の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
は
『
寧
波
市
地
名
志
（
市
区
部
分
）』
第
一
冊
（
寧
波
市
地

名
委
員
会
編
、一
九
九
三
）
で
あ
る
。
同
書
の
前
言
に
よ
れ
ば
、こ
の
書
の
編
纂
の
き
っ

か
け
に
な
っ
た
調
査
は
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
八
六
年
に
か
け
て
行
わ
れ
、
そ
の
目

的
は
地
名
表
示
の
近
代
化
作
業
の
た
め
の
基
礎
資
料
の
提
供
で
あ
っ
た
。
一
地
名
あ

た
り
一
〇
〇
か
ら
二
〇
〇
程
度
の
字
数
で
聚
落
名
と
そ
の
沿
革
、
開
村
時
の
姓
族
の

動
向
な
ど
を
簡
潔
に
説
明
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
移
住
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
他
の

二
書
は
、
近
年
中
国
全
土
で
編
纂
発
刊
さ
れ
た
現
代
版
地
方
志
で
、『

県
志
』（
同

書
編
纂
委
員
会
編
、
中
華
書
局
、
一
九
九
五
）
第
四
篇
人
口
附
：

県
姓
氏
源
流
の
項

と
『
鎮
海
県
志
』（
同
書
編
纂
委
員
会
編
、
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
四
）
第
四

篇
人
口
第
四
章
姓
氏
の
項
を
使
用
し
た
。
両
書
と
も
姓
氏
の
項
目
は
人
口
に
関
す
る

情
報
の
一
部
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
二
書
は
『
寧
波
市
地
名
志
』
に
比
べ
る
や

や
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
が
、
姓
氏
別
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
の
中
に
遷
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住
年
代
、
始
祖
、
元
住
地
、
移
住
地
、
再
移
住
、
分
派
な
ど
の
移
住
情
報
を
含
ん
で

い
る
。『

県
志
』
は
先
述
の
『
民
国

県
通
志
』
輿
地
志
の
氏
族
、
氏
族
表
の
内

容
を
踏
襲
し
て
い
る
。
清
・
徐
兆

『
四
明
談
助
』（
寧
波
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
は

先
述
三
書
も
参
照
し
て
お
り
姓
氏
情
報
に
特
化
し
た
史
料
で
は
な
い
が
補
助
的
に
使

用
し
た
。

　

歴
史
研
究
に
こ
の
種
の
編
纂
資
料
の
使
用
に
関
し
て
異
論
が
存
す
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
資
料
が
依
拠
し
て
い
る
根
拠
の
問
題
、
文
字
資
料
の
ほ
か
現

地
に
伝
え
ら
れ
る
口
碑
伝
承
に
及
ん
で
い
る
点
が
ひ
と
つ
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
明
代

か
ら
時
間
が
経
過
し
た
あ
と
編
纂
さ
れ
た
二
次
的
な
史
料
と
い
う
点
に
あ
ろ
う
。
敢

え
て
使
用
し
た
理
由
は
、
現
地
で
同
内
容
の
調
査
を
行
う
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で

あ
る
こ
と
、
こ
れ
ら
問
題
点
を
克
服
す
る
に
は
、
記
述
内
容
を
地
方
志
、
墓
誌
銘
、

族
譜
な
ど
個
別
史
料
を
逐
一
点
検
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が⑦

、
そ
れ
は
筆
者
の
能
力

を
こ
え
て
い
る
こ
と
な
ど
に
因
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
編
纂
史
料
の
利
用
が
次
善
の
選

択
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
積
極
的
側
面
が
存
す
る
こ
と
も
確
か
で

あ
る
。
精
粗
混
じ
っ
た
個
別
史
料
の
集
積
よ
り
も
、
専
門
家
の
合
理
的
基
準
で
も
っ

て
取
捨
選
択
さ
れ
叙
述
さ
れ
た
史
料
の
方
が
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
場
合
も
あ
る
。
少

な
く
と
も
数
量
化
し
て
一
定
の
傾
向
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
場
合
、
均
質
化
さ
れ
た

史
料
の
方
が
目
的
に
適
っ
て
い
る
し
、
同
時
代
史
料
で
は
な
か
な
か
知
り
え
な
い
情

報
も
多
い
の
で
あ
る
。

三
、
沿
海
部
の
範
囲

　

次
に
考
察
の
対
象
地
域
と
史
料
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
主
要
な
情
報

源
で
あ
る
『
寧
波
市
地
名
志
（
市
区
部
分
）』
は
書
名
が
示
す
よ
う
に
、
そ
の
収
録
地

域
は
、
現
在
の
寧
波
市
の
海
曙
区
、
江
北
区
、
江
東
区
の
三
区
で
、
う
ち
段
塘
鎮
・

西
郊
郷
・
福
明
郷
、
湾
頭
郷
が
旧

県
城
と
郊
外
地
区
に
あ
た
り
、
慈
城
鎮
（
旧
慈

溪
県
城
）、
妙
山
郷
・
雲
湖
郷
（
旧
雲
湖
郷
）、
洪
塘
鎮
（
旧
西
嶼
郷
・
徳
門
郷
）、
裘
市

鎮
（
旧
裘
墅
郷
）、
莊
橋
鎮
（
旧
莊
橋
市
）、
費
市
郷
（
旧
霊
陽
郷
）、
乍
山
郷
・
半
浦
郷
・

東
郊
郷
（
旧
江
嶼
郷
）
は
旧
慈
溪
県
に
属
し
、北
郊
郷
は
旧
鎮
海
県
白
沙
郷
・
圧
賽
郷
・

梅
堰
郷
に
属
し
て
い
た
。

　
『

県
志
』
は
、
邱
隘
鎮
、
梅
墟
鎮
、
五
郷
鎮
、
宝
幢
郷
、
莫
枝
鎮
、
高
銭
鎮
、

韓
嶺
郷
、
下
水
郷
、
咸
祥
鎮
、
球
山
鎮
、
瞻
岐
郷
、
大
嵩
郷
、
東
呉
郷
、
天
童
郷
、

下
応
鎮
、
潘
火
郷
、
雲
龍
鎮
、
甲
村
郷
、
姜
山
鎮
、
麗
水
郷
、
朝
陽
郷
、
横
溪
鎮
、

金
峨
郷
、
梅
嶺
郷
、
鍾
公
廟
郷
、
陳
婆
渡
郷
、
石
碶
鎮
、
櫟
社
郷
、
古
林
鎮
、
蜃
蛟

郷
、
布
政
郷
、

江
鎮
、
梅
園
郷
、
章
水
鎮
、
大
皎
郷
、
赤
水
郷
、
横
街
鎮
、
愛
中

郷
、
雲
洲
郷
、
集
士
港
鎮
、
白
岳
郷
、
高
橋
郷
、
望
春
郷
、
岐
陽
郷
、
洞
橋
郷
、
寧

鋒
郷
、
龍
観
郷
、
杖
錫
郷
、
茅
山
郷
、
塘
溪
郷
、
赤
菫
郷
、
管
江
郷
の
諸
郷
鎮
で
城

区
を
除
く
旧

県
の
全
域
が
含
ま
れ
る
。

　

ま
た
『
鎮
海
県
志
』
は
城
関
鎮
（
旧
鎮
海
県
城
）、
兪
范
鎮
、
臨
江
郷
、

浦
鎮
、

駱
駝
鎮
、
長
石
郷
、
汶
溪
郷
、
貴
駟
鎮
、
荘
市
鎮
、
河
頭
郷
、
新
碶
鎮
、
高
塘
郷
、

小
港
鎮
、
江
南
郷
、
楓
林
郷
、
下
邵
郷
、
大
碶
鎮
、

隘
郷
、
塔
峙
郷
、
霞
浦
鎮
、

柴
橋
鎮
、
紫
石
郷
、
昆
亭
郷
、
白
峰
郷
、
上
陽
郷
、
郭
巨
鎮
、
塔
峙
郷
、
大
榭
郷
、

三
山
郷
、
梅
山
郷
、
滸
山
鎮
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
こ
の
三
書
は
最
近
の
行
政
区
分

に
従
っ
て
編
ま
れ
て
お
り
、
収
録
範
囲
は
重
複
が
な
い
。
三
書
全
体
で
旧

県
・
旧

鎮
海
県
と
、
旧
慈
溪
県
領
域⑧

の
一
部
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
鎮
海
県
の
名
称
は
清
代

以
降
で
明
代
ま
で
は
定
海
県
と
い
っ
た
が
、
使
用
す
る
史
料
上
の
呼
称
と
一
致
さ
せ

る
た
め
鎮
海
県
の
呼
称
を
使
う
こ
と
と
す
る
。

四
、
移
住
者
の
出
身
地

　

表
一
は
『
寧
波
市
地
名
志
（
市
区
部
分
）』
と
『

県
志
』、
表
二
は
『
鎮
海
県
志
』

記
載
の
明
代
に
お
け
る
遷
住
の
事
例
を
姓
氏
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
１
の
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１
‐
１
、１
‐
２
、１
‐
３
の
三
件
の
様
に
明
ら
か
に
同
一
の
事
例
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
る
も
の
も
あ
る
が
、
た
だ
ち
に
判
断
し
が
た
い
事
例
も
多
く
、
原
則
と
し
て
資

料
と
し
て
す
べ
て
掲
載
し
、
カ
ウ
ン
ト
す
る
場
合
に
は
記
述
内
容
を
考
慮
し
て
一
件

と
し
た
。

　

移
住
者
の
中
の
出
身
地
に
記
述
が
あ
る
事
例
で
は
、
寧
波
府
内
か
ら
の
移
住
例
が

四
七
四
、
寧
波
府
以
外
か
ら
の
遷
住
が
一
三
七
と
な
る
。
府
外
か
ら
の
移
住
の
う
ち

省
外
か
ら
八
一
、
浙
江
省
内
か
ら
五
七
と
な
る
。
省
外
か
ら
の
遷
住
で
最
多
は
福
建

２
０
で
、
次
い
で
安
徽
一
八
、
河
南
一
三
、
山
東
一
一
、
江
蘇
七
、
湖
南
三
、
甘
肅
・

江
西
・
湖
北
二
、
河
北
・
北
京
一
、
広
東
一
の
順
で
あ
る
。
福
建
か
ら
沿
海
部
を
北

上
す
る
移
住
の
流
れ
は
宋
代
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
で⑨

、
明
代
に
い
た
る
も
間
断
な

く
つ
づ
い
て
い
た
。
安
徽
の
事
例
の
多
さ
は
や
や
意
外
だ
が
、
出
身
州
県
を
見
る
と
、

定
遠
県
（
３
‐
１
・
３
‐
３
）・

州
（
３
‐
２
）・
鳳
陽
県
（
※

２
４
‐
１
、
※
の
つ
い
た

事
例
は
表
２
を
指
す
。
以
下
同
じ
）
が
あ
り
、
明
の
太
祖
の
故
地
で
も
あ
り
、
衛
所

の
設
置
と
と
も
に
扈
従
の
兵
士
が
入

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
い
で
多
い
の
は
徽
州
・

歙
県
（
１
７
、２
６
‐
１
、３
６
‐
３
、４
４
‐
３
）
で
、
歙
県
出
身
の
姚
氏
は
「
徽
州
自

り
服
賈
し
て

に
来
り
、
遂
に
城
内
月
湖
橋
畔
に
家
し
た
」（
３
６
‐
３
）
と
あ
り
、

寧
波
に
お
け
る
新
安
商
人
の
活
躍
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
江
西
省
の
二
例
は
や
や

特
殊
で
臨
川
県
の
出
身
の
王
氏
で
あ
る
。
北
宋
の
慶
暦
七
年
（
一
〇
四
七
）
か
ら
二
年

間
、
王
安
石
が

県
の
知
事
を
勤
め
て
い
る
。
そ
の
際
帯
同
し
た
族
弟
の
王
安
基
が

童
氏
の
贅
と
な
り⑩

、
以
来
、
潘
火
郷
王
家
弄
王
氏
は
明
代
に
い
た
る
も
繁
栄
し
て
い

る
（
８
‐
２
〜
８
‐
４
）。
元
代
に
も
王
安
石
の
子
孫
が
臨
川
か
ら
天
童
街
に
遷
住
し

た
と
い
う
記
録
が
あ
り⑪

、
宋
元
明
を
通
じ
て
出
身
地
と
移
住
先
と
の
交
流
が
つ
づ
い

て
い
た
。

　

浙
江
省
内
か
ら
の
遷
住
事
例
五
七
の
う
ち
、
四
〇
が
西
隣
の
紹
興
か
ら
の
移
住
、

八
例
が
南
隣
の
台
州
か
ら
の
移
住
で
あ
る
。
紹
興
府
で
県
名
の
判
る
も
の
で
は
、
餘

姚
二
三
、
上
虞
三
、
山
陰
・
嵊
二
、
諸
曁
・
新
昌
一
の
順
で
、
寧
波
と
隣
接
す
る
餘

姚
県
か
ら
の
流
入
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
次
い
で
臨
安
府
四
、
金
華
府
二
、
湖
州
・

処
州
・
温
州
一
の
順
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
分
布
を
見
る
に
、
明
代
寧
波
地
域
が
移
住

者
を
ひ
き
つ
け
る
誘
引
力
の
範
囲
は
ほ
ぼ
隣
接
す
る
地
域
に
限
ら
れ
、
浙
江
全
体
か

ら
寧
波
へ
大
き
な
移
住
の
流
れ
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
ら
ば
明
代
寧
波
沿
海
部
の

県
・
鎮
海
県
に
お
け
る
移
住
は
低
調
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
基

準
の
設
定
の
仕
方
で
若
干
変
わ
る
が
、

県
（
一
部
慈
溪
県
を
含
む
）
と
鎮
海
県
に
お

け
る
移
住
例
四
七
七
件
（
市
区
一
五
六
・

県
一
八
二
・
鎮
海
県
一
三
九
）
に
上
り
、
か

な
り
多
い
。
つ
ま
り
明
代
寧
波
地
域
に
お
け
る
移
住
は
殆
ど
府
内
で
完
結
す
る
近
距

離
間
の
移
住
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
浙
江
省
以
外
か
ら
の
遷
住
を
減
少
さ
せ
た

原
因
と
し
て
は
、
宋
の
南
渡
や
建
炎
の
駐
蹕
の
よ
う
な
寧
波
を
巻
き
込
む
戦
乱
や
政

治
的
混
乱
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
と
、
華
北
で
頻
発
し
た
深
刻
な
飢
饉⑫

も
そ
の
影

響
が
直
接
寧
波
に
は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
移
住
は
出
身

地
の
プ
ッ
シ
ュ
要
因
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
。
受
け
入
れ
る

県
・
鎮
海
県
の
状

況
を
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

五
、
移
住
先

　

ま
ず
『
寧
波
市
地
名
志
（
市
区
部
分
）』
記
載
の
移
住
事
例
か
ら
検
討
す
る
と
、

県
城
五
八
（
寧
波
府
以
外
の
浙
江
省
内
か
ら
の
移
住
七
・
浙
江
省
以
外
か
ら
の
移
住
九
、
以

下
同
じ
）、
西
郊
郷
二
八
（
一
・
七
）、
乍
山
郷
一
六
（
一
・
〇
）、
福
明
郷
一
五
（
一
・
〇
）、

東
郊
郷
一
三
（
二
・
三
）、
慈
城
鎮
一
三
（
二
・
二
）、
段
塘
鎮
一
一
（
二
・
〇
）、
妙
山
郷

九
（
二
・
〇
）、裘
市
鎮
九
（
二
・
〇
）、洪
塘
鎮
八
、北
郊
郷
七
（
〇
・
二
）、費
市
鎮
六
（
一
・

二
）、莊
橋
鎮
五
（
〇
・
二
）、半
浦
郷
五
（
〇
・
一
）、湾
頭
郷
四
（
一
・
二
）、雲
湖
郷
二
（
〇
・

一
）
の
順
と
な
る
。
総
数
二
〇
九
件
中
、県
城
と
慈
城
鎮
そ
の
近
郊
（
段
塘
鎮
・
東
郊
郷
・

西
郊
郷
・
北
郊
郷
・
湾
頭
郷
・
福
明
郷
）
で
全
体
の
約
七
一
％
を
占
め
、
都
市
と
そ
の
周

辺
の
誘
引
力
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。
寧
波
府
以
外
か
ら
の
遠
距
離
か
ら
の
遷
住
例
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は
約
二
五
％
、
実
数
で
浙
江
省
内
か
ら
二
二
、
省
外
か
ら
三
一
例
と
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
『

県
志
』
に
移
る
と
、
多
い
順
か
ら
、
望
春
郷
一
二
（
一
・
一
）、
茅
山
郷

一
二
（
三
・
〇
）、
朝
陽
郷
一
一
（
一
・
一
）、
潘
火
郷
八
（
一
・
〇
）、
陳
婆
渡
郷
・
集
士

港
鎮
八
、
邱
隘
鎮
・
姜
山
鎮
・
鍾
公
廟
郷
・
古
林
鎮
・
横
街
鎮
七
、
梅
墟
鎮
・
咸
祥

鎮
六
、
麗
水
郷
六
（
〇
・
一
）、
高
橋
郷
六
（
一
・
〇
）、
莫
枝
鎮
五
、
東
呉
郷
・
下
応
鎮
・

寧
鋒
郷
五
（
一
・
〇
）、
石
碶
鎮
五
（
〇
・
一
）、
章
水
鎮
・
雲
洲
郷
四
、
天
童
郷
四
（
一
・

〇
）、
龍
観
郷
四
（
一
・
一
）、
五
郷
鎮
・
韓
嶺
郷
・
梅
嶺
郷
・
塘
溪
郷
三
、
金
峨
郷

三
（
〇
・
一
）、
蜃
蛟
郷
・
大
皎
郷
三
（
一
・
〇
）、
雲
龍
鎮
・
甲
村
郷
・
横
溪
郷
・
布

政
郷
・

江
鎮
・
洞
橋
郷
二
、
瞻
岐
郷
・
大
嵩
郷
・
白
岳
郷
・
杖
錫
郷
二
（
一
・
〇
）、

梅
園
郷
二
（
〇
・
一
）、
赤
菫
郷
一
と
な
っ
て
い
る
。
移
住
先
が
郷
鎮
レ
ベ
ル
ま
で
特

定
で
き
る
事
例
の
総
数
が
二
一
一
件
、
う
ち
寧
波
府
以
外
か
ら
の
遷
住
例
は
二
九
件

で
、
全
体
に
約
一
四
％
に
あ
た
り
、
先
述
の
市
区
部
分
の
二
四
％
と
比
べ
る
と
か
な

り
低
い
数
字
で
あ
る
。
遷
住
者
の
多
く
は
寧
波
府
内
の
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　

次
に
『
鎮
海
県
志
』
記
載
の
事
例
中
、
移
住
先
が
郷
鎮
レ
ベ
ル
ま
で
特
定
で
き
る

も
の
は
、
最
多
の
河
頭
郷
一
二
（
〇
・
二
）
か
ら
順
に
、

隘
郷
一
二
（
〇
・
四
）、
莊

市
鎮
一
一
（
一
・
四
）、
臨
江
郷
一
一
（
〇
・
一
）、
駱
駝
鎮
一
〇
（
〇
・
三
）、
霞
浦
鎮
九
、

柴
橋
鎮
九
（
〇
・
二
）、
城
関
鎮
九
（
一
・
三
）、
兪
范
鎮
八
（
〇
・
二
）、
汶
溪
郷
八
、
貴

駟
鎮
・
三
山
郷
七
、
大
碶
鎮
七
（
一
・
一
）、
小
港
鎮
六
（
一
・
二
）、
長
石
郷
六
（
一
・
〇
）、

浦
鎮
・
高
塘
郷
・
楓
林
郷
六
（
〇
・
一
）、
郭
巨
鎮
五
（
〇
・
四
）、
江
南
鎮
四
（
一
・
一
）、

下
邵
郷
四
（
〇
・
一
）、
塔
峙
郷
四
（
〇
・
二
）、
紫
石
郷
四
、
新
碶
鎮
・
白
峰
郷
・
上

陽
郷
・
峙
頭
郷
・
梅
山
郷
二
、
と
な
る
。
総
数
一
八
一
例
中
、
寧
波
府
外
か
ら
の
遷

住
が
四
二
で
、
全
体
の
二
三
％
を
占
め
、
先
述
「
寧
波
市
区
」
の
数
字
に
近
い
値
を

示
し
て
い
る
。
鎮
海
県
は

県
よ
り
も
府
外
者
の
遷
住
率
が
高
か
っ
た
。
ま
た
県
南

の
山
間
部
を
除
け
ば
、
移
住
事
例
の
数
字
も
満
遍
な
く
分
布
し
て
い
る
点
も
特
徴
と

し
て
指
摘
で
き
る
。

　

県
と
鎮
海
県
へ
の
移
住
者
の
う
ち
、
出
身
地
が
寧
波
府
内
の
も
の
だ
け
を
集
計

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

県
へ
の
遷
入
の
場
合
、
出
身
県
は

県
一
七
三
、
慈

溪
県
四
七
、
奉
化
県
一
三
、
鎮
海
県
一
〇
、
定
海
県
七
、
象
山
県
五
、
寧
海
県
三
と

な
る
。
鎮
海
県
で
は
、

県
三
〇
、
慈
溪
県
二
九
、
鎮
海
県
一
三
、
奉
化
県
九
、
定

海
県
七
、
象
山
県
・
寧
海
県
（
零
）
と
な
る
。
異
な
る
資
料
間
で
安
易
な
比
較
は
で

き
な
い
が
、
傾
向
と
し
て
第
一
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
明
代

県
に
お
け
る
移
住

の
多
く
は
県
内
か
ら
の
移
住
者
で
占
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
華
北
・
陝

西
の
よ
う
な
遠
方
の
地
は
も
と
よ
り
近
隣
諸
省
か
ら
の
流
入
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な

か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く

県
に
お
い
て
は
多
く
の
入
植
者
を
受
け

入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
土
地
は
減
少
し
、
耕
地
／
人
口
比
に
お
い
て
一
定
の
飽
和
し

た
段
階
に
達
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
鎮
海
県
の
場
合

県
と

少
し
事
情
が
異
な
っ
て
い
た
。
利
用
で
き
る
事
例
数
自
体
が
少
な
い
の
で
実
数
で
の

県
と
の
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、
県
内
移
住
者
に
比
し
て
相
対
的
に
県
外
か
ら

の
入
植
者
移
住
者
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
県
東
南

部
を
除
く
沿
海
部
で
は
海
岸
線
の
外
移
と
海
塘
（
霊
緒
塘
・
莘
公
塘
・
金
公
塘
・
千
丈
塘
）

の
建
設
が
宋
代
か
ら
継
続
し
て
進
行
し
て
お
り
、
明
初
に
河
南
か
ら
費
市
鎮
跨
塘
周

村
に
入
植
し
た
周
氏
の
場
合
、「
其
地
原
為
海
塘
、
明
初
有
周
姓
従
河
南
逃
荒
来
此
、

子
孫
繁
衍
、
跨
塘
建
村
、
因
名
。」
と
あ
る
よ
う
に
入
植
者
を
受
容
す
る
余
地
を
残

し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
大
き
な
移
住
の
流
れ
と
し
て
、
餘
姚
県
・

慈
溪
県
か
ら

県
・
鎮
海
県
へ
と
い
う
潮
流
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
移
住
の
動
機

　

中
国
全
土
を
見
た
場
合
、
明
代
に
お
い
て
も
飢
饉
や
戦
乱
、
洪
水
や
旱
魃
な
ど
の

自
然
災
害
を
原
因
と
し
て
大
規
模
な
人
口
移
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
飢
荒

の
影
響
が
深
刻
で
あ
る
が
、
江
南
の
地
は
華
北
に
比
べ
る
と
頻
度
も
被
害
の
大
き
さ
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も
深
刻
で
な
い⑬

。
先
ず
飢
荒
か
ら
は
じ
め
よ
う
。

（
一
）
逃
荒

　

明
初
、
先
掲
の
周
氏
が
は
る
か
河
南
を
離
れ
寧
波
北
一
〇
・
五
㎞
の
費
市
鎮
跨
塘

周
村
に
入
植
し
た
理
由
は
飢
荒
で
あ
っ
た
（
３
０
‐
３
）。
寧
波
の
東
北
五
㎞
の
北
郊

郷
烏
隘
村
に
移
住
し
た
烏
氏
も
河
南
穎
川
の
望
族
出
身
で
、
飢
荒
が
原
因
で
故
郷
を

離
れ
た
と
し
て
い
る
。
後
に
窯
業
で
成
功
し
て
村
落
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
と
い
う

（
５
４
）。
同
じ
く
北
郊
郷
の
常
洪
村
に
入
植
し
た
常
氏
も
安
徽
省
鳳
陽
県
か
ら
元
末

明
初
の
飢
饉
が
原
因
で
来

し
て
い
る
（
６
１
）。
ま
た
明
中
期
に
陳
氏
は
飢
饉
を
逃

れ
て
象
山
県
か
ら
寧
波
西
北
一
〇
㎞
の
裘
市
鎮
陳
家
村
に
移
住
し
た
（
６
７
‐
６
）。

や
は
り
逃
荒
の
事
例
が
少
な
い
の
は
飢
荒
発
生
の
中
心
た
る
華
北
・
陝
西
と
の
距
離

が
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

（
二
）
戦
乱

　

明
代
寧
波
で
は
宋
室
の
南
渡
の
よ
う
な
戦
乱
の
た
め
に
移
住
者
が
押
し
寄
せ
る
と

い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
難
を
避
け
る
と
い
う
意
味
で
は
、
明
代
寧
波
を
含
む

東
南
海
岸
地
方
で
は
こ
の
地
方
特
有
の
「
南
倭
」
の
問
題
が
存
し
た
。
移
住
動
機
と

し
て
倭
寇
を
あ
げ
て
い
る
事
例
が
幾
つ
か
見
え
る
。
嘉
靖
年
間
、
寧
波
府
下
の
寧
海

県
か
ら

県
朝
陽
郷
邵
江
岸
村
に
来
住
し
た
邵
一
倫
が
そ
う
で
あ
る
（
３
２
‐
３
）。

や
は
り
内
陸
部
の

県
よ
り
も
鎮
海
県
に
事
例
が
多
い
。
嘉
靖
年
間
に
倭
難
を
避
け

て
団
橋
寺
村
に
移
住
し
た
胡
氏
は
福
建
の
蒲
城
県
の
出
身
で
あ
っ
た
（
２
８
‐
２
）。

も
と
も
と
鎮
海
県
郭
巨
鎮
駐
屯
の
兵
士
で
あ
っ
た
黄
氏
は
倭
乱
を
避
け
て
寧
波
城
内

と
鎮
海
県
紫
石
郷
大
溟
村
に
分
支
し
た
と
い
う
（
※

４
６
‐
１
）。
戦
乱
で
は
当
事
者

も
移
住
す
る
。
鎮
海
県
南
柴
橋
鎮
周
辺
で
い
く
つ
も
の
分
家
を
擁
し
た
姓
族
周
氏
は

も
と
山
東
省
青
州
に
お
い
て
兄
弟
三
人
で
反
元
起
義
に
参
加
し
、
失
敗
し
て
寧
波
ま

で
逃
れ
た
と
い
う
（
※

１
８
‐
１
）。

（
三
）
官
僚
と
衛
所
兵
士

　

一
般
に
官
僚
や
兵
士
の
場
合
、
移
住
動
機
と
い
う
よ
り
選
択
の
余
地
な
く
来

し

そ
の
後
定
住
す
る
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
宋
代
で
は
そ
う
し
た
地
方
官
の
事
例
が

四
五
例
に
上
っ
た⑭

。
し
か
し
明
代
で
は
洪
武
年
間
に
秘
書
郎
の
童
全
が
慈
溪
県
か
ら

梅
園
郷
建

に
移
り
、
さ
ら
に

県
城
内
月
湖
西
岸
に
移
り
住
ん
だ
例
（
７
８
‐
１
）

と
、
洪
武
年
間
に
工
部
都
水
員
外
郎
の
毛
倫
が
愛
中
郷
烏
岩
か
ら
城
中
へ
移
住
し
た

例
（
７
‐
１
）、
布
政
使
の
陳
舜
徳
が
南
京
か
ら

県
梅
堰
に
遷
住
し
た
（
４
２
‐
２
）

の
三
例
し
か
見
え
な
い
。い
ず
れ
も
地
方
官
と
し
て
赴
任
し
た
わ
け
で
は
な
く
、転
々

と
任
地
を
変
わ
る
間
に
遷
住
を
念
頭
に
お
い
て
各
地
に
不
動
産
を
購
入
し
た
と
い
う

宋
代
の
士
大
夫
の
徙
居
パ
タ
ー
ン
と
は
異
な
る⑮

。

　

官
僚
の
遷
住
例
の
減
少
に
対
し
て
武
官
・
軍
人
の
遷
入
事
例
が
著
し
く
増
加
す
る
。

明
末
に
兵
馬
指
揮
使
の
顧
連
堂
が
江
蘇
の
崑
山
県
か
ら
城
内
三
角
池
に
遷
居
し
た

（
１
１
０
‐
１
）
の
を
除
け
ば
、
多
く
は
明
初
に
寧
波
衛
、
定
海
衛
、
郭
巨
千
戸
所
、

大
嵩
千
戸
所
な
ど
の
部
隊
に
指
揮
官
と
し
て
赴
任
し
た
事
例
で
あ
る⑯

。
安
徽
省
定
遠

県
の
万
鍾
は
、
洪
武
二
八
年
に
寧
波
衛
指
揮
僉
事
に
任
じ
ら
れ
、
城
内
万
家
弄
に
遷

居
し
た
（
３
‐
１
）。
宣
徳
年
間
武
徳
將
軍
の
尹
俊
は
北
京
か
ら
大
嵩
千
戸
所
に
赴
任

し
、
十
三
世
孫
尹
安
吉
が
城
内
千
歳
坊
に
再
移
住
し
て
い
る
（
５
‐
２
）。
毛
達
斉
も

武
徳
將
軍
寧
波
衛
右
所
正
千
戸
と
し
て
来

し
毛
家
弄
に
移
り
住
ん
で
い
る
（
７
‐

４
）。
明
初
、
河
南
光
州
息
県
の
郭
得
は
寧
波
指
揮
百
戸
を
命
じ
ら
れ
城
内
二
十
四

間
に
遷
住
し
た
（
６
７
‐
１
）。
そ
の
ほ
か
向
氏
・
定
海
衛
指
揮
使
（
※

６
）、
汪
氏
・

世
襲
郭
巨
指
揮
使
（
※

１
５
‐
１
）、
汪
氏
・
鎮
海
県
東
管
郷
清
水
浦
（
※

１
５
‐
２
）、

姚
氏
・
郭
巨
千
戸
所
（
※

２
４
‐
１
）、
張
氏
・
郭
巨
指
揮
使
（
※

４
０
‐
１
）、
陳
氏
・

定
海
衛
百
戸
（
※

４
２
‐
１
）、
黄
氏
・
郭
巨
千
戸
所
（
※

４
６
‐
１
）、
劉
氏
・
定
海
衛

指
揮
（
６
３
‐
２
）、
樊
氏
・
定
海
衛
世
襲
指
揮
簽
事
（
※

６
４
‐
１
）
な
ど
の
例
が
あ
り
、

多
く
は
河
南
・
安
徽
出
身
の
太
祖
扈
従
の
兵
士
が
世
襲
指
揮
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
た
も
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の
で
、
い
ず
れ
も
定
住
を
前
提
と
し
て
赴
任
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
四
）
逃
亡
と
山
紫
水
明

　

官
僚
に
遷
住
事
例
の
大
き
な
減
少
は
、
北
京
遷
都
に
よ
る
政
治
中
心
か
ら
の
距
離

の
拡
大
と
い
う
外
在
的
要
因
に
因
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
述
の
倭
寇
の
よ
う

に
寧
波
固
有
の
問
題
も
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
に
も
治
安
の
悪
化
を
思

わ
せ
る
事
例
が
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
士
大
夫
の
逃
亡
先
と
し
て
寧
波

が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
万
暦
年
間
、
山
東
省
黄
県
出
身
の
仲
氏
は
福
建
泉
州
に
在
任

中
、
削
職
さ
れ
逃
亡
し
て
西
郊
郷
墻
門
漕
村
に
至
っ
た
と
あ
る
（
１
４
‐
１
）。
ま
た

嘉
靖
年
間
、
河
南
出
身
の
朝
臣
の
顔
姓
兄
弟
は
禍
を
避
け
て
鎮
海
県
河
頭
郷
杜
郭
村

に
遷
住
し
、
姓
も
沈
と
改
め
て
隠
れ
住
ん
だ
と
あ
る
（
※

１
６
‐
１
）。
私
的
な
闘
争

の
果
て
の
逃
亡
先
と
も
な
っ
た
よ
う
で
、
許
氏
３
兄
弟
は
仇
敵
を
避
け
て
入

し
、

追
っ
手
の
目
を
く
ら
ま
す
た
め
上
陳
・
陶
公
山
・
西
許
村
に
分
か
れ
住
ん
で
、
姓
も

陳
に
改
め
た
と
い
う
（
６
６
‐
２
）。
こ
れ
ら
と
は
逆
に
、
当
地
の
景
色
や
純
朴
な
俗

に
惹
か
れ
た
こ
と
を
遷
住
の
動
機
と
し
て
挙
げ
た
例
が
３
例
存
す
る
（
３
０
‐
７
、

６
８
‐
３
、６
８
‐
４
）
か
ら
、
簡
単
に
結
論
を
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
寧
波
は

明
代
士
大
夫
の
目
に
は
魅
力
に
乏
し
い
一
地
方
都
市
と
映
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
五
）
入
贅

　

入
贅
に
と
も
な
う
移
住
は
北
宋
時
代
に
も
散
見
さ
れ
た
。
洪
武
の
初
め
城
西
の
何

子
京
は
同
じ

県
金
峨
道
陳

陳
氏
に
入
贅
し
て
い
る
。
彼
の
先
祖
は
南
宋
建
炎
年

間
に
廬
江
か
ら
城
西
に
遷
住
し
た
御
史
中
丞
何
鋳
の
十
世
孫
と
あ
る
か
ら
（
１
８
‐

１
）、
そ
の
家
柄
の
ゆ
え
に
請
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
じ
く
洪
武
年
間
呂
氏

は
奉
川
か
ら
城
内
汪
氏
の
贅
と
な
っ
て
い
る
（
２
１
）。
嘉
靖
年
間
に
柴
橋
鎮
の
沃
氏

は
乍
浦
郷
許
家
村
許
氏
の
贅
と
な
り
、
以
後
沃
氏
が
繁
衍
し
た
た
め
村
名
を
沃
家
村

に
改
め
た
と
い
う
（
２
９
）。
五
郷
鎮
土
橋
の
畢
氏
は
潘
火
郷
横
石
橋
仇
（
裘
）
氏
の

贅
と
な
り
、
潘
火
郷
に
移
住
し
た
。
彼
も
南
宋
駐
蹕
時
の
提
擧
使
畢
朴
斉
の
十
世
孫

を
称
し
て
い
た
（
６
４
‐
１
）。
県
城
紫
薇
街
の
蕭
執
中
は
陳

陳
氏
の
贅
と
な
っ
て

い
る
（
１
１
２
）。
先
に
王
安
石
の
族
弟
王
安
基
が
江
西
の
臨
川
県
か
ら
入
贅
し
た
例

を
紹
介
し
た
が
、明
代
で
は
県
内
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
距
離
間
で
成
立
し
て
い
る
。

贅
は
婚
姻
と
同
様
に
地
域
社
会
に
お
け
る
影
響
力
の
維
持
、
向
上
を
期
待
し
て
行
わ

れ
る
か
ら
、
余
程
の
有
力
者
で
な
け
れ
ば
、
県
内
で
完
結
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ

た
だ
ろ
う
。

（
六
）
農
民
以
外
の
移
住
者

　

移
住
者
の
多
く
は
農
民
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
商
人
や
職
人
や
漁
民
な
ど
の
他
の

職
種
の
人
々
も
数
は
少
な
い
が
登
場
す
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
明
代
寧
波
は
国
内
だ

け
で
な
く
海
外
に
開
か
れ
た
海
港
で
あ
っ
た
か
ら
、
多
く
の
商
人
が
来

し
、
そ
れ

ら
商
人
の
中
に
は
寧
波
に
根
を
落
ろ
す
も
の
も
い
た
。
姚
氏
は
徽
州
か
ら
商
売
で
来

し
城
内
月
湖
畔
に
居
住
し
た
と
あ
り
（
３
６
‐
３
）、
莊
橋
鎮
林
沐
村
で
木
材
商
と

し
て
成
功
し
た
沐
氏
は
崇
禎
年
間
に
福
建
か
ら
遷
住
し
た
と
あ
る（
２
８
）。
練
光
渓
、

光
楨
兄
弟
は
福
建
武
平
県
か
ら
や
っ
て
き
た
商
人
で
、
磻
渓
の
山
水
の
勝
に
魅
せ
ら

れ
、
龍
観
郷
に
住
み
着
い
た
と
い
う
（
８
６
）。
寧
波
が
福
建
商
人
、
新
安
商
人
の
活

動
範
囲
に
入
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
他
の
職
種
で
は
、
嘉
靖
年
間
に
鎮
海
北
部
か
ら
妙
山
郷
に
や
っ
て
来
て
兪
家

村
を
開
い
た
兪
氏
の
先
は
木
工
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
（
３
４
‐
４
）。
明
末
に
河

南
潁
川
の
飢
饉
か
ら
逃
れ
て
入

し
、
北
郊
郷
烏
隘
村
を
開
い
た
烏
氏
は
、
窯
業
で

成
功
し
た
（
５
４
）。
沿
海
地
域
で
あ
る
か
ら
漁
民
の
移
動
も
あ
る
。
明
初

の
前
徐

村
か
ら
福
明
郷
牛
郎
漕
村
に
遷
住
し
た
徐
氏
は
、
初
め
捕
魚
を
生
業
と
し
て
後
に
開

村
す
る
ま
で
に
繁
衍
し
た
（
５
２
‐
２
）。 
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（
七
）
兄
弟
偕
行

　

移
住
事
例
を
見
て
い
る
と
兄
弟
が
行
動
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
気

が
つ
く
。
例
え
ば
山
東
の
任
可
湑･

任
可
訢
兄
弟
は

県
金
峨
郷
上
任
村
に
遷
住
し

た
と
あ
る
（
１
３
‐
３
）。
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
に
し
て
や
っ
て
き
た
の
か
は
不
明

だ
が
、長
距
離
で
困
難
な
移
動
で
頼
れ
る
の
は
血
縁
の
絆
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し

県
梅
墟
徐
家
窳
に
住
ん
で
い
た
朱
允
盛
・
朱
大
才
兄
弟
は
、
同
じ

県
内

潘
火
郷
林
家

に
移
住
の
際
も
や
は
り
兄
弟
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
（
１
５
‐

１
０
）。
必
ず
し
も
移
動
距
離
の
大
小
の
問
題
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。「
兄
弟
両
人
」

（
２
０
‐
４
）、「
邵
天
一
、
邵
元
一
兄
弟
」（
３
２
‐
３
）、「
周
姓
二
兄
弟
」（
３
０
‐

１
０
）、「
周
応
期
楷
弟
応
運
」（
３
０
‐
１
１
）、「
高
本
善･

高
本
達
兄
弟
」（
６
０
）、「
兄

弟
倆
遷
此
」（
※

２
７
）
と
２
人
の
事
例
が
多
い
が
、「
兄
弟
三
人
」（
４
７
）、「
兄
弟

三
人
」（
６
６
‐
２
）「
厲
尚
忠･

厲
忠
厚･

厲
尚
悦
兄
弟
」（
９
１
‐
１
）、「
兄
弟
三
人
」

（
※

１
８
‐
１
）
な
ど
３
人
の
例
も
４
例
も
あ
り
、
鎮
海
県
臨
江
中
官
路
戴
氏
の
場
合

は
六
人
兄
弟
で
移
住
し
て
い
る
（
※

７
３
‐
１
）。
そ
も
そ
も
移
住
の
実
態
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
情
報
が
無
い
の
で
、
こ
こ
で
は
兄
弟
行
動
を
と

も
に
す
る
移
住
の
事
例
が
複
数
存
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
に
し
て
お
く
。

（
八
）
移
住
地
の
環
境

　

移
住
先
の
地
名
の
中
に
こ
の
地
方
独
特
の
文
字
を
見
出
す
。
そ
れ
ら
の
文
字
の
意

味
か
ら
選
択
さ
れ
た
土
地
の
共
通
の
環
境
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　

ま
ず
「

」
の
字
で
あ
る
が
、
七
里

（
６
‐
１
、８
‐
９
）、 

県
城
東
七
里

（
６
８
‐
１
６
）、
莫
枝
鎮
沙
家

（
２
５
‐
１
２
）、
陳
家

（
１
０
０
）、
周
家

（
※

２
５
‐
１
）、
駱
駝
楊
家

橋
（
※
５
６
‐
５
）
な
ど
の
地
名
が
見
え
る
。

と
は
『
大

漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
音
は
テ
ン
、意
味
は
「
土
地
が
低
い
」
と
あ
る
。『
地
名
詞
典
』

の

県
寧
鋒
郷
張
家

の
項⑰

で
は
、「
南
宋
の
建
炎
年
間
に
張
氏
が
此
処
に
定
居
し

た
時
、
地
勢
低
窪
に
し
て
、
土
を
搬
し
て

し
て
高
く
す
る
に
因
り
、
故
に
名
づ
く
」

と
あ
り
、
低
地
に
土
を
搬
入
し
て
均
し
た
地
面
を
高
く
し
た
土
地
を

と
言
っ
た
。

し
た
が
っ
て

字
を
含
む
地
は
も
と
も
と
居
住
や
耕
作
に
不
適
な
低
地
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

次
に
「
轜
」
と
い
う
字
で
あ
る
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
音
は
サ
ン
、意
味
は
「
墓

域
」
と
あ
る
。
墓
域
に
入
植
す
る
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
。『
四
明
談
助
』
巻

３
６
、
鏡
川
楊
氏
の
項
に
は
「
楊
氏
世
よ
家
は
鏡
川
の
陽
、
小
江
湖
の
陰
、
麟
鳳
洲

の
上
に
在
り
、
諺
に
楊
家
轜
と
称
す
。
轜
は
方
言
な
り
。
即
ち
洲
な
り
。」
と
あ
り
、

寧
波
方
言
で
は
標
準
的
意
味
と
は
全
く
別
な
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
楊
氏
の
先

祖
は
宋
代
に
麟
鳳
洲
と
い
う
中
州
に
入
植
し
て
い
る
。
中
洲
は
言
う
ま
で
も
な
く
所

有
関
係
が
曖
昧
で
あ
り
、居
住
環
境
と
し
て
も
耕
地
と
し
て
も
不
適
な
土
地
で
あ
る
。

明
代
の
例
で
は
、

県
莫
枝
鎮
沙
家

に
居
住
し
て
い
た
李
氏
は
後
に
分
居
し
て
同

県
雲
龍
鎮
円
轜
に
徙
り
住
ん
だ
も
の
が
い
た
（
２
５
‐
３
、２
５
‐
１
２
）。
柴
橋
鎮
鍾

家
轜
（
※
７
０
‐
２
）、
鎮
海
県
大
碶
鎮
大
碶
轜
頭
（
※
７
４
‐
４
）
が
あ
る
。

　

こ
の
他
に
地
名
表
記
に
使
わ
れ
る
方
言
に
は
「
蠍
」
が
あ
る
。『
大
漢
和
辞
典
』

で
は
音
は
ト
ウ
、
意
味
は
「
わ
か
れ
限
ら
れ
た
土
地
」
と
あ
る
。
張
氏
は
弘
治
・
正

徳
年
間
に
福
建
か
ら
西
郊
郷
張
家
蠍
村
に
移
住
し
て
い
る
が
、
村
名
の
由
来
に
つ
い

て
「
蠍
は
阜
な
り
。
建
村
の
処　

地
勢
較
や
高
く
、
張
姓
世
よ
居
す
る
に
因
り
名
を

得
た
り
」
と
あ
る
。
蠍
の
場
合
も
最
初
の
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ
、
後
に
遅
れ
て
開

発
さ
れ
た
地
区
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
移
住
地
や
再
移
住
地
と
し
て
見
え
る
蠍
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

県
舒
家
鍾
公
廟
郷
傅
家
蠍
（
１
６
）、朝
陽
郷
李
家
蠍
（
２
５

‐
４
）、
西
郊
郷
李
家
蠍
（
２
５
‐
１
０
）、
鍾
公
廟
郷
傅
家
蠍
（
５
２
‐
８
、６
５
‐
４
）、

西
郊
郷
張
家
蠍
村
（
６
２
‐
４
、７
２
‐
２
）、
鍾
公
廟
畢
家
蠍
（
６
４
‐
３
）、
古
林
鎮

郭
蠍
（
６
７
‐
２
）、
蜃
蛟
郷
前
虞
家
蠍
（
８
３
‐
２
）、
陳
婆
渡
鮑
家
旺
蠍
（
１
０
０
）。

　

こ
れ
ら
３
種
の
地
形
条
件
を
表
す
文
字
も
し
く
は
方
言
を
入
れ
た
地
名
の
う
ち
、

二
例
の
轜
を
除
け
ば
、そ
の
分
布
は

県
地
区
つ
ま
り
や
や
内
陸
側
に
偏
し
て
い
る
。
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こ
の
こ
と
は
、明
代

県
に
お
け
る
移
住
者
の
一
部
は
既
開
発
地
域
中
に
残
さ
れ
た
、

必
ず
し
も
居
住
や
耕
作
に
適
さ
な
い
土
地
に
入
植
し
、
ま
た
彼
ら
の
一
部
は
開
発
に

成
功
し
繁
栄
し
た
こ
と
を
示
す
。

五
、
お
わ
り
に

　

最
後
に
以
上
述
べ
来
た
っ
た
明
代
明
寧
波
沿
海
部
へ
の
移
住
の
状
況
を
ま
と
め
て

結
語
に
代
え
る
。
明
代
寧
波
へ
の
遷
住
者
を
出
身
地
別
に
み
る
と
、
府
内
が
四
七
四

例
、
府
外
か
ら
の
移
住
が
一
三
七
例
（
浙
江
省
五
七
、
浙
江
省
以
外
の
省
七
一
）
で
あ
っ

た
。
外
省
で
は
多
い
方
か
ら
福
建
、
安
徽
、
河
南
、
山
東
、
江
蘇
、
湖
南
、
甘
肅
、

江
西
、
湖
北
、
河
北
、
北
京
、
広
東
の
順
で
あ
っ
た
。
盛
ん
な
福
建
か
ら
の
移
住
は

宋
代
に
も
見
ら
れ
た
現
象
で
、
地
続
き
に
北
上
す
る
流
れ
で
は
な
く
、
海
路
に
よ
っ

て
直
接
、
寧
波
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
二
番
目
の
安
徽
出
身
者
は
新
安
商
人
と
衛
所

の
軍
人
が
目
立
ち
、
明
代
的
特
長
を
示
し
て
い
る
。
浙
江
省
内
で
は
西
隣
の
紹
興
が

圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
南
隣
の
台
州
で
あ
っ
た
。
紹
興
府
の
中
で
も
、
寧
波
の
慈

溪
県
と
接
す
る
餘
姚
県
が
半
分
以
上
を
占
め
て
お
り
、
明
代
寧
波
の
移
住
誘
引
圏
は

隣
接
す
る
狭
い
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
は
、
寧
波
府
内
で

完
結
す
る
近
距
離
間
の
移
住
が
、
近
隣
府
州
か
ら
の
移
住
の
三
倍
以
上
も
有
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
明
代
寧
波
で
は
外
か
ら
の
流
入
は
少
な
か
っ
た
が
、
地
域
内
で

の
移
住
は
活
発
で
あ
っ
た
。
移
住
先
か
ら
見
る
と
、

県
県
城
と
近
郊
の
占
め
る
割

合
が
大
き
く
都
市
の
誘
引
力
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
。

県
郷
村
部
の
移
住
事
例
は

県
内
に
満
遍
な
く
分
布
し
て
い
る
が
、
府
外
か
ら
の
流
入
は
少
な
く
、

県
内
で
の

移
動
が
半
分
以
上
を
占
め
た
。
そ
れ
に
対
し
鎮
海
県
で
は
、

県
に
比
べ
る
と
県
内

移
動
の
割
合
が
低
く
、
県
外
か
ら
移
住
者
を
数
多
く
受
け
入
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

は
、
鎮
海
海
岸
部
に
は
な
お
小
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
存
在
し
た
こ
と
、
逆
に

県
郷
村

部
の
移
住
地
に

や
轜
や
蠍
の
よ
う
な
耕
作
不
適
地
を
多
く
見
出
す
こ
と
か
ら
も
、

人
口
／
耕
地
比
に
お
い
て
一
定
飽
和
状
態
に
達
し
て
い
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
。
移
住
動
機
か
ら
見
る
と
、
そ
の
特
徴
は
明
代
寧
波
で
は
一
般
に
伝
統
中
国
で
大

量
の
流
民
を
発
生
さ
せ
る
飢
荒
・
戦
乱
の
影
響
が
殆
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

明
代
寧
波
の
移
住
の
多
く
は
生
命
の
危
機
を
回
避
す
る
た
め
と
い
っ
た
切
羽
詰
ま
っ

た
移
住
で
は
な
か
っ
た
。
だ
と
す
る
と
、
近
距
離
間
と
は
い
え
、
活
発
に
行
わ
れ
た

移
住
は
何
の
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
拡
大
途
上
に
あ
る
宗
族
の

分
裂
運
動
の
一
環
と
し
て
の
移
住
で
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
一
見
関
係
の
な
さ
そ
う

な
兄
弟
偕
行
も
入
贅
も
、
移
住
と
同
じ
く
宗
族
の
増
殖
運
動
の
延
長
上
に
位
置
付
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
当
時
東
南
海

岸
地
方
で
は
倭
寇
問
題
が
あ
っ
た
が
、寧
波
は
倭
乱
の
避
難
先
に
選
択
さ
れ
て
お
り
、

猖
獗
を
き
わ
め
る
と
い
う
ほ
ど
で
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
寧
波
が
逃
亡
者
の
潜

伏
先
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
官
人
・
士
大
夫
の
遷
住
者
が
激
減
し
た
こ
と
を
併
せ
考

え
る
と
、
治
安
の
低
下
が
進
行
し
、
明
代
寧
波
の
地
域
と
し
て
の
評
価
は
宋
代
に
比

べ
や
や
低
下
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。

注①　
斯
波
義
信
「
移
住
と
流
通
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
一
‐
一
）。

②　

山
田
賢
『
移
住
民
の
秩
序
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
）。

③　

葛
剣
雄
・
呉
松
弟
編
『
中
国
移
民
史
一
‐
六
』（
福
建
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
）。

④　

斯
波
義
信
『
宋
代
江
南
開
発
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
）。

⑤　

上
田
信
「
地
域
の
履
歴
―
浙
江
省
奉
化
県
忠
義
郷
」『
社
会
経
済
史
学
』
四
九
‐
二
、

「
村
に
作
用
す
る
磁
力
に
つ
い
て
―
浙
江
省

県

勇
郷
（
鳳
渓
村
）
の
履
歴
」
上
下

『
中
国
研
究
月
報
』
四
五
五
・
四
五
六
。

⑥　

本
田
「
宋
代
明
州
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住
」（
二
〇
〇
七
年
五
月
一
七
日
、

第
五
二
回
国
際
東
方
学
者
会
議
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
中
国
社
会
の
持
続
と
変
容
―
そ

の
論
理
と
実
際
」、
於
日
本
教
育
会
館
）。

⑦　

個
々
の
姓
族
の
動
向
を
解
明
す
る
に
は
、
伊
原
弘
「
宋
代
明
州
に
お
け
る
官
戸
の

婚
姻
関
係
」（『
大
学
院
研
究
年
報
』
一
号
、
中
央
大
学
文
学
部
、
一
九
七
二
）、
岡
元
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司
「
南
宋
期
温
州
の
名
族
と
科
挙
」（『
広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告
』
一
七
、

一
九
九
五
）、
黄
寛
重
『
宋
代
的
家
族
与
社
会
』（
東
大
図
書
公
司
、
二
〇
〇
六
）
の

よ
う
に
、零
細
な
個
別
史
料
を
駆
使
し
て
一
族
の
経
年
変
化
を
追
跡
す
る
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
手
法
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

⑧　
『
慈
溪
県
志
』（
慈
溪
市
地
方
志
編
纂
委
員
会
編
、
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
）

第
二
七
編
第
二
章
第
二
節
宗
族
第
三
節
姓
氏
の
記
述
が
あ
る
が
、
前
二
書
と
比
べ
て

情
報
量
が
少
な
く
今
回
は
使
用
し
て
い
な
い
。

⑨　

本
田
「
宋
元
時
代
温
州
平
陽
県
の
開
発
と
移
住
」（『
佐
藤
博
士
退
官
記
念
中
国
水

利
史
論
叢
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
四
）、「
宋
代
温
州
に
お
け
る
開
発
と
移
住
補
論
」

（『
立
命
館
東
洋
史
学
』
一
九
号
、
一
九
九
六
）。

⑩　
『
民
国

県
通
志
』
輿
地
志
、
癸
編
、
氏
族
に
は
「
王
仲
翟
宋
元
豊
進
士
官
右
正
眼

言
諱
安
基
之
孫
」「
安
基
以
兄
安
赤
知

県
由
江
西
臨
川
来

、
贅
於
童
者

東
童
王

村
也
」
と
あ
り
、
族
弟
安
基
が

の
童
氏
に
入
贅
し
た
と
あ
る
。

⑪　
『
民
国

県
通
志
』
輿
地
志
、
癸
編
、
氏
族
「
元
提
擧
使
師
仲
自
臨
川
来
為
王
荊
公

安
石
之
裔
」

⑫　

江
立
華
、
孫
洪
涛
『
中
国
流
民
史
・
古
代
巻
』（
安
徽
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
一
）

第
一
章
第
六
節
明
清
時
期
的
流
民
。

⑬　

孟
昭
華
編
著
『
中
国
災
荒
史
記
』（
中
国
社
会
出
版
社
、
一
九
九
九
）

⑭　

本
田
「
宋
代
明
州
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住
」

⑮　

竺
沙
雅
章
「
北
宋
士
大
夫
の
徙
居
買
田
―
主
に
東
坡
尺
牘
を
資
料
と
し
て
―
」（『
史

林
』
五
四
‐
二
）、
伊
原
弘
「
宋
代
官
僚
の
婚
姻
の
意
味
に
つ
い
て
―
士
大
夫
官
僚
の

形
成
と
変
質
―
」（『
歴
史
と
地
理
』
二
五
四
）。

⑯　

川
越
康
博
「
明
代
海
防
体
制
の
形
成
に
つ
い
て
」『
大
学
院
研
究
年
報
』
一
号
、
中

央
大
学
文
学
部
、
一
九
七
二
。

⑰　
『
中
華
人
民
共
和
国
地
名
詞
典
（
浙
江
省
）』（
商
務
印
書
館
、一
九
八
八
）
九
五
頁
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
平
成
十
七
年
度
文
部
科
学
省
研
究
費
補
助
金
『
特
定
領
域
研
究
』「
東

ア
ジ
ア
の
海
域
交
流
と
日
本
伝
統
文
化
の
形
成

―
寧
波
を
焦
点
と
す
る
学
際
的
創

生

―
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）
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鎮
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表
１
、
明
代
寧
波
沿
海
部
（
県
）
に
お
け
る
遷
住

番
号

姓
移
住
時
期

出
身
地

移
住
地

始
祖

再
移
住

備
考

県
志
頁
寧
波
市
地
名
志

四
明
談
助

巻
/頁

1-1
丁
氏
明

上
虞
県
丁
宅
街

段
塘
鎮
孔
浦
巷

上
虞
県
丁
宅
街
丁
昂
遷
至
段
塘
鎮
孔
浦
巷
。

其
裔
孫
分
居
礼
嘉
橋
。

276
1-2

丁
氏
？

上
虞
県
丁
宅
街

段
塘
鎮
孔
浦
巷

丁
姓
先
祖
自
上
虞
丁
宅
街
遷
至
段
塘
鎮
孔
浦
巷
。

其
裔
孫
分
居
礼
嘉
橋
。

87

1-3
丁
氏
明

上
虞
県

段
塘
鎮

又
有
丁
姓
明
時
自
上
虞
遷
至
段
塘
。

清
初
分
居
于
此
（
東
郊
郷
下
茅
塘

村
）。

255

2-1
干
氏
洪
武
間

餘
姚
県
朗
霞
鎮

西
郊
郷
干
家
塘
村
，
西
南

2.6km（
寧
波
か
ら
の
距
離
、

以
下
同
），西
南
2.6km

（
郷

政
府
駐
地
か
ら
の
距
離
、
以

下
同
）

干
姓
于
明
初
洪
武
年
間
従
餘
姚
朗
霞
鎮
遷
入
。
改
用
今
名

原
系
竺
姓
定
居
、
名
大
竺
家
塘
、

后
外
遷
。

98

2-2
干
氏
嘉
靖
間

餘
姚
県
朗
霞
鎮

西
郊
郷
后
干
村
，西
4.2km

，
西
3.1km

明
嘉
靖
間
、
干
姓
従
餘
姚
朗
霞
遷
此
。

子
孫
繁
衍
、
分
成
両
村
、
称
前
干
后

干
。

后
‹前
干

›子
孫
外
遷
、
至
1960

年
前
干
廢
村
。

95

2-3
干
氏
万
暦
間

餘
姚
県
西
門
白
龍

王
廟

咸
祥
鎮

干
罌
湖
自
餘
姚
県
西
門
白
龍
王
廟
遷
至
咸
祥
鎮
。

276

2-4
干
氏
明
中
葉

餘
姚
県

城
南
黄
墩
（
干
家
湾
）

干
文
栄
自
餘
姚
遷
至
城
南
黄
墩
（
干
家
湾
）。

276

3-1
万
氏
洪
武
28年

安
徽
省
定
遠
県

城
内
万
家
弄

明
洪
武
二
十
八
年
、
寧
波
衛
指
揮
僉
事
万
鍾
自
定
遠
遷
至

城
内
万
家
弄
。

十
一
世
孫
万
斯
大
遷
居
杭
州
。
甬
上

族
望
表
載
、
定
遠
万
氏
、
明
戚
遠
將

軍
斌
之
子
、
自
来
。

有
指
揮
万
鍾（
并
子
万
武
･
万
文
）

･
都
督
同
知
万
表
･
都
督
僉
事
万

邦
孚
･
戸
部
主
事
万
泰
及
子
万
斯

選
･
万
斯
大
･
万
斯
同
等
人
物
。
276

3-2
万
氏
明
初

州
鑒
橋
東

万
氏
明
初
自
来
、
世
襲
指
揮
、
賜
第
于
鑒
橋
東
、
至
第

八
世
都
督
表
建
第
于
新
街
。

第
十
世
總
兵
邦
孚
建
第
于
広
済
橋

西
。

7-201

3-3
万
氏
明
初

濠
州
定
遠
県

前
臨
鑒
橋
河

世
襲
指
揮
万
公
鍾
、
字
栄
･･･
洪
武
二
十
八
年
超
授
寧
波

営
指
揮
、
世
襲
賜
第
于
、
遂
家
焉
。

贈
指
揮
僉
事
万
公
斌
、
字
文
質
、

本
濠
州
定
遠
県
人
、
少

静
、
有

志
節
、
元
季
擾
乱
、
公
集
群
保
郷

里
、
明
太
祖
起
兵
濠
州
、
率
所
部

来
属
、
太
祖
命
充
万
戸
、
従
帥
府

費
聚
、
入

州
、
下
和
陽
、
搗
儀

征
･･･
洪
武
五
年
･･･
陥
陣
死
。

9-248

4-1
仇
氏
万
暦
間

象
山
県
仇
家
村

西
郊
郷
仇
家
漕
村
，
西

2.3km
，
西
南
2.1km

仇
姓
世
居
、
于
明
万
暦
年
間
従
象
山
仇
家
村
遷
此
、
因
村

中
有
河
漕
而
得
名
。

96

4-2
仇
氏
明

慈
溪
県

潘
火
郷
仇
畢

仇
梧
崗
自
慈
溪
遷
至
潘
火
郷
仇
畢
。

相
伝
仇
原
姓
裘
。

279

4-3
仇
氏
明

慈
溪
県

東
郊
郷
仇
畢
村
，
東
南

4.2km
，
南
3km

以
主
姓
得
名
、
据
民
国
県
通
志
載
、
仇
氏
明
自
慈
溪
来
。

旧
分
仇
家
畢
家
、
現
連
成
片
。

257

5-1
尹
氏
明
初

？
乍
浦
郷
章
尹
村
，
西
北

17.9km
，
楊
家
橋
北
1km

据
章
氏
家
譜
載
、
章
氏
祖
上
于
明
初
従
餘
姚
章
家
遷
此
、

已
延
続
20
余
世
。
尹
氏
其
時
遷
入
、
来
処
不
詳
。

218

5-2
尹
氏
宣
徳
間

北
京

大
嵩

武
徳
將
軍
尹
俊
由
調
北
京
遣
至
大
嵩
。

其
十
三
世
孫
裔
尹
安
吉
遷
居

城
千

歳
坊
。

279

6-1
方
氏
洪
武
20年

古
杭

古
林
郷
東
北
藍
田

方
譲
五
自
古
杭
遷
至
古
林
郷
東
北
藍
田
。

其
裔
孫
遷
県
内
有
白
岳
･
石

碶
･
七

里
･
占
岐
等
、
省
内
有
慈
溪
･
桐

郷
･
崇
徳
･
餘
姚
･
紹
興
･
杭
州
･

鎮
海
等
、
遷
省
外
有
揚
州
･
宜
興
･

上
海
･
江
西
等
。

279
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6-2
方
氏
建
文
間

慈
溪
県
金
川
郷
方

家
（
今
餘
姚
市
江

中
郷
方
家
）

乍
浦
郷
方
家
山
頭
村
，
西
北

18km
，楊
家
橋
西
南
1.7km

世
居
方
姓
、
方
氏
于
明
建
文
年
間
従
慈
溪
金
川
郷
方
家
遷

此
。

220

6-3
方
氏
万
暦
間

慈
溪
県

集
仕
港
方
家

万
暦
季
年
方
九
成
自
慈
溪
遷
至
集
仕
港
方
家
。

方
及
成
系
寧
海
正
学
先
生
長
子
方

中
愈
之
裔
、
先
世
曽
変
姓
朱
、
至

九
成
復
姓
居
。

279

6-4
方
氏
明
中
期

慈
溪
県
鳳
方
家
湾
頭
郷
方
家
塘
村
北

3.2km
，
東
北
0.8km

方
姓
明
朝
中
期
（
400
多
年
前
）
従
慈
溪
鳳

方
家
遷
此

定
居
。

213

7-1
毛
氏
洪
武
間

県
愛
中
郷
烏
岩
城
内
椅
子
漕

南
京
工
部
都
水
司
員
外
郎
毛
倫
自
烏
岩
遷
至
城
内
椅
子

漕
。

有
給
事
中
毛
弘
、
監
軍
兵
部
員
外

郎
毛
聚
奎
、参
議
毛
為
光
等
人
物
。
279

7-2
毛
氏
明
初

県
桃
源
上
之
烏

岩
郡
城
西

毛
氏
世
居
桃
源
上
之
烏
岩
、
自
明
初
都
水
公
徙
居
郡
城

西
、
置
田
築
室
。

甬
上
望
族
表
云
、
城
西
毛
氏
自
烏

岩
来
。

4/110

7-3
毛
氏
成
化
初

城
内
椅
子
漕
？

雲
洲
郷
毛
夾

半
村
居
士
于
成
化
初
年
遷
至
雲
洲
郷
毛
夾
。

有
裔
分
居
余
杭
者
。

与
椅
子
漕
毛
氏
同
族

279

7-4
毛
氏
明

？
毛
家
弄

明
時
誥
授
武
徳
將
軍
寧
波
衛
右
所
正
千
戸
毛
達
斉
遷
至

毛
家
弄
。

毛
達
斉
為
誥
授
武
節
將
軍
、
荊
州

衛
正
千
戸
毛
彬
之
后
。

279

8-1
王
氏
洪
武
7

広
東
連
州
連
山
県

柏
渓

城
小
沙
泥
街

選
石
城
訓
導
、
任
武
鎮
令
王
琦
由
連
山
県
柏
渓
遷
至
城

小
沙
泥
街
。

有
道
光
進
士
兵
部
武
庫
司
主
事
王

本
梧
為
其
后
。

278

8- 2
王
氏
明
末

江
西
臨
川

東
郊
郷
后
章
家
橋
村
，
東
南

3.2km
，
東
南
1.2km

居
董
周
王
三
姓
、
王
姓
自
江
西
臨
川
遷
此
。

256

8-3
王
氏
明

江
西
臨
川
県

櫟
社
章
家
橋

王
可
久
自
臨
川
遷
至
櫟
社
章
家
橋
。

278

8-4
王
氏
明
末
清
初
江
西
省
湖
縄
堂

西
郊
郷
王
家
村
，
西
北

4.1km
，
西
北
2.6km

王
姓
世
居
、
明
末
清
初
、
従
江
西
省
湖
縄
堂
遷
此
。

90

8-5
王
氏
嘉
靖
6

慈
溪
県
黄
山

大
沙
泥
街
学
士
橋
南
巷

内
王
本
太
自
慈
溪
黄
山
遷
至
大
沙
泥
街
学
士
橋
南
巷
内
。

278

8-6
王
氏
明

慈
溪
県
赭
山

江
東
新
河
頭

王
啓
鵬
、
字
羽
超
自
慈
溪
赭
山
遷
至
江
東
新
河
頭
。

其
二
世
孫
王
昌
祚
分
居
甬
東
二
境
廟

跟
。

清
時
殉
難
広
西
龍
州
同
知
王
淑
元

為
其
后
。

278

8-7
王
氏
嘉
靖
間

奉
化
県

西
郊
郷
石
道
地
村
西
，
北

4.2km
，
西
北
2.7km

王
姓
世
居
、
明
嘉
靖
間
従
奉
化
遷
此
。

90

8-8
王
氏
明

奉
化
県

烏
岩
水
坪
村

王
錦
自
奉
化
遷
至
烏
岩
水
坪
村
。

278

8-9
王
氏
正
統
間

県
新
橋
東
王
家

庫
東
郊
松
樹
下
漕

王
仲
翟
十
世
孫
王
傳
喜
自
新
橋
東
王
家
庫
遷
至
東
郊
松

樹
下
漕
。

其
裔
孫
遷
江
東
七
塔
寺
･
七
里

･
梅
墟
及
城
内
、
遷
県
外
有
鎮
海
李
家

堰
･
王
家
橋
･
石
門
･
沈
家
門
及
京

都
。

277

8-10
王
氏
天
啓
間

県
潘
火
郷
王
家

弄
布
政
郷
王
家
及
王
両
漕

王
仲
翟
十
一
世
孫
王
璘
自
潘
火
郷
王
家
弄
遷
至
布
政
郷

王
家
及
王
両
漕
。

璘
生
三
子
分
前
中
后
三
房
、
前
后
房

居
王
家
、
中
房
居
王
両
漕
。

277

8-11
王
氏
崇
禎
間

県
潘
火
郷
王
家

弄
東
郊
郷
王
家
塘
村
，
南

2.9km
，
西
南
3.2km

居
戸
主
姓
王
･･･
王
姓
于
明
崇
禎
間
自
県
潘
火
王
家
弄

分
居
于
此
。

257

8-12
王
氏
崇
禎
間

県
潘
火
郷
王
家

弄
福
明
郷
王
家
村
，
東
北

5.7km
，
東
北
3.4km

村
系
王
姓
世
居
、
故
名
。
王
姓
于
明
崇
禎
間
自
県
潘
火

郷
王
家
弄
遷
来
。

261

8-13
王
氏
明

県
東
郷
王
家
弄
鍾
公
廟
郷
桑
園

王
安
基
六
世
孫
王
懋
春
自
王
家
弄
遷
至
鍾
公
廟
郷
桑
園

277

8-14
王
氏
明

県
童
王

江
東
東
勝
街

王
安
基
十
三
世
孫
武
徳
將
軍
王
養
安
、
字
見
泉
自
童
王

遷
至
江
東
東
勝
街
。

277

8-15
王
氏
明

県
鍾
公
廟
郷
桑

園
潘
火
郷
里
王

王
安
基
十
五
世
孫
王
遶
泉
自
鍾
公
廟
郷
桑
園
遷
至
潘
火

郷
里
王
。

277

8-16
王
氏
明

県
王
家
弄

天
童
郷
里

王
養
正
自
本
県
王
家
弄
遷
至
天
童
郷
里

277
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明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

181

8-17
王
氏
成
化
末

県
裘
市
鎮
前
王

村
裘
市
鎮
后
王
村
，
西
北

10.9km
，
1.1km

明
成
化
末
年
王
姓
従
郷
内
前
王
分
遷
此
処
、
発
展
成
村
、

建
村
在
前
王
之
后
、
故
名
后
王
。

176

8-18
王
氏
正
徳
間

県
西
修
繕
巷

柳
庄
坊

王
文
華
、
字
克
安
、
為
元
提
令
王
彦
稷
之
后
、
正
徳
間
自

県
西
修
繕
巷
遷
至
柳
庄
坊
。

278

8-20
王
氏
正
徳
初

県
莫
枝
堰
鎮
陶

公
山

西
郊
郷
王
家
塘
村
，
西

1.6km
，
政
府
南
2km

王
姓
世
居
、
王
姓
于
明
正
徳
初
従
県
陶
公
山
遷
此
。

97

8-21
王
氏
嘉
靖
11

県
甲
村

姜
山
定
橋
后
王

王
啓
之
后
、
王
道
顕
自
甲
村
遷
居
姜
山
定
橋
后
王
。

277

8-22
王
氏
嘉
靖
間

？
梅
墟
姜
家
隴
東

王
碧
川
遷
至
梅
墟
姜
家
隴
東
。

分
日
月
星
三
房
、
日
房
自
清
康
熙
大

火
后
遷
至
福
明
張
隘
、
其
餘
遷
杭
州

･
上
海
･
鎮
海
及
城
内
。

278

8-23
王
氏
嘉
靖
間

県
王
夾

朝
陽
郷
王
家

王
和
忠
自
王
夾
遷
至
朝
陽
郷
王
家
。

始
遷
地
称
史
家
花
園

278

8-24
王
氏
万
暦
間

県
乍
浦
郷
王
山
半
浦
郷
小
王
山
村
， 西
北

15km
，
祝
家
西
北
1.1km

，
明
神
宗
万
暦
間
、
王
山
村
王
氏
移
居
来
此
、
故
名
小
王
山
。

乍
浦
郷
王
山
（
一
名
黄
山
，
寧
波

西
北
18k

m
，
楊
家
橋
西
南

1.7km
）

227

8-25
王
氏
明
初

県
鳳
下
渓

大
嵩
郷
周
湖
塘

王
彦
自
本
県
鳳
下
渓
遷
至
大
嵩
郷
周
湖
塘
。

277

8-26
王
氏
明
中
葉

？
咸
祥
鎮

王
宗
厚
遷
至
咸
祥
鎮
。

其
二
房
脈
一
支
遷
象
山
、
一
支
遷
嘉

興
。

278

8-27
王
氏
明

県
弾
塗
漕

潘
火
郷
泗
港
前
后
漕

王
氏
（
名
失
傳
）
遷
至
潘
火
郷
泗
港
前
后
漕
。

278

8-28
王
氏
明

県
浦
口
（
一
説

燕
山
）

姜
山
定
橋
前
王

王
上
相
自
浦
口
（
一
説
燕
山
）
遷
至
姜
山
定
橋
前
王
。

277

8-29
王
氏
明

県
甲
村

陳
婆
渡
郷

王
万
里
自
甲
村
遷
至
陳
婆
渡
。

277

8-30
王
氏
明

県
西
前
后
王

江
北
岸

県
西
前
后
王
王
大
卿
遷
至
江
北
岸
。

其
裔
自
城
区
和
義
門
内
双
池
頭
遷
居

西
門
外
乙
未
坊
、
其
后
又
分
居
筱
墻

弄
･
大
卿
橋
柳
庄
坊
･
樟
橋
･
三
宝

橋
下
等
。

277

8-31
王
氏
明

県
桃
源
郷（
？
）
望
春
郷
望
春
山
西

王
某
（
名
失
考
）
遷
至
望
春
郷
望
春
山
西
。

分
山
西
王
･
田
屋
二
脈
。
因
王
致
后

裔
有
遷
居
望
春
山
側
者
、
故
疑
此
脈

王
氏
為
其
后
、
来
自
桃
源
。

277

8-32
王
氏
明

？
邱
隘
王
家

王
酉
始
遷
至
邱
隘
王
家
。

278
8-33

王
氏
明

？
梅
墟
鎮

王
海
観
遷
至
梅
墟
鎮

其
二
世
孫
有
分
居
城
内
大
沙
泥
街
者
。

278

8-34
王
氏
明

？
西
門
口
乙
未
坊
后
河

明
儒
官
王
昱
、
字
子
明
、
号
平
埜
、
遷
居
西
門
口
乙
未
坊

后
河
。

寧
鋒
郷
后
王
、

江
鎮
王
山
頭
均

与
此
同
家
、
有
御
史
知
長
沙
府
王

瑫
為
其
后
。

278

8-35
王
氏
明

？
城
三
支
街

王
国
楨
、
字
継
虞
、
為
宋
魏
国
文
正
公
王
旦
二
十
世
孫
、

遷
至
城
三
支
街
。

有
新
同
治
進
士
知
福
建
閩
清
県
王

啓
渠
、光
緒
進
士
王
啓
烈
為
其
后
。
277

9-1
包
氏
明
初

山
東

江
東
包
家
道
頭

明
初
包
姓
従
山
東
遷
往
江
東
包
家
道
頭
。

后
分
居
来
此
（
寧
波
北
2.8k

m
，
郷

東
0.7km

，
湾
頭
郷
包
家
漕
）

213

9-2
包
氏
万
暦
間

安
徽
合
肥

西
郊
郷
后
包
村
，西
5.5km

，
西
4.3km

包
姓
于
明
万
暦
間
従
安
徽
合
肥
。

后
子
孫
繁
衍
、
于
村
南
別
建
二
村
、

最
南
的
定
名
前
包
、
中
間
中
包
、
本

村
為
后
包
。

包
家
道
頭
、
有
包
孝
肅
公
家
廟
。

92

10
古
氏
明

福
建

城
内

古
若
塘
自
福
建
遷
至
城
内
。

有
分
居
大
沙
泥
街
者
。

古
姓
本
作
辜
、
相
伝
古
煌
改
辜
為

古
。

280

11-1
史
氏
嘉
靖
間

城
青
石
橋

横
街
鎮

史
良
宰
自
本
城
青
石
橋
遷
至
横
街
。

其
裔
史
悠
琦
与
村
人
謝
克
家
于
清

道
光
間
率
群
殲
滅
擾
村
之
土
匪
、

毀
家
不
恤
。
悠
琦
之
子
史
久
垣
清

光
緒
間
曽
創
辦
上
海
紡
織
局
。

281
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182

11-2
史
氏
明
末
清
初

県
江
東
賢
良
巷

史
家

福
明
郷
史
家
村
，東
5.3km

，
史
魏
家
北
1km

世
居
史
姓
而
得
名
、
史
姓
于
明
末
清
初
自
江
東
賢
良
巷
史

家
分
居
于
此
。

264

11-3
史
氏
明

?
杖
錫
郷
石
板

員
外
郎
史
文
三
遷
至
杖
錫
郷
石
板
。

281

12
石
氏
明
初

？
陳
婆
渡
郷

石
景
燾
･
石
才
美
･
石
延
慶
分
別
遷
至
陳
婆
渡
郷
東
石
･

中
石
･
西
石
。

280

13-1
任
氏
洪
武
間

県
横
渓
大

塘
渓
郷
天
香
岩
（
原
名
天
打

岩
）

任
肇
佩
自
横
渓
大

遷
居
塘
渓
郷
天
香
岩
（
原
名
天
打

岩
）。

其
裔
有
分
居
象
山
、
上
海
及
本
県
象

坎
者
。

282

13-2
任
氏
洪
武
間

県
甲
村
任
家
横
甲
村
郷
大
谷
橋
（
俗
称
太
古

橋
）

朝
奉
大
夫
任
天
祐
、
字
均
祥
、
為
唐
司
馬
任
魏
二
十
五
世

孫
、
自
甲
村
任
家
横
遷
本
郷
大
谷
橋
（
俗
称
太
古
橋
）

282

13-3
任
氏
明

山
東

金
峨
上
任
村

山
東
人
任
可
湑
･
任
可
訢
兄
弟
遷
至
金
峨
上
任
村
。

有
分
居
于
本
郷
芦
花
橋
者
。

282

13-4
任
氏
明

県
南
姜
山
一
帯
甲
村
郷
東
任
家
横

將
仕
郎
任
朝
五
自

南
姜
山
一
帯
遷
至
甲
村
郷
東
任
家

横
。

此
脈
任
氏
始
祖
可
上
溯
至
漢
中
丞

主
簿
任
光
、
唐
刺
史
任
魏
、
字

大
邦
。
遷

南
者
為
宋
進
士
給
事

中
任
邦
森
。

282

14-1
仲
氏
万
暦
間

福
建
泉
州

西
郊
郷
墻
門
漕
村
，
西

3.6km
，
西
南
3.3km

原
籍
山
東
黄
県
、
后
其
子
孫
在
福
建
泉
州
做
官
、
明
万
暦

官
、
因
故
削
職
、
逃
亡
來
此
。

村
南
有
河
漕
、東
首
有
一
大
墻
門
、

故
名
。
仲
姓
世
居
、
祖
堂
在
仲
家

橋
。

97

14-2
仲
氏
明
末

県
西
郊
郷
墻
門

漕
西
郊
郷
仲
家
橋
村
，
西
南

3 .7km
，
西
南
3.5km

仲
姓
于
明
末
従
墻
門
漕
遷
此
。

98

15-1
朱
氏
元
末
明
初
？

雲
湖
郷
大
村
，
西
北

20.5km
，
東
1.25km

拠
伝
大

朱
家
之
先
祖
系
元
蒙
古
族
人
、
定
居
于
此
已

六
七
百
年
。

村
民
多
姓
朱
、
住
于

底
的
称
大

朱
家
。

143

15-2
朱
氏
元
末
明
初
安
徽
鳳
陽

半
浦
郷
朱
家
沿
村
，
西
北

13.5km
，
南
0.8km

始
居
朱
姓
･･･
朱
姓
元
末
明
初
自
安
徽
鳳
陽
遷
来
。

光
緒
慈
溪
県
志
称
朱
家
堰
、
1958

年
建
中
横
河
水
利
工
程
時
、堰
廢
、

1962
年
后
、
朱
家
堰
演
化
為
朱

家
沿
。

228

15-3
朱
氏
洪
武
間

県
咸
祥
鎮

塘
渓
鶴
山

朱
孝
慶
之
后
朱
宗
傳
洪
武
年
間
自
咸
祥
遷
至
塘
渓
鶴
山
。

朱
孝
慶
南
宋
知
台
州
朱
之
孫
。
281

15-4
朱
氏
永
楽
間

鎮
海
県
朱
家
橋

（
北
渡
朱
家
橋
）
茅
山
郷

鎮
海
朱
家
橋
（
一
説

北
渡
朱
家
橋
）
人
朱
士
元
南
来
至

茅
山
郷
娶
于
康
、
遂
以
耕
種
創
業
。

281

15-5
朱
氏
永
楽
間

県
寧
鋒
百
梁
橋
城
西
門
外
航
船
埠
頭

朱
性
恩
自
寧
鋒
百
梁
橋
遷
居
城
西
門
外
航
船
埠
頭
。

282

15-6
朱
氏
明
初

定
海
県
海
浜
金
塘

山
天
封
橋

至
明
初
時
、
徙
金
塘
居
民
実
郡
城
、
因
家
于
郡
之
文
博
橋
。

天
封
橋
旧
名
文
博
橋
。

25/80
5朱
氏

宗
譜

15-7
朱
氏
明
中
葉

安
徽

北
郊
郷
朱
家
村
，
東
北

7.9km
，
東
3.8km

村
以
始
居
朱
姓
得
名
、
拠
伝
朱
姓
先
世
明
代
中
葉
自
安
徽

遷
此
。

207

15-8
朱
氏
明
末
清
初
餘
姚
県

乍
浦
郷
東
朱
家
村
，
西
北

16.4km
，
東
2km
，

朱
氏
于
明
末
清
初
従
餘
姚
遷
此
定
居
、
有
据
可
査
已
12

世
。

村
中
原
有
王
韓
二
世
姓
、
王
姓
多

経
商
外
遷
、
韓
姓
清
時
已
絶
。

219

15-7
朱
氏
明
後
期

県
費
市
郷
更
楼

朱
家

裘
市
鎮
朱
界
村
，
寧
波
西
北

8.5km
，
南
1.6km

明
朝
后
期
従
費
市
郷
更
楼
朱
家
分
遷
来
此
。

177

15-9
朱
氏
明

？
梅
墟

朱
鈞
衡
遷
至
梅
墟
。

262

15-10
朱
氏
明

県
梅
墟
徐
家
窳
潘
火
郷
林
家

朱
允
盛
偕
兄
弟
朱
大
才
自
梅
墟
徐
家
窳
遷
居
潘
火
郷
林

家
。

282

15-11
朱
氏
明

？
西
門
外
花
轎
弄

朱
寅
芝
遷
居
西
門
外
花
轎
弄
。

282

15-12
朱
氏
明

県
万
嶺

五
郷
鎮
彭
家
漕

朱
定
思
、
字
祝
柟
、
号
挺
之
、
五
郷
鎮
彭
家
漕
。

朱
定
思
、
字
祝

柟
、
号
挺
之
、
為

宋
兵
部
尚
書
朱
穎
之
后
、
穎
始
遷

甲
村
、
其
裔
遷
万
嶺
。

282

16
戎
氏
明

県
舒
家

鍾
公
廟
郷
傅
家

 
戎
静
遠
自
本
県
舒
家
遷
至
鍾
公
廟
郷
傅
家

。
281
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明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

183

17
江
氏
明
末
清
初
徽
州
歙
県

城
虹
橋
頭
孝
聞
街

 
明
末
清
初
、
徽
州
歙
県
人
江
彦
惺
、
至

城
虹
橋
頭
孝
聞

街
。

江
彦
惺
為
宋
紹
興
二
年
（
1132）

進
士
判
歙
州
軍
事
江
汝
剛
二
十
二

世
孫
、清
知
貴
州
安
順
府
江
鏡
清
、

四
川
試
用
知
県
江
学
海
為
其
后
。
283

18-1
何
氏
洪
武
初

城
西
北

金
峨
道
陳
陳
氏
后
宅

何
子
京
贅
于
金
峨
道
陳
陳
氏
后
宅
、
遂
居
此
。

此
何
氏
源
于
廬
江
、
宋
建
炎
間
、

中
丞
何
鋳
居

城
西
北
、
子
京
十

世
孫
。

287

18-2
何
氏
明

奉
化
県
封
山

居
朝
陽
何
家

何
永
盛
･
何
永
振
居
朝
陽
何
家
、
分
東
西
両
宅
、
東
奉

永
盛
、
西
奉
永
振
。

其
裔
有
遷
居
門
橋
、西
山
牌
門
頭
、

沙
港
口
及
杭
州
北
関
門
、奉
化
湖
、

岱
山
東
建
者
。

相
伝
何
氏
世
籍
處
州
括
蒼
、
后
有

何
志
名
者
、
官
明
州
奉
直
大
夫
而

居
奉
化
封
山
、
再
伝
者
遷

。
因

年
遠
諱
氏
失
伝
、
遂
以
永
盛
永
振

為
祖
。

287

18-3
何
氏
明

奉
化
県
封
山

麗
水
郷
柯
家
何
家

何
永
盛
自
奉
化
封
山
遷
居
麗
水
郷
柯
家
何
家
。

其
裔
有
分
居
奉
化

門
橋
、
南
渡
及

本
県
姜
山
鮑
家
滙
者
。

287

18-4
何
氏
明

奉
化
県
月
嶺

朝
陽
郷
下
何

何
居
化
自
奉
化
月
嶺
居
朝
陽
郷
下
何
。

其
裔
孫
分
居
舟
山
及
門
橋
者
。

287
18-5

何
氏
明

県
南
姜
茅
山

咸
祥
鎮

何
応
元
自
南
姜
茅
山
遷
居
咸
祥
鎮
。

287

18-6
何
氏
明

？
朝
陽
郷
何
邵

何
廷
居
朝
陽
郷
何
邵
。

別
有
何
氏
一
宗
居
朝
陽
何
家
。
祖

名
及
遷
居
時
代
無
考
。

287

19-1
余
氏
成
化
間

県
福
明
郷
余
隘

村
福
明
郷
南
余
村
，
東
北

3.5km
，
西
北
2.9km

余
姓
居
住
、
故
名
。
余
姓
于
南
宋
時
従
福
建
遷
至
余
隘
、

明
成
化
間
分
居
至
此
。

262

19-2
余
氏
成
化
間

県
福
明
郷
余
隘

村
福
明
郷
直
落
河
村
，
東
北

3.7km
，
西
北
3km

世
居
余
姓
、
南
宋
時
従
福
建
遷
入
余
隘
、
明
成
化
間
分
居

于
此
。

262

19-3
余
氏
明
末

県
蘇
家
村
双

頭
余
家

費
市
鎮
横
田
余
家
村
，
北

11.6km
，
北
2km

拠
伝
、
明
末
蘇
家
村
双
頭
余
家
有
1
戸
遷
此
、
従
祖
上

分
得
耕
地
両
大
呈
横
形
、
故
名
横
田
余
家
。

194

20-1
呉
氏
元
末
明
初
？

乍
浦
郷
呉
家
村
，
西
北

17.4km
，
南
1.1km

以
姓
氏
得
名
、
村
建
于
明
初
。

建
国
初
呉
姓
只
剰
2戸
、近
10年

、
陳
郎
橋
村
村
民
在
原
呉
姓
旧
宅
基

建
房
、
戸
口
略
増
。

221

20-2
呉
氏
洪
武
12年

奉
化
県

江
鎮
禅
岩
村

呉
既
明
自
奉
化
遷
至
江
鎮
禅
岩
村
。

287
20-3

呉
氏
洪
武
間

県
石
碶
迎
春
橋
五
郷
碶

征
四
郎
散
官
呉
志
道
自
本
県
石
碶
迎
春
橋
遷
至
五
郷
碶
。

志
道
為
唐
明
州
刺
史
呉
徳
裕
之
后
。
286

20-4
呉
氏
明
初

県
楊
木
碶

北
效
郷
后
呉
家
村
，
東
北

6.8km
，
東
2.6km

。
前
呉

家
村
東
北
6.9km

，
東

2.7km

村
世
居
呉
姓
、
拠
伝
、
呉
姓
兄
弟
両
人
于
明
初
自

県
楊

木
碶
遷
来
。

后
子
孫
繁
衍
、
分
建
南
北
両
村
。

206

20-5
呉
氏
万
暦
間

福
建

麗
水
郷
宅
前
（
俗
称
石
前
）
呉
徳
崇
自
福
建
遷
居
麗
水
郷
宅
前
（
俗
称
石
前
）。

其
裔
有
遷
譲
里
、
呉
家
及
奉
化
金
家

堰
者
。

286

20-6
呉
氏
明
末

県
五
郷
碶

段
塘
鎮
呉
黄
村
，
西
南

3.9km
，
北
0.6km

呉
氏
于
明
末
自
県
五
郷
碶
遷
来
。

主
姓
呉
黄
以
姓
氏
得
名
。

86

20-7
呉
氏
明
末
清
初

県
樟
村
石

龍
観
郷
下
狐
山

呉
丹
岩
自
樟
村
石

遷
至
龍
観
郷
下
狐
山
。

有
分
居
龍
観
郷
者
。

287

20-8
呉
氏
明

県
五
郷
碶

洪
塘
鎮
呉
家
村
，
西
北

6.3km
，
南
3.4km

拠
伝
呉
姓
于
明
時
由
県
五
郷
碶
呉
家
遷
来
。

170

20-9
呉
氏
明

？
梅
嶺
郷
呉
家
山

呉
奇
二
遷
梅
嶺
郷
呉
家
山
。

其
裔
分
居
横
山
后
。

286

21
呂
氏
洪
武
間

県
奉
川
方
門

城
木
欄
橋
（
俗
称
沙
井

頭
）
汪
氏

呂
可
正
自
奉
川
方
門
贅
居
城
木
欄
橋
汪
氏
。

其
后
有
分
居
城
内
沙
井
巷
者
、
別
有

分
居
采
蓮
橋
、

江
者
。
分
居
省
外

有
湖
広
、
奉
川
及
西
北
等
地
。

281

22
宋
氏
明
初

山
東

東
郊
郷
宋
家
村
，南
2.4km

，
西
南
2.7km

以
姓
得
名
、
宋
氏
明
初
自
山
東
遷
此
。

257
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184

23-1
応
氏
嘉
靖
慶
隆

間
餘
姚
県
丈
亭

慈
城
鎮
応
家
村
，
西
北

13.7km
，
南
2.1km

応
姓
于
明
嘉
靖
至
慶
隆
間
従
丈
亭
遷
来
。

1864
年
前
后
毀
于
兵
火
、
后
重

建
。

136

23-2
応
氏
明
末

？
慈
城
鎮
観
庄
村
，
西
北

12.1km
，
南
3.8km

村
始
居
陳
張
両
姓
、
元
時
已
在
此
設
官
庄
田
。
后
来
住
此

的
応
姓
也
已
400
余
年
。

有
小
地
名
前
観
庄
后
観
庄
、
原
写

作
官
庄
。
慈
溪
雍
正
志
旧
景

:「
元

時
県
官
采
田
、
知
県
四
百
畝
･･･

各
置
庄
收
租
作
俸
、
謂
之
官
庄
。

知
県
田
在
観
庄
橋
北
。」
采
訪
冊

:
「
県
東
南
、
貴
州
按
察
使
廉
使
陳

頤
正
所
居
。

137

23-3
応
氏
明

河
南

費
市
鎮
応
家
村
，北
8.7km

，
東
南
1.2km

拠
伝
、
応
姓
先
祖
于
明
朝
中
自
河
南
来
此
、
已
伝
17
代
。

197

23-4
応
氏
明

城
内
漫
浦
橋

邱
隘
万
嶺

応
仔
、
為
応
彪
之
后
、
自
城
内
漫
浦
橋
遷
至
邱
隘
万
嶺
。

城
内
四
府
前
応
氏
亦
属
此
派
。

288
23-5

応
氏
明

県
樟
村
蜜
岩

集
仕
港
鎮
応
家

応
正
良
自
樟
村
蜜
岩
遷
居
集
仕
港
鎮
応
家
。

288
23-6

応
氏
明

？
麗
水
郷
横
山

応
酋
居
麗
水
郷
横
山
。

288

24
忻
氏
明

定
海
県
金
塘

莫
枝
堰
鎮
陶
公
山

忻
顓
、
字
公
信
、
号
継
陶
、
自
定
海
金
塘
遷
至
莫
枝
陶
公

山
。

其
出
祖
為
宋

州
刺
史
忻
安
慶
、

世
居
南
安
県
、
元
進
士
除
右
納
言

尚
書
右
丞
忻
都
、
字
宏
勲
、
始
遷

金
塘
。

287

25-1
李
氏
洪
武
8年

県
青
山
高
堂

邱
隘
鎮
郷
万
嶺

李
孝
先
、
字
伯
元
、
自
本
県
青
山
高
堂
遷
邱
隘
鎮
郷
万
嶺
。

其
后
裔
孫
有
遷
穿
山
･
小
港
江
橋
北

･
餘
姚
･
彭
家
漕
･
餘
姚
勒
山
･
餘

姚
林
山
･
諸
曁
湾
底
･
包
李
隘
･
江

東
灰
街
･
定
海

㭦
･
城
君
子
営

･
弾
湖
漕
･
柴
橋
。

滸
山
･
城
･
観
音
庄
･
龍
山
･

西
門
外
望
春
橋
･
鎮
海
高
河
塘
･

定
海
冊
子
山
･
定
海
梓
子
･
同

沼
池
頭
･
杭
州
･
餘
姚
･
蝦
池
山

･
同
等
地
。

285

25-2
李
氏
弘
治
正
徳

間
青
州
→
奉
化
県

城
社
壇
橋
之
北

李
氏
之
先
、
宋
名
臣
礼
部
尚
書
育
、
本
青
州
人
、
后
徙
家

于
奉
化
、
凡
八
葉
進
士
、
自
奉
遷
、
世
居
社
壇
橋
之
北
。
明
弘
治
正
徳
間
南
塘
翁
始
卜
宅
社

南
、
其
橋
北
敝
盧
、
今
猶
称
李
氏
旧

宅
。

社
南
李
氏

15-
457

25-3
李
氏
嘉
靖
間

？
雲
龍
郷
円

嘉
靖
年
間
李
賢
一
居
雲
龍
郷
円

。
其
裔
遷
居
沈
家
門
。

居
于
本
族
内
尚
有
徐
姓
、
与
前
徐

同
宗
、
包
姓
与
江
東
包
家
同
宗
。
285

25-4
李
氏
万
暦
間

？
朝
陽
郷
李
家

李
世
恵
遷
朝
陽
郷
李
家

。
其
裔
有
遷
居
餘
姚
丈
亭
者

285
25-5

李
氏
明
中
葉

？
櫟
社

李
茂
園
居
櫟
社
。

285
25-6

李
氏
明
末

？
古
林
鎮
李
家
橋
前
李

李
氏
（
名
字
失
伝
）
遷
古
林
鎮
李
家
橋
前
李
。

其
裔
孫
有
遷
居
賣
面
橋
。

285
25-7

李
氏
明

県
櫟
社
江
沿
宅
城
内
浩
河
頭

李
一
元
自
櫟
社
江
沿
宅
遷
居
城
内
浩
河
頭
。

城
内
芝
蘭
橋
亦
属
此
派
。

285
25-8

李
氏
明

台
州
梅
林

城
筱
墻
弄

李
橋
二
由
台
州
梅
林
遷
城
筱
墻
弄

285

25-9
李
氏
明

城
内
孝
聞
街

大
梁
街
→
虹
橋
頭

侍
郎
李
堂
建
第
于
大
梁
街
、
其
曾
孫
礼
部
尚
書
李
康
先
、

字
愁
仲
、
号
金
峨
、
遂
徙
居
于
此
。

后
遷
于
虹
橋
頭
。

宝
慶
知
府
振
珽
･
尚
宝
司
丞
振
璣

･
都
督
府
事
振
為
康
先
子
。

284

25-10
李
氏
明

城
西
門
菱
池
頭
西
郊
郷
李
家
，寧
3.3km

、
西
南
2.5km

李
姓
于
明
朝
従
寧
波
西
門
菱
池
頭
遷
此
。

清
乾
隆
初
李
姓
外
遷
。
村
名
沿
用
。
分
布
于
河
漕
東
側
、

阜
也
、
村

以
姓
氏
得
名
。

96

25-11
李
氏
明

？
陳
婆
渡
郷
干
墩

李
道
明
至
陳
婆
渡
郷
干
墩
。

奉
唐
太
宗
為
其
始
祖
。

285
25-12

李
氏
明

？
莫
枝
鎮
沙
家

李
千
四
居
莫
枝
鎮
沙
家
。

有
分
居
雲
龍
郷
円
。

285

25-13
李
氏
明
清
間

県
宅
前
張
李
家
洪
塘
鎮
双
夾
李
家
村
，
北

偏
西
12.3km

，
北
2.8km

始
居
李
姓
、
村
処
于
両
山
間
、
故
名
。
李
姓
于
明
清
間

自
宅
前
李
家
遷
此
。

160

26-1
汪
氏
嘉
靖
間

安
徽
歙
県
孝
女
村

城
章
耆
巷

汪
宏
曽
、
字
省
峰
、
自
安
徽
歙
県
孝
女
村
徙
居

城
章
耆

巷
。

為
唐
越
国
公
汪
華
派
忠
隠
公
汪
延

皓
之
后
、
御
史
汪
義
方
、
教
授
汪

思
政
、
知
県
汪
沢
卿
、
尚
書
汪

、
清
光
緒
翰
林
汪
受
礽
為
其
后
。

288

26-2
汪
氏
嘉
靖
間

？
潘
火
郷
里
王

汪
必
釗
、
字
右
泉
、
遷
居
潘
火
郷
里
王
。

其
裔
右
遷
居
象
山
者
。

288
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九

明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

185

26-3
汪
氏
天
啓
以
前
餘
姚
県
羅
江
汪
家
妙
山
郷
汪
家
村
，
西
北

19.2km
，
西
北
1.1km

以
姓
氏
得
名
、
由
餘
姚
羅
江
汪
家
遷
来
。

天
啓
（
1621-7）

慈
溪
縣
志
已
載

有
汪
家
。

147

26-4
汪
氏
明
中
葉

県
西
雲
洲
郷
大

雷
村

西
雲
洲
郷
庄
家
渓

大
雷
汪
氏
之
后
、
汪
承
宗
遷
居
西
雲
洲
郷
庄
家
渓
。

287

27-1
沈
氏
明
初

慈
溪
県
沈
師
橋

西
郊
郷
沈
家
村
，
西
北

4.1km
，
西
北
2.7km

村
以
姓
氏
得
名
、
沈
姓
于
明
初
従
慈
溪
沈
師
橋
遷
此
、
建

有
祠
堂
。

90

27-2
沈
氏
正
統
至
景

泰
間

慈
溪
県
沈
師
橋
沈

家
西
郊
郷
沈
家
村
，
西
北

2.9km
，
西
1.6km

沈
姓
于
明
正
統
至
景
泰
年
間
、
従
慈
溪
沈
師
橋
沈
家
遷

此
。
以
姓
氏
得
名
。

94

27-3
沈
氏
天
啓
年
以

前
慈
溪
県
沈
師
橋
沈

家
妙
山
郷
坊
沿
村
，
西
北

18.8km
，
北
1.5km

村
民
以
沈
姓
為
主
、
沈
姓
自
慈
溪
沈
師
橋
遷
来
。

本
郷
嶺
下
･
上
宅
･
北
山
下
諸
沈
均

従
此
分
出
。

天
啓
慈
溪
縣
志
作
坊
前
･･･
明
沈

賽
任
御
史
、
宅
前
有
牌
坊
、
故
名

坊
前
、
前
沿
音
近
、
演
化
為
坊
沿
、

至
今
。

151

27-4
沈
氏
天
啓
年
以

前
？

妙
山
郷
双
門
頭
村
，
西
北

18.4km
，
西
0.3km

住
戸
沈
姓
。

天
啓
慈
溪
縣
志
作
双
門
頭
沈
。

147

27 -5
沈
氏
明

？
茅
山
郷
沈
風
水

沈
有
開
遷
茅
山
郷
沈
風
水
。

后
分
東
西
二
族
、
東
族
祖
文
政
、
西

族
祖
徳
政
、
其
裔
有
遷
寧
海
東
陽
橋

者
。

一
説
此
沈
宋
末
時
来
自
河
南
。

288

28
沐
氏
崇
禎
間

福
建

庄
橋
鎮
林
沐
村
，北
6.5km

，
西
2.6km

始
居
林
沐
両
姓
、
故
名
。
拠
伝
、
沐
姓
閩
人
、
明
崇
禎
間

来
寧
波
経
営
木
材
致
富
、
乃
捐
官
建
造
大
夫
第
于
此
。

后
沐
姓
外
遷
。

光
緒
慈
溪
縣
志
称
林
沐
。

186

29
沃
氏
嘉
靖
間

県
柴
橋
鎮

乍
浦
郷
沃
家
村
，
西
北

17.2km
，
東
南
0.6km

原
居
許
姓
、
明
嘉
靖
年
間
柴
橋
沃
姓
入
贅
、
子
孫
繁
衍
、

為
村
中
主
姓
、
而
許
姓
姓
鋭
減
（
至
今
僅
存
8
戸
）、
村

遂
名
沃
家
。

218

30-1
周
氏
洪
武
23年

県
大

望
春
郷

朝
奉
郎
周
弘
盛
自
本
県
大
遷
居
望
春
。

其
八
世
孫
周
以
岐
遷
江
蘇
上
元
県
。
四
明
談
助
載
、
望
春
橋
西
南
有
浮

石
周
氏
、
俗
称
庄
周
、
即
此
派
。

有
吏
部
尚
書
周
応
賓
、
知
江
都
県

周
志
畏
･･･。

294

30-2
周
氏
洪
武
23年

県
大

段
塘
鎮
官
庄
村
，
西
南

4.8km
、
西
北
1.5km

朝
奉
郎
周
弘
盛
明
洪
武
23
年
自
本
県
大

來
、
祠
在
新

庄
、
官
庄
原
為
朝
奉
郎
周
弘
盛
之
田
庄
。

85

30-3
周
氏
明
初

河
南

費
市
鎮
跨
塘
周
村
，
北

10.6km
，
東
北
1.4km

拠
伝
、
其
地
原
為
海
塘
、
明
初
有
周
姓
従
河
南
逃
荒
来
此
、

子
孫
繁
衍
、
跨
塘
建
村
、
因
名
。

195

30-4
周
氏
明
初

台
州
天
台
県

天
童
郷
周
家

周
芳
岩
、
為
宋
濂
渓
之
裔
、
自
天
台
遷
居
天
童
郷
周
家
。

294
30-5

周
氏
明
初

定
海
県
岱
山

贍
岐

周
桂
芳
自
定
海
岱
山
遷
居
贍
岐
。

294

30-6
周
氏
明

台
州
天
台
県

福
明
郷
周
家
村
，
東
北

4.1km
，
西
北
2.9km

始
居
周
姓
、
明
時
自
天
台
遷
此
、
因
名
周
家
。

260

30-7
周
氏
正
徳
間

台
州
赤
城
県

茅
山
虎
嘯
周

周
楷
世
因
愛
茅
山
之
勝
、
遂
自
赤
城
遷
居
于
茅
山
虎
嘯

周
。

其
裔
有
分
居
二
十
都
者
。

296

30-8
周
氏
嘉
靖
間

城
月
湖

茅
山
郷
周
家
埭

周
郢
自
月
湖
遷
居
茅
山
郷
周
家
埭
、
為
周
瑊
之
后
。

族
内
分
廟
横
、
上
周
、
后
周
漕
、
楼

下
、
前
横
五
派
。
族
外
有
村
東
南
五

里
官
来
弄
一
派
。

294

30-7
周
氏
万
暦
間

慈
溪
県
慈
城
鎮
周

家
乍
浦
郷
周
家
村
，
西
北

18.6km
，
西
1.7km

以
主
姓
得
名
、
祖
上
于
明
万
暦
間
従
慈
城
周
家
遷
于
此
。

219

30-8
周
氏
天
啓
間

県
周
家

定
橋
茅
洋

周
金
龍
自
周
家
遷
居
定
橋
茅
洋
。
系
周
家
始
祖
周
伏

初
之
孫
。

294

30-9
周
氏
崇
禎
間

県
潘
火
凧
橋

福
明
郷
李
家
滙
村
，
東

4.6km
，
西
北
1.5km

現
居
周
陳
両
姓
、
周
姓
于
明
崇
禎
年
間
自
県
潘
火
凧
橋

遷
徙
至
此
。

264

30-10
周
氏
明
末
清
初
？

慈
城
鎮
大
周
家
村
，
西
北

13.1km
，
南
2.9km

明
末
清
初
周
姓
来
此
定
居
、
后
発
展
成
村
。

周
姓
二
兄
弟
中
一
人
分
出
至
該
村
東

北
300m

処
定
居
、
原
処
称
大
周
家
。
村
于
1863

年
毀
于
兵
火
后
重
建
。

136
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186

30-11
周
氏
明
末
清
初
茅
山
虎
嘯
周

金
峨
道
陳

周
応
期
楷
弟
応
運
自
虎
嘯
周
遷
居
金
峨
道
陳
。

相
伝
虎
嘯
周
之
周
氏
本
姓
劉
、
為

漢
室
遺
派
、
故
虎
嘯
周
亦
有
虎
嘯

劉
者
、
其
改
姓
之
故
無
考
。

296

30-12
周
氏
明

湖
南

東
郊
郷
道
士
堰
村
，
東
南

2.1km
，
西
南
2.4km

村
以
堰
名
、
堰
建
于
明
代
、
据
伝
堰
址
系
道
士
選
定
、
故

名
。
周
姓
于
明
代
自
湖
南
遷
此
、
至
今
11
代
。

現
村
已
在
城
市
街
区
之
中
。

257

30-13
周
氏
明

鎮
海
県
周
隘
陳

江
北
岸
虞
家
堰
（
俗
称
倪
家

堰
）

周
仁
斉
、
自
鎮
海
周
隘
陳
来
、
居
江
北
岸
虞
家
堰
（
俗
称

倪
家
堰
）。

仁
斉
為
堰
隘
始
祖
章
宇
三
世
孫
。
294

30-14
周
氏
明

象
山
県

西
樟
村
嶺
下
村

周
氏
（
名
失
伝
）
自
象
山
遷
居
西
樟
村
嶺
下
村
。

其
裔
徙
居
嵊
県
者
。

296
30-15

周
氏
明

望
春
郷
新
庄
周
家
姜
山
鎮
新
塘
沿

周
氏
祀
自
本
県
新
庄
周
家
遷
居
姜
山
鎮
新
塘
沿
。

294

30-16
周
氏
明

県
望
春
新
庄
村
段
塘
鎮
小
漲
堰
村
南

6.4km
，
南
1.8km

居
戸
多
周
姓
、
明
代
自
望
春
新
庄
村
遷
此
。

87

30-17
周
氏
明

県
龍
口
周

下
応
郷
六
村

嘉
靖
貢
生
周
敬
南
、
字
南
坡
自
龍
口
周
遷
居
下
応
郷
六

村
。

龍
口
周
氏
始
祖
支
安
凧
橋
来
。

294

30-18
周
氏
明

？
西
雲
洲
郷
庄
家
渓
橋
下

周
氏
、
行
五
一
遷
居
西
雲
洲
郷
庄
家
渓
橋
下
。

明
末
時
、
遭
災
喪
亡
殆
尽
、
僅
留
行

五
一
者
一
人
移
今
地
、
尊
為
始
祖
。
此
派
周
氏
宋
時
自
奉
化
廟
后
遷
庄

家
渓
北
隅
陸
家
。

296

30-19
周
氏
明

？
江
東
華
厳
鎮
東
湖
済

勅
封
將
仕
郎
周
桂
堂
遷
居
江
東
華
厳
鎮
東
湖
済
。

翰
林
院
檢
討
周
翰
為
其
后
。

294
30-20

周
氏
明

？
誥
嘉
橋

周
仕
環
居
誥
嘉
橋
。

296

30-22
周
氏
明

？
前
周

周
氏
（
名
失
伝
）
居
前
周
。

裔
孫
有
分
遷
舟
山
清
林
及
本
県
陳
婆

渡
者
。

其
大
房
奉
朝
為
始
祖
、
十
七
房
奉

仕
晋
為
始
祖
。

296

30-23
周
氏
明

？
横
街
頭
東
南

周
氏
（
名
失
伝
）
居
横
街
頭
東
南
。

為
浙
江
提
挙
司
署
周
肇
、
号
菫
渓

之
后
。

296

30-24
周
氏
明

？
望
春
山
東
南

周
氏
（
名
失
伝
）
居
望
春
山
東
南
。

296
30-25

周
氏
明

？
李
家
橋
周
家

周
氏
（
名
失
伝
）
居
李
家
橋
周
家
。

296

31-1
林
氏
明
初

福
建

慈
城
鎮
七
夾
村
，
西
北

14.8km
，
東
2.8km

明
初
福
建
林
姓
兄
弟
遷
此
定
居
、
后
戚
姓
外
遷
、
民
国
初

村
中
已
無
戚
姓
。

光
緒
慈
溪
県
志
作
戚
家

、
以
始

居
戚
姓
得
名
。
由
于
戚
七
音
同
、

家
夾
当
地
音
近
、
后
者
又
均
書
写

簡
便
、
遂
改
称
七
夾
至
今
。

135

31-2
林
氏
明
初

県
林
村

湖
濱
冷
静
街

明
初
林
永
寧
自
林
村
遷
居
湖
濱
冷
静
街
。

蒋
家
塘
后
王
家
墩
、
浩
河
頭
及
江
東

劃
船
巷
、
彩
虹
橋
。

293

32-1
邵
氏
永
楽
洪
煕

間
慈
溪
県

城
内
竹
洲
花
園
弄

邵
敬
先
、
自
慈
溪
遷
至
城
内
竹
洲
花
園
弄
、
為
宋
康
節
先

生
之
后
。

明
時
有
提
学
邵
玉
、刑
部
郎
邵
城
、

清
時
有
巡
撫
邵
基
、
檢
討
邵
鋒
、

知
州
邵
陸
、
侍
郎
邵
洪
等
人
物
。
293

32-2
邵
氏
嘉
靖
間

洛
陽

朝
陽
郷
何
邵

邵
普
恩
自
洛
陽
徙
至
朝
陽
郷
何
邵
。

293

 32-3
邵
氏
明

寧
海
県

朝
陽
郷
邵
江
岸

邵
一
倫
、
為
避
倭
寇
之
乱
自
寧
海
遷
居
朝
陽
郷
邵
江
岸
。

其
邵
天
一
、
邵
元
一
兄
弟
均
遷
居

此
。

293

32-4
邵
氏
明

県
西
桃
源
郷

城
内
郡
廟
前

邵
遂
、
字
均
遂
、
号
筠
軒
、
自
西
桃
源
遷
居
城
内
郡
廟

前
。

邵
耆
巷
邵
氏
亦
属
此
派
。
邵
遂
為

宋
賀
登
佐
使
観
文
殿
大
学
士
邵

仲
、
字
希
賢
五
世
孫
、
自
姚
江
来
。
293

33-1
金
氏
明

山
東

庄
橋
鎮
金
家
村
，北
5.7km

，
西
1km

金
氏
先
祖
明
時
従
山
東
遷
此
。

184

33-2
金
氏
明

姚
江

韓
嶺
市

資
政
大
夫
兵
部
尚
書
金
益
、
字
漢
卿
。

追
贈
栄
禄
大
夫
少
師
謚
忠
襄
金

忠
、
字
性
庵
為
其
三
世
孫
。
有
老

宅
白
雲
派
、
新
宅
尚
書
派
二
支
。

有
白
雲
先
生
金
華
、
尚
書
金
忠
等

人
物
。

294



一
一
一

明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

187

33-3
金
氏
明

？
東
郊
郷
駕
橋
村
，
東

2.2km
，
北
0.8km

明
清
時
称
金
家
橋
、
以
始
居
金
姓
得
名
。

254

34-1
兪
氏
永
楽
間

洋
山

韓
嶺
郷
兪
家
塘

兪
山
壽
偕
弟
兪
山
静
自
洋
山
遷
居
韓
嶺
郷
兪
家
塘
。

298
34-2

兪
氏
宣
徳
間

県
梅
墟
鎮
兪
家
東
呉
鎮

兪
勤
、
字
孝
五
、
自
梅
墟
兪
家
遷
東
呉
鎮
。

其
裔
有
遷
居
杭
州
者
。

兪
勤
為
兪
鼎
之
裔
。

298

34-3
兪
氏
弘
治
間

 
台
州

朝
陽
郷
張
兪

教
授
文
林
郎
山
東
濮
州
知
州
兪
文
宸
自
台
州
遷
居
朝
陽

郷
張
兪
。

其
裔
有
遷
居
定
海
六
横
、
紫
薇

及
県
横
渓
。

清
光
緒
進
士
兪
廷
煕
即
其
后
。

298

34-4
兪
氏
嘉
靖
間

鎮
海
県
北

妙
山
郷
兪
家
村
，
西
北

17.9km
，
西
南
1.2km

兪
姓
世
居
、
因
名
。
始
祖
系
木
工
、
由
鎮
海
北
来
此
定
居
、

村
中
由
明
嘉
靖
間
祖
塋
。

村
傍
小
水
閘
、又
名
小
閘
沿
兪
家
。

152

34-5
兪
氏
明

嵊
県

杖
錫
郷
大
兪
村
兼
逮
餘
姚

広
東
公
自
嵊
県
遷
杖
錫
郷
大
兪
村
兼
逮
餘
姚
。

298
34-6

兪
氏
明

県
兪
家
塘

赤
菫
郷
白
岩
頭
村

兪
積
功
偕
弟
兪
積
徳
自
兪
家
塘
遷
居
赤
菫
郷
白
岩
頭
村
。

298

34-7
兪
氏
明

県
梅
嶺
郷
兪
家

山
下
宅
兪
家

兪
継
杠
自
梅
嶺
郷
兪
家
山
遷
居
下
宅
兪
家
。

298

35-1
姜
氏
明

餘
姚
県

江
東
后
塘

姜
思
廉
字
克
譲
、
号
敬
山
、
為
姜
維
五
十
世
孫
、
自
餘
姚

県
遷
居
江
東
后
塘
。

自
姜
維
至
餘
姚
始
祖
紹
夫
間
、
歴
徙

漢
陽
、
淄
川
、
嵊
県
等
処
。

湖
西
青
石
橋
姜
氏
亦
属
此
派
。

299

35-2
姜
氏
明

姚
江
姜
家
渡

梅
墟
鎮
姜
家
隴

姜
祥
慶
、
原
名
長
、
字
聯
玉
自
姚
江
姜
家
渡
来
、
居
梅
墟

鎮
姜
家
隴
。

分
天
地
人
三
房
、
各
房
裔
孫
分
居
有

田
野
王
、
梅
墟
、
五
郷

碶
、
宝
幢
、

徐
村
、
城
内
新
街
、
江
大
河
橋
、
横

渓
河
頭
、
呉
龔
戴
家
等
処
。

遷
県
外
有
乍
浦
、
蘇
州
、
杭
州
、

鎮
海
、
餘
姚
、
慈
溪
及
南
洋
檳
榔

嶼
。
姜
慶
祥
為
遷
姚
始
祖
紹
夫

十
二
世
孫
、
為
蜀
漢
平
襄
侯
姜
維

四
十
九
世
孫
。

299

36-1
姚
氏
洪
武
間

？
雲
龍
鎮
姚
家
浦

知
河
南
彰
徳
府
事
挙
賢
才
姚
守
鸞
遷
居
雲
龍
鎮
姚
家
浦
、

唐
梁
国
公
崇
之
后
。

其
后
裔
分
徙

西
清
道
郷
、

東
桃

郎
橋
、

南
高
塘
頭
、
慧
灯
寺
、
城

中
小
梁
街
、
及
慈
溪
、
嵊
県
、
奉
化
、

紹
興
、
餘
姚
等
処
。

299

36-2
姚
氏
嘉
靖
間

県
庄
橋
鎮
姚
家
西
郊
郷
姚
家
村
，
西
4km
，

西
3km

姚
姓
于
明
嘉
靖
年
間
従
庄
橋
姚
家
遷
此
。

旧
時
曽
出
三
箇
号
称
姚
千
簍
富

戸
、
并
建
有
家
庵
。

95

36-3
姚
氏
明

徽
州

城
内
月
湖
橋
畔

姚
毅
、
号
自
虞
、
自
徽
州
服
賈
来
、
遂
家
于
城
内
月
湖

橋
畔
。

299

37
施
氏
明

？
城
内
竹
洲
懸
水
池

施
氏
（
名
失
伝
）
亨
二
十
四
居
城
内
竹
洲
懸
水
池
。

分
和
義
門
、
梅
園
巷
二
支
。

298

38
柯
氏
明
末
清
初
？

城
内
柯
家

柯
氏
先
世
于
明
末
清
初
遷
此
、
原
為
石
板
小
巷
、
并
多
空

地
。

59

39
柴
氏
明

？
下
応
郷
西
鑒
橋

柴
肇
成
居
下
応
郷
西
鑒
橋
。

300

40-1
柳
氏
明
初

県
東
郊
郷
矮
柳

村
東
郊
郷
后
盛
村
，
東
南

3.8km
，
南
2.2km

因
地
処
盛
家
之
北
、故
名
。
主
姓
柳
。
据
民
国
県
通
志
、

柳
氏
先
祖
宋
時
自
餘
姚
来
、
分
十
一
柱
、
四
柱
分
居
后
盛
、

建
村
近
600
年
。

258

40-2
柳
氏
明

東
矮
柳

横
街
頭
東
北

柳
哲
厚
自
東
矮
柳
遷
至
横
街
頭
東
北
。

297
41-1

洪
氏
明
初

慈
溪
県
洪
塘

茅
山
郷
紅
葉

洪
放
、
字
士
求
自
慈
溪
洪
塘
遷
居
茅
山
郷
紅
葉
。

二
十
一
世
孫
居
鎮
陳
婆
渡
郷
高
塘
橋
。

298

41-2
洪
氏
嘉
靖
間

慈
溪
県
洪
塘

慈
城
鎮
洪
家
村
，
西
北

14.2km
，
南
1.9km

洪
姓
系
明
嘉
靖
間
従
洪
塘
分
遷
来
此
。

村
以
姓
氏
得
名
、
因
靠
近
官
山
、

亦
称
官
山
洪
家
。

136

41-3
洪
氏
嘉
靖
間

慈
溪
県
洪
塘

半
浦
郷
小
洪
家
村
，
西
北

1.7km
，
東
北
1.1km

村
以
姓
氏
得
名
、
洪
姓
于
明
嘉
靖
間
由
洪
塘
遷
此
。

為
与
慈
城
鎮
洪
家
相
区
別
、
取
名

小
洪
家
。

225

41-4
洪
氏
明
末

餘
姚
県
大
隠
洪
家
裘
市
鎮
西
洪
村
，
西
北

9km
，
1.9km

明
末
、
洪
姓
従
餘
姚
大
隠
洪
家
遷
来
、
村
在
洪
界
之
西
、

故
名
西
洪
。

178

42
祝
氏
明
中
葉

蘭
渓

高
橋
郷
祝
家
滙

祝
孝
豊
自
蘭
渓
遷
至
高
橋
郷
祝
家
滙
。

其
裔
有
近
半
人
口
徙
他
村
或
他
県
。

299
43

紀
氏
明

？
茅
山
郷
清
河
橋

紀
安
楽

与
西
郷
紀
方
同
宗
。

284

44-1
胡
氏
成
化
間

安
徽

城
内
聚
奎
巷
蕭
家
橋

胡
逸
庵
自
安
徽
遷
城
内
聚
奎
巷
蕭
家
橋
。

民
国
時
衆
議
院
議
員
胡
翔
青
為
其

后
。

297



一
一
二

188

44-2
胡
氏
嘉
靖
間

県
西
門
外

咸
祥
鎮

胡
西
来
自
本
県
西
門
外
遷
居
咸
祥
鎮
。

297

44-3
胡
氏
明

新
安

城
内
青
石
橋

胡
世
卿
、
号
茂
山
自
新
安
遷
居
城
内
青
石
橋
。

清
太
僕
少
卿
胡
文
学
、
順
天
府
丞

胡
徳
邁
為
其
后
。

297

44-4
胡
氏
明

慈
溪
県
滸
山

段
塘
鎮
小
漕

胡
珂
自
慈
溪
滸
山
遷
居
段
塘
小
漕
。

297
44-5

胡
氏
明

鎮
海
県

望
春
山
西
北

胡
氏
（
名
字
失
伝
）
自
鎮
海
遷
居
望
春
山
西
。

287
44-6

胡
氏
明

？
横
街
鎮
渓
下
村

胡
兆
祥
居
横
街
鎮
渓
下
村
。

297

45
茅
氏
永
楽
間

山
陰
県

東
郊
郷
下
茅
塘
村
，
東
南
約

3km
，
東
南
0.6km

始
居
茅
姓
、
処
上
茅
中
茅
之
東
、
旧
有
塘
、
故
名
。
茅
姓

明
永
楽
中
自
山
陰
来
。

255

46
荘
（
庄
）
氏

洪
武
元
年
福
建
漳
州

西
長
沙
潭
村

吉
安
府
通
判
荘
鎬
游
四
明
、
見

西
長
沙
潭
村
山
明
水

秀
、
遂
自
福
建
漳
州
占
籍
于
。

太
常
卿
荘
元
辰
為
其
后
、
長
沙
潭

村
今
淹
于
皎
口
水
庫
、村
民
星
散
。
283

47
郎
氏
天
啓
間

鎮
海
県
河
頭
郷
郎

家
坪

洪
塘
鎮
郎
家
村
，
西
北

9.5km
，
西
南
2.9km

郎
氏
先
世
于
明
天
啓
間
自
鎮
海
河
頭
郷
郎
家
坪
遷
来
。
兄

弟
3
人
、
長
兄
分
派
在
裘
市
郷
、
称
大
宗
郎
家
。

光
緒
慈
溪
縣
志
称
郎
謝
。
村
民
以

郎
姓
為
主
、
因
称
郎
家
。

165

48
凌
氏
明

？
城
内
濠
河
頭

凌
文
龍
居
城
内
濠
河
頭
。

清
咸
豊
進
士
戸
部
福
建
司
主
事
凌

行
均
、
咸
豊
進
士
工
部
都
水
司
主

事
凌
行
堂
、
咸
豊
進
士
吏
部
文
選

司
主
事
凌
忠
鎮
為
其
后
。

302

49-1
唐
氏
明
中
葉

県
天
童
庄
五
港

橋
山
橋

唐
広
望
自
天
童
庄
五
港
橋
遷
居
山
橋
。

有
分
居
蝦
崎
者
。

相
伝
其
父
（
名
字
失
伝
）
曽
置
仇

柴
山
、
由
梅
墟
板
底
唐
遷
天
童

庄
。

302

49-2
唐
氏
明

剡
県

茅
山
郷
唐
家
滙

唐
道
隆
自
剡
県
遷
居
茅
山
郷
唐
家
滙
。

共
裔
分
居
象
山
、
衢
山
、
鎮
海
。

302
50

夏
氏
明

？
望
春
郷
望
春
山
西
南

夏
氏
（
名
字
失
伝
）
居
望
春
郷
望
春
山
西
南
。

300
51-1

孫
氏
永
楽
間

県
碧
渓
上
孫

西
門
口

奉
直
大
夫
孫
圭
永
自
碧
渓
上
孫
遷
至
西
門
口
。

其
裔
孫
孫
震
遷
慈
溪
。

此
脈
原
籍
河
南
、宋
南
渡
時
遷
。
283

51-2
孫
氏
弘
治
間

 
寧
海
県
樟
樹
下

茅
山
孫
家
山

孫
掣
自
寧
海
樟
樹
下
遷
茅
山
孫
家
山
。

其
裔
有
遷
西
湖
后
･
芝
山
者
。

283

51-3
孫
氏
万
暦
間

慈
溪
県

城
内
道
后

孫
三
海
自
慈
溪
遷
至
城
内
道
后
。

有
分
居
三
角
里
･
天
封
寺
･
紫
薇
街

･
天
徳
巷
･
大
廟
前
･
三
法
卿
者
。

283

51-4
孫
氏
成
化
間

県
北
渡

西
郊
郷
后
孫
村
，
西
北

4.4km
，
西
北
3.9km

孫
姓
世
居
、
以
姓
氏
得
名
、
孫
姓
于
明
成
化
年
間

県
北

渡
遷
此
。

子
孫
繁
衍
、往
南
分
建
両
村
為
前
孫
・

中
孫
、
此
孫
為
后
孫
。
中
孫
在
清
光

緒
間
焚
毀
。

91

51-5
孫
氏
明

？
妙
山
郷
盆
山
村
，
20.5km

，
西
北
2.4km

村
民
孫
姓
為
主
、
繁
衍
成
村
。

文
照
廟
明
天
啓
2
年
重
建
。

149

51-6
孫
氏
明

県
后
孫
埭

麗
水
郷
横
山
后
孫
家

孫
見
山
自
后
孫
埭
遷
麗
水
郷
横
山
后
孫
家
。

283

51-7
孫
氏
明

県
北
渡

段
塘
鎮
孫
家
辺
村
，
西
南

4.4km
，
西
北
1.3km

世
居
孫
姓
得
名
、
孫
氏
先
祖
明
代
自
県
北
渡
遷
此
。

85

52-1
徐
氏
元
末
明
初
？

慈
城
鎮
徐
顔
村
，
西
北

11.3km
，
東
南
4.6km

村
建
于
元
末
明
初
。

1949
年
前
為
顔
街
和
后
堰
頭
徐

家
両
部
分
、
50
年
代
初
才
以
姓

氏
命
名
為
徐
顔
。

138

52- 2
徐
氏
明
初

県
前
徐
村

福
明
郷
牛
郎
漕
村
，
東

3.9km
，
西
北
2km

居
戸
徐
姓
、
明
初
自
県
前
徐
来
此
捕
魚
、
后
発
族
成
村
。

村
南
有
漕
、
形
如
牛
軛
、
漕
辺
独

居
一
徐
姓
漁
民
、
孤
如
牛
郎
、
故

名
。

262

52-3
徐
氏
明
初

県
西
湖

柴
巷

甬
上
望
族
表
称
西
湖
徐
氏
、
詢
之
侍
御
后
裔
、
知
其
初
自

吉
水
来
、
硯
之
曾
孫
十
二
人
、
明
初
為
方
氏
牽
累
、
播

散
避
禍
、
其
一
派
遷
居
柴
巷
、
其
一
派
居
名
道
中
遷
居
南

郭
･･･。

20-
660



一
一
三

明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

189

52-4
徐
氏
成
化
間

慈
溪
県
洋
墅

集
仕
港
鎮
朱
園
村

徐
孟
齡
自
慈
溪
洋
墅
遷
居
集
仕
港
朱
園
村
。

為
宋
治
平
間
由
淳
安
遷
慈
溪
孔

徐
徳
淵
之
后
。
清
烏
程
教
諭
徐
志

芬
、
会
稽
訓
導
徐
景
騏
為
其
后
。
301

52-5
徐
氏
弘
治
正
徳

間
県
南
甲
村
徐
前

村
西
郊
郷
徐
家
漕
村
，
西

5.5km
，
西
4.3km

徐
姓
于
明
弘
治
正
徳
間
従
南
甲
村
徐
前
村
遷
此
。

徐
姓
世
居
、
村
建
于
河
漕
両
側
、

呈
南
北
狭
長
的
条
形
分
布
、故
名
。

91

52-6
徐
氏
嘉
靖
間

県
雲
湖
郷
東

村
妙
山
郷
徐
家
村
，
西
北

19.3km
，
西
1.6km

以
姓
名
村
、
明
嘉
靖
間
、
従
雲
湖
郷
東
村
遷
此
定
居
成

村
。

151

52-7
徐
氏
万
暦
間

慈
溪
県
孔

大
皎
郷
細
嶺

徐
聖
修
自
慈
溪
孔
遷
居
大
皎
郷
細
嶺
。

其
六
世
孫
徐
朝
分
居
湖
后
。

301
52-8

徐
氏
万
暦
間

県
前
徐

鍾
公
廟
郷
傅
家

徐
六
二
自
前
徐
遷
鍾
公
廟
郷
傅
家
。

301

52-9
徐
氏
明
中
葉

？
梅
嶺
郷
芝
山

徐
貞
遠
徙
居
梅
嶺
郷
芝
山
。

其
分
支
有
大
嵩
派
、
寧
郡
派
、
又
有

分
居
葉
公
山
者
。

301

52-10
徐
氏
明
末
清
初

県
洋
市
徐
家

西
郊
郷
馬
郎
橋
村
，
西
北

3.8km
，
西
北
2.3km

系
徐
姓
世
居
、
于
明
末
清
初
従
洋
市
徐
家
遷
此
。

村
后
有
座
石
橋
、
名
馬
郎
橋
、
村

以
橋
得
名
。

90

52-11
徐
氏
明

県
明
楼
村

江
東
警
駕
橋

徐
智
自
明
楼
村
遷
居
江
東
警
駕
橋
。

相
伝
徐
智
為
徐
偃
王
九
十
一
世

孫
。

300

52-12
徐
氏
明

県
茅
山
郷
花
園
横
渓
陸
広
橋
（
亦
名
禄
広

橋
）

徐
正
一
公
自
茅
山
郷
花
園
遷
居
横
渓
陸
広
橋
（
亦
名
禄
広

橋
）。

其
裔
有
遷
郭
家
峙
者
。

300

52-13
徐
氏
明

県
雲
龍
鎮
前
徐
大
皎
郷
杜

徐
国
忠
自
雲
龍
鎮
前
徐
遷
居
大
皎
郷
杜
。

此
派
宗
前
徐
、
其
下
一
派
宗
青
州

意
杜
徐
氏
。

301

52-14
徐
氏
明

県
大
皎
郷
杜

南
郷
后
徐

徐
龍
官
自
杜
遷
居
南
郷
后
徐
。

301

52-15
徐
氏
明

県
洋
市
楊
徐

庄
橋
鎮
徐
家
村
，
北
3km
，

西
南
1.3km

主
姓
徐
、
以
姓
得
名
、
明
時
徐
氏
先
祖
従
洋
市
（
楊
徐
）

遷
此
。

188

52-16
徐
氏
明

県
洋
市
潺
浦

洪
塘
鎮
竺
洋
村
，
西
北

8km
，
南
2km

現
今
村
民
主
姓
徐
、
明
時
自
洋
市
潺
浦
遷
此
、
有
徐
氏
宗

祠
。

166

52-17
徐
氏
明

？
古
林
鎮
竹
橋
頭

徐
氏
（
名
字
失
伝
）
遷
居
古
林
鎮
竹
橋
頭
。

其
裔
分
居
慈
溪
。

301

53
桂
氏
明
代
以
前
慈
溪
県
慈
城
鎮
桂

家
洪
塘
鎮
桂
厳
村
，
西
北

12.6km
，
西
北
3.1km

村
始
居
桂
厳
黄
三
姓
、
以
姓
氏
得
名
、
亦
称
桂
家
･
厳
家

･
黄
家
、
拠
伝
桂
姓
于
明
代
以
前
自
慈
城
桂
家
遷
此
。

今
村
民
主
姓
桂
厳
。
厳
姓
経
商
外

遷
、
黄
姓
絶
后
。

159

54
烏
氏
明
末
清
初
河
南
穎
川

北
郊
郷
烏
隘
村
，
東
北

5km
，
北
0.7km

以
烏
姓
始
居
、
故
名
。
烏
姓
先
世
河
南
穎
川
望
族
、
明
末

清
初
有
兄
弟
逃
荒
来
此
、
以
焼
窯
為
業
、
建
成
村
落
。

東
烏
･
西
烏
于
1951

年
拡
建
庄

橋
飛
機
場
時
廢
。

205

55-1
秦
氏
万
暦
間

慈
溪
県

西
郷
段
橋
后

秦
一
槐
自
慈
溪
遷
居
西
郷
段
橋
后
。

其
裔
分
遷

高
橋
、
翁
家
、
西
門
外

馬
園
、
小
校
場
及
慈
溪
、
杭
州
等
処
。

299

55-2
秦
氏
明

慈
溪
県

高
橋
郷
秦
家
弄

秦
忠
、
号
大
川
自
慈
溪
遷
居
高
橋
郷
秦
家
弄
。

299

55-3
秦
氏
明

県
西
郊
馬
園

城
南
章
耆
巷

秦
芳
、
原
名
子
賢
、
号
少
川
、
其
先
秦
国
才
居
西
郊
馬
園
、

后
遷
居
城
南
章
耆
巷
、
為
秦
忠
四
世
孫
。

其
裔
分
居
后
庫
営
、
腰
帯
湖
。

299

56-1
翁
氏
明
末

湖
州

白
岳
郷
翁
家
橋

翁
啓
泰
自
湖
州
遷
居
白
岳
郷
翁
家
橋
。

其
裔
孫
有
遷
居
福
建
者
。

300
56-2

翁
氏
崇
禎
間

県
青

白
岳
郷
深
渓

翁
開
元
自
青
遷
居
白
岳
郷
深
渓
。

300
57-1

華
氏
洪
武
間

寧
海
県

東
銭
湖
之
東

華
普
光
自
寧
海
奉
檄
来
東
銭
湖
之
東
。

后
又
遷
至
管
江
郷
畢
夾
上
新
屋
。

282

57-2
華
氏
万
暦
間

定
海
県

城
沙
井
巷

華
明
義
、
字
魯
卿
、
号
渭
南
、
初
居
定
海
、
万
暦
間
遷

城
沙
井
巷
。

殉
難
檢
府
華
夏
為
其
后
。

282

57-3
華
氏
万
暦
間

定
海
県

新
寺
后
巷
（
今
称
沙
井
巷
）
郷
長
者
華
公
明
義
、
字
魯
卿
、
号
渭
南
、
始
居
定
海
･･･

公
遷
于
。

25-
810

58-1
袁
氏
正
統
間

県
新
芝
亭

西
郊
郷
后
袁
村
，西
3.7km

，
西
2.4km

明
正
統
年
間
分
遷
至
此
。
当
時
建
有
前
袁
后
袁
両
村
、

前
袁
因
子
孫
不
多
并
相
継
外
遷
、
村

廢
。

新
芝
亭
（
寧
波
西
北
、
現
高
塘
新

村
住
宅
区
）。

94

58-2
袁
氏
正
徳
間

県
邱
隘
宋
家
河
五
郷
鎮
莘
橋

袁
心
澄
自
本
県
邱
隘
宋
家
河
遷
五
郷
鎮
莘
橋
。

其
八
世
孫
遷
咸
祥
鎮
中
塘
路
。

此
袁
氏
始
居
鑒
橋
、
元
初
徙
宋
家

河
、
故
為
鑒
橋
袁
氏
之
分
支
。

299



一
一
四

190

58-3
袁
氏
明

県
沙
家
山

莫
枝
鎮
大
堰
頭

袁
昌
芝
偕
美
芝
、
秀
芝
自
本
県
沙
家
山
遷
至
莫
枝
鎮
大
堰

頭
。

其
裔
分
居
里
山
、
野
猫
洞
、
下
応
。
此
派
袁
氏
奉
正
献
公
袁
垪
為
自
出

祖
、
系
正
献
曾
孫
袁
裒
之
后
、
清

光
緒
進
士
知
江
西
広
昌
県
袁
信
芳

為
其
后
。

299

59-1
馬
氏
明
末

杭
州
富
陽
県

蜃
蛟
郷
馬
家

馬
益
相
自
富
陽
遷
至
蜃
蛟
郷
馬
家
。

277

59-2
馬
氏
嘉
靖
間

？
朝
陽
郷
西
馬

馬
珏
明
遷
至
朝
陽
郷
西
馬
。

其
八
世
孫
馬
賢
哲
･
九
世
孫
馬
孝
来

遷
岱
山
。

277

59-3
馬
氏
万
暦
間

県
馬
石
灰
橋

姜
山
馬
家

馬
氏
（
名
失
考
）
遷
至
姜
山
馬
家
。

与
西
馬
･
漕
頭
馬
･
后
馬
同
宗
。

后
馬
民
国
時
已
不
存
。

277

60
髙
氏
洪
武
間

紹
興

徒
門

高
本
善
･
高
本
達
兄
弟
遷
徒
門
。

高
氏
始
祖
為
宋
武
烈
王
高

琼
、
居

、
至
元
時
高
広
元
遷
紹
興
。

302

61
常
氏
元
末
明
初
安
徽
鳳
陽
県

北
效
郷
常
洪
村
，
東
北

6.9km
，
東
1.8km

村
以
始
居
常
洪
両
姓
得
名
。
拠
伝
、
常
洪
両
姓
先
世
于
元

末
明
初
自
安
徽
鳳
陽
県
逃
荒
来
此
。

常
姓
多
居
村
南
、
称
常
家
。
洪
姓

多
住
村
北
、称
洪
家
。
清
代
中
葉
、

洪
姓
房
屋
受
火
毀
、
其
后
裔
陸
続

外
遷
。

206

62-1
張
氏
明
初

県
半
浦
郷
張
陸

村
乍
浦
郷
西
后
江
沿
村
，
西
北

17.3km
，
東
北
1.6km

始
居
張
姓
、
系
半
浦
郷
張
陸
村
張
氏
的
分
支
、
于
明
初
遷

此
。

半
浦
郷
張
陸
村
（
西
北
15.3k

m
，

祝
家
西
北
1.5km

）
219

62-2
張
氏
永
楽
間

県
雲
龍

城
内
青
石
橋

張
尹
粛
、
字
雍
庵
、
為
遷

始
祖
張
十
五
世
孫
、
文
節

公
知
白
二
十
世
孫
。

明
弘
治
挙
人
張
泮
、
清
光
緒
副
貢

出
使
英
法
意
比
四
国
随
員
張
美
翊

為
其
后
。

291

62-3
張
氏
弘
治
間

県
月
湖

陳
婆
渡
郷
石
路
頭

張
侗
、
字
同
人
、
自
月
湖
遷
陳
婆
渡
郷
石
路
頭
。

為
宋
儒
張
載
之
后
、
載
自
宋
淳
熙

年
間
従
関
中
遷

湖
、
其
裔
自

明
正
徳
間
遷
月
湖
。

292

62-4
張
氏
弘
治
正
徳

間
福
建

西
郊
郷
張
家
村
，
西

3.6km
，
西
南
3.2km

張
姓
于
明
弘
治
正
徳
間
従
福
建
遷
此
。

阜
也
、
建
村
処
地
勢
較
高
、
因

張
姓
世
居
得
名
。

97

62-5
張
氏
正
徳
初

県
布
政
郷
張
家

潭
西
郊
郷
張
家
弄
村
，
西
南

3.4km
，
西
南
3.3km

張
姓
世
居
･･･
張
姓
于
明
正
徳
初
従
県
布
政
郷
張
家
潭

遷
此
。

張
姓
世
居
、
因
進
村
有
条
弄
、
通

河
亦
有
条
弄
而
得
名
。

98

62-6
張
氏
嘉
靖
間

？
集
仕
港
井
亭
張

張
永
秀
遷
居
集
仕
港
井
亭
張
。

其
裔
遷
櫟
社
郷
里
仁
堂
、
又
分
遷
上

張
漕
。

292

62-7
張
氏
万
暦
間

？
朝
陽
郷
張
兪

張
沛
潤
、
偕
弟
沛
沢
遷
居
朝
陽
郷
張
兪
。

其
裔
孫
分
居
本
県
瓦

橋
、
寧
海
梅

林
、
餘
姚
白
沙
路
。

293

62-8
張
氏
万
暦
間

慈
溪
県

西
門
口
郎
官
第

張
洪
順
自
慈
溪
遷
居
西
門
口
郎
官
第
。

清
咸
豊
挙
人
官
至
陝
西
布
政
使
張

岳
年
、
吏
部
右
侍
郎
張
家
驤
為
其

后
。

292

62-9
張
氏
万
暦
間

洛
陽

張
家
漕

張
儉
、
字
碩
四
自
洛
陽
遷
張
家
漕
。

東
張
与
茅
山
清
河
橋
張
氏
同
宗
。
293

62-10
張
氏
明
中
葉

？
櫟
社
郷
里
仁
堂

張
普
清
遷
櫟
社
郷
里
仁
堂
。

其
裔
有
遷
居
寧
海
缸
者
。

一
説
此
張
氏
来
自
井
亭
張
、
一
説

来
自
張
家
潭
。

292

62-11
張
氏
明
晩
期

鎮
海
県
穿
山
鎮

乍
浦
郷
石
埠
頭
村
，
西
北

19.9km
，
東
南
0.4km

村
居
張
姓
、
先
祖
于
明
晩
期
自
穿
山
遷
来
。

216

62-12
張
氏
明
晩
期

鎮
海
穿
山
鎮

乍
浦
郷
張
家
埭
村
，
西
北

18.6km
，
西
南
1.9km

主
姓
張
、
以
姓
氏
得
名
、
張
氏
先
祖
茂
六
公
于
明
晩
期
従

穿
山
遷
此
。

219

62-13
張
氏
明
末

奉
化
県

南
門
外
→
柳
亭
巷

張
郎
紋
、
自
奉
化
遷
、
先
居
南
門
外
、
后
遷
柳
亭
巷
。

292

62-14
張
氏
明
末

県
桃
江

陳
婆
渡
郷
張
六
四
房

張
君
美
自
本
県
桃
江
至
陳
婆
渡
郷
張
六
四
房
。

下
兆
坑
張
氏
亦
奉
張
君
美
為
祖
、

似
属
同
派
。

292

62-15
張
氏
明
末
清
初

県
宅
前
張
村

洪
塘
鎮
張
家
村
，
西
北

9.6km
，
西
1.2km

村
以
姓
氏
得
名
、
張
姓
于
明
末
清
初
自
宅
前
張
村
遷
来
。

163

62-16
張
氏
明
末

？
古
林
張
家

張
氏
（
名
字
失
伝
）
居
古
林
張
家
。

293



一
一
五

明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

191

62-17
張
氏
明
末

？
福
明
郷
傅
家
村
，東
5.3km

，
北
1.5km

明
末
始
居
張
姓
、
原
名
張
家
。

264

62-18
張
氏
明

県
獲
（
穫
）
埭
江
東
大
埠
頭

宋
張
文
節
公
第
二
十
一
世
孫
善
懦
、
号
懦
庵
、
自
獲
埭
遷

居
江
東
大
埠
頭
、
増
創
門
第
、
称
為
甬
東
巨
室
、
子
曰
鍾

･
鏞
･
鑒
･
鎮
。

32-
1059

62-19
張
氏
明

県
雲
龍
碶

甬
東
大
歩
頭

明
文
林
郎
四
川
開
県
知
県
張
善
懦
、
由
雲
龍
碶
遷
甬
東
大

歩
頭
。

其
裔
分
遷
嵊
県
、
蘇
州
、
定
海
。

善
懦
為
文
節
公
知
白
二
十
一
世

孫
。

292

62-20
張
氏
明

県
板
倉
廟
坑

小
皎
孔
童
張

明
張
伯
英
自
本
県
板
倉
廟
坑
遷
居
小
皎
孔
童
張
。

其
裔
孫
分
居
舟
山
。

293

62-21
張
氏
明

城
濠
河（
浩
河
）
霊
橋
君
子
営
竺
家
弄

張
左
喬
四
世
孫
張
耀
星
世
居
浩
河
、
八
世
孫
張
大
観
由
濠

河
遷
居
霊
橋
君
子
営
竺
家
弄
。

293

62-22
張
氏
明

？
梅
墟
鎮

張
宗
先
居
梅
墟
鎮
。

其
六
世
孫
分
居
鎮
海
城
内
。

292
62-23

張
氏
明

？
石
碶
鎮

張
慶
元
遷
居
石
碶
鎮
。

292

62-24
張
氏
明

？
横
街
鎮
下
兆
坑

明
張
君
美
居
横
街
鎮
下
兆
坑
。

与
陳
婆
渡
張
六
四
房
同
祖
。
疑
自

桃
江
遷
此
。

293

62-25
張
氏
明

？
銅
盆
浦
西
張

張
官
山
居
銅
盆
浦
西
張
。

其
裔
分
居
村
東
南
港
口
及
慈
溪
長
石

橋
。

293

62-26
張
氏
明

？
西
門
外
田
陽

大
理
寺
評
事
張
道
成
、
為
文
節
公
知
白
后
、
居
西
門
外
田

陽
。

292

63-1
曹
氏
洪
武
間

河
南

慈
城
鎮
大
宗
村
亦
称
湖
下

漕
，
西
北
11.6km

，
東
南

4.1km
。
湖
下
漕
，
西
北

11.5km
，
東
南
4km
。

居
民
以
曹
姓
為
主
、
在
姜
湖
之
下
、
原
称
湖
下
曹
、
以
后
、

曹
演
化
為
漕
。
拠
曹
姓
家
譜
載
、
明
洪
武
間
曹
姓
一
進
士

（
河
南
人
）
最
初
到
今
大
宗
村
処
定
居
、
因
無
水
灌
田
、

于
村
北
獅
子
山
西
側
山
内
修
建
姜
湖
、
蓄
水
灌
田
。

后
子
孫
繁
衍
、
一
房
遷
半
浦
郷
、
近

処
建
洪
八
房
･
官
二
房
両
村
。

姜
湖
一
説
曹
姓
祖
先
有
姜
氏
袁
氏

両
妻
、
建
湖
之
地
系
用
姜
氏
陪
嫁

田
100
畝
修
建
、
一
説
姜
姓
之
田

売
給
曹
姓
、
后
用
此
田
建
湖
、
故

名
。

138

63-2
曹
氏
洪
武
間

慈
城
鎮
湖
下
漕

慈
城
鎮
袁
家
村
，
西
北

13km
，
東
南
2.6km

湖
下
漕
曹
氏
定
居
于
明
洪
武
年
間
。

住
戸
多
姓
袁
、村
南
是
一
片
田
、

故
名
袁
家

、
村
系
于
兵
火
后
重

建
。
又
伝
湖
下
漕
曹
姓
祖
先
曽
娶

袁
家
人
姜
氏
為
妻
。

136

63-3
曹
氏
永
楽
間

慈
城
鎮
大
宗
村

慈
城
鎮
洪
八
房
村
，
西
北

11.8km
，
東
南
3.9km

大
宗
曹
姓
分
居
来
此
后
発
展
成
村
、
與
大
宗
僅
一
河
之

隔
、
比
大
宗
晩
40-50

年
。

因
属
曹
姓
洪
字
輩
第
八
房
、
故
名

洪
八
房
、
1981

年
地
名
普
査
時

曽
誤
為
河
北
房
。

138

63-4
曹
氏
明

茲
城
鎮
大
宗
村

慈
城
鎮
官
二
房
村
，
西
北

11.4km
，
東
南
4.3km

亦
系
大
宗
曹
姓
分
支
、
因
属
曹
姓
光
字
輩
第
二
房
、
故
称

光
二
房
、
因
当
地
音
近
写
成
官
二
房
。

距
大
宗
約
0.2km

。
138

63-5
曹
氏
明
末
清
初
紹
興

裘
市
鎮
田
心
村
，
西
北

11.4km
，
北
偏
西
1.8km

明
末
清
初
曹
姓
由
紹
興
遷
此
定
居
、
因
村
落
建
在
田

中
、
俗
称
田
心
曹
、
簡
称
田
心
。

175

64-1
畢
氏
明
末

県
五
郷
土
橋

横
街

至
明
末
畢
氏
后
裔
畢
雲
自
土
橋
遷
居
横
街
、
又
為
一
支
。

284

64- 2
畢
氏
明

県
五
郷
土
橋

潘
火
郷
横
石
橋
仇
畢
村

畢
匡
明
贅
于
裘
（
仇
）
氏
、
遂
自
五
郷
土
橋
遷
居
潘
火
郷

横
石
橋
仇
畢
村
。

至
明
末
畢
氏
后
裔
畢
雲
自
土
橋
遷
居

横
街
、
又
為
一
支
。

畢
匡
明
為
宋
時
提
擧
畢
氏
（
名
失

伝
）
朴
斉
十
世
孫
、
朴
斉
南
渡
時

扈
蹕
来

、
自
台
州
遷
居
土
橋
。

或
井
謂
朴
斉
系
畢
錫
之
字
。

284

64-3
畢
氏
？

台
州

潘
火
郷
土
橋

畢
氏
先
祖
為
河
南
行
一
者
、
官
刺
史
、
却
任
后
住
下
台
郡
、

至
行
十
一
者
、
名
錫
、
遷
。

其
裔
行
二
十
一
者
又
遷
鍾
公
廟
畢
家

。
284

65-1
章
氏
明
初

餘
姚
県
章
家

乍
浦
郷
章
尹
村
，
西
北

17.9km
，
北
1km

据
章
氏
家
譜
載
、
章
氏
祖
上
于
明
初
従
餘
姚
章
家
遷
此
、

已
延
続
20
余
世
。
尹
氏
其
時
遷
入
、
来
処
不
詳
。

218

65-2
章
氏
弘
治
間

県
西
郷
高
橋

鍾
公
廟
郷
章
家

章
氏
（
名
字
失
伝
）

一
説
此
派
章
氏
来
自
墅
南
。
而
墅

南
亦
高
橋
分
支
、故
与
高
橋
同
派
。
304



一
一
六

192

65-3
章
氏
明

？
城
内
白
衣
寺
巷

勅
授
奮
武
校
尉
章
学
化
、
字
君
奇
、
亦
為
章
及
之
后
、
遷

居
城
内
白
衣
寺
巷
。

其
裔
分
居
杭
州
及
新
昌
班
竹
。

清
咸
豊
状
元
国
子
監
祭
酒
章

、
光
緒
進
士
知
吉
林
長
春
府
事
章
紹

洙
為
其
后
。

304

65-4
章
氏
？

象
山

西
高
橋

章
閏
春
、
行
義
一
、
為
唐
康
州
刺
史
章
及
之
后
、
居

西
高
橋
。
相
伝
章
及
自
福
建
泉
州
南
安
遷
浦
城
、
其
5
世
孫

章
基
自
福
州
浦
城
遷
象
山
、
至
11
世
章
伯
遷
西
高
橋
、

分
為
旧
宅
･
高
橋
･
馬
浦
･
西
山
四
派
。

馬
浦
派
又
析
出
黄
泥
墻
派
、
高
橋
派

又
分
田
陽
派
･
王
家
墳
派
。
故
以
高

橋
･
田
陽
･
王
家
墳
派
為
本
支
、
馬

浦
･
西
山
派
為
旁
支
。

其
裔
分
遷
西
門
外
貼
水
橋
南
･
墅

南
･
虹
橋
頭
･
北
門
外
柏
樹
橋
･

贍
岐
東

･
王
家

･
西
門
外
新

河
頭
･
望
春
山
･
傅
家

･
天
童

三
塘
頭
･
城
県
前
･
三
法
卿
及

象
山
等
処
。
有
給
事
中
章
鎰
･
参

政
章
鋭
･
知
府
章
沢
･
僉
事
章
蘗

等
人
物
。

303

66-1
許
氏
明

金
華

県
寧
鋒
百
梁
橋

許
映
観
遷
居
寧
鋒
百
梁
橋
。

其
第
三
房
分
居
江
光
渓
許
家
橋
。

283

66-2
許
氏
明

？
県
上
陳
･
陶
公
山
･
西
許

村
有
瑾
玧
瑞
兄
弟
三
人
、
本
姓
鄭
、
避
仇
遷

、
玧
居
陶
公

山
、
瑞
居
西
許
村
、
均
改
姓
為
許
、
而
其
名
則
冠
以
鄭
字
、

故
称
許
鄭
玧
、
許
鄭
瑞
、
唯
長
子
瑾
未
改
姓
、
居
于
上
陳
。

283

67-1
郭
氏
明
初

河
南
汝
寧
府
光
州

息
県

県
城
内
二
十
四
間

寧
波
衛
指
揮
百
戸
郭
得
自
河
南
汝
寧
府
光
州
息
県
遷
城

内
二
十
四
間
。

明
時
侍
御
郭
振
培
、
清
孝
子
郭
永

麟
、
乾
隆
翰
林
院
檢
討
郭
景
兆
、

知
湖
北
通
城
県
郭
彦
博
、
文
学
郭

伝
心
、
貴
州
補
用
知
県
郭
伝
璞
、

知
山
東
武
城
県
郭
慶
新
、
兵
部
武

選
司
郭
慶
恒
為
其
后
。

302

67-2
郭
氏
明

県
横
街
鎮
白
象

橋
県
古
林
鎮
郭

郭
秀
璉
、
郭
宗
盛
自
白
象
橋
遷
居
古
林
鎮
郭

。
分
十
四
房
、
二
十
一
房
二
派
。
前
者

奉
秀
璉
為
始
祖
、
后
者
奉
宗
盛
為
始

祖
。

302

68-1
陳
氏
明
初

青
州

県
后
弄

陳
氏
其
先
自
青
州
徙
之
后
弄
村
、
又
自
后
弄
遷
郡
城
之

月
湖
。

城
内
月
湖

西
湖
陳
氏

20-
665

68-2
陳
氏
洪
武
13年

県
古
林
鎮
西
洋

港
県
集
仕
港
鎮
楼
下
陳

陳
居
敬
、
字
簡
庵
、
為
元
、
慶
元
台
温
路
督
運
総
領
陳
、

字
大
章
次
子
、
自
古
林
西
洋
港
遷
居
集
仕
港
鎮
楼
下
陳
。
其
裔
分
居
城
内
武
鎮
坊
、
月
湖
大
巷

弄
及
杭
州
直
隷
順
天
府
、
河
間
府
与

河
南
省
。

湖
広
按
察
使
副
司
陳
槐
、
清
知
府

陳
鴻
漸
、
同
知
陳
僅
為
其
后
。

289

68-3
陳
氏
永
楽
間

県
茅
山

県
陳
婆
渡
月
浦

陳
周
、
字
従
聖
、
永
楽
三
年
（
1405）

除
閩
県
主
簿
、
未

幾
致
仕
帰
、
偶
過
月
浦
、
愛
其
地
遂
自
茅
山
遷
居
陳
婆
渡

月
浦
。

為
宋
明
州
刺
史
莊
靖
公
陳
矜
十
六

世
孫
。
走
馬
塘
、
姜
山
后
壮
、
城

内
倉
基
、
江
東
潛
龍
漕
陳
氏
皆
同

宗
。

289

68-4
陳
氏
永
楽
間

山
東

城
県
、
金

陵
県
城
西
大
卿
橋
之
南

陳
待
詔
遠
、
字
中
復
、
静
誠
先
生
遇
之
弟
也
･･･
過
四
明

愛
俗
尚
淳
厚
、
遂
家
焉
。

工
部
尚
書
陳
公
恭
（
永
楽
三
年
挙

人
）、
字
孟
起
、
静
誠
先
生
遇
之

子
也
、
居
金
陵
従
其
叔
遠
、
徙
家

于
。

30-
966

68-5
陳
氏
永
楽
間

上
虞
県

県
城
西
門
口

刑
部
員
外
郎
陳
曠
、
字
彦
驥
、
自
上
虞
遷
居
西
門
口
。

郎
官
第
西
社
壇
側
陳
氏
亦
属
此

派
。
清
征
挙
孝
廉
方
正
陳
励
、
光

緒
乙
亥
解
元
陳
煕
績
、
雲
南
安
寧

州
知
州
陳
儀
鎮
為
其
后
。

290

68-6
陳
氏
明
中
期

象
山
県

裘
市
鎮
陳
家
村
，
西
北

10.8km
，
西
1.3km

明
朝
中
期
、
陳
某
従
象
山
逃
荒
来
此
、
繁
衍
成
村
、
名
陳

家
。

有
条
小
河
、
通
至
陳
家
止
、
形
成

河
斗
嘴
、
横
在
村
前
、
故
又
名
横

河
斗
陳
家
。

176

68-7
陳
氏
明
中
葉

？
集
仕
港
鎮
后
陳

陳
雅
壽
遷
居
集
仕
港
鎮
后
陳
。

始
祖
陳
傅
清
、
生
三
子
、
長
子
雅

福
為
前
陳
祖
、
次
子
雅
禄
為
中
陳

祖
、
三
子
雅
壽
為
后
陳
祖
。

290

68-8
陳
氏
弘
治
間

 
？

県
古
林
鎮
張
家

陳
氏
行
十
一
居
古
林
張
家
。

288



一
一
七

明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

193

68-9
陳
氏
弘
治
間

城
西

県
城
内
烟
嶼
青
石
橋

成
化
弘
治
間
陳
誠
、
行
文
二
、
自
城
西
遷
居
城
内
烟
嶼
青

石
橋
。

清
光
緒
挙
人
出
使
英
法
義
比
四
国

学
生
陳
星
庚
為
其
后
。

290

68-10
陳
氏
嘉
靖
間

慈
溪
県
東
城
沿

乍
浦
郷
東
陳
家
村
，
西
北

17.2km
，
東
北
1.2km

陳
氏
祖
上
明
嘉
靖
間
自
慈
溪
東
城
沿
分
居
于
此
。

俗
称
双
頂
山
陳
家
。
村
以
主
姓
命

名
、
為
与
位
于
其
西
北
之
陳
家
同

名
、
1981

年
更
名
東
陳
家
。

218

68-11
陳
氏
嘉
靖
間

県
五
郷

碶
石
道

地
県
櫟
社
郷
下
王

陳
仰
山
自
本
県
五
郷
碶
石
道
地
遷
居
櫟
社
郷
下
王
。

290

68-12
陳
氏
嘉
靖
間

城
西
門
外
楊
陳

巷
段
塘
鎮
秦
家
財
村
，
寧
波
西

南
5.2km

，
西
1.6km

世
居
陳
姓
、
旧
村
旁
有
一
木
橋
、
称
陳
家
橋
、
以
橋
得
名

･･･
陳
氏
明
嘉
靖
間
自
寧
波
西
門
外
楊
陳
巷
遷
于
此
。

85

68-13
陳
氏
嘉
靖
間

？
西
郊
郷
周
江
岸
村
，
西

2.6km
，
西
南
1.7km

現
村
民
以
陳
姓
為
主
、
明
嘉
靖
間
遷
此
。

原
住
周
姓
、
故
名
。

95

68-14
陳
氏
嘉
靖
間

？
乍
浦
郷
西
陳
家
村
，
西
北

18.7km
，
西
北
1.2km

据
考
陳
氏
約
為
明
嘉
靖
年
間
在
此
定
居
。

217

68-15
陳
氏
嘉
靖
間

？
半
浦
郷
江
口
村
、
西
北

12km
，
東
南
1.3km

居
戸
有
陳
曹
両
姓
、
陳
姓
于
明
嘉
靖
間
遷
此
。

228

68- 16
陳
氏
隆
慶
間

県
姜
山

七
里
后
陳

陳
鎔
自
姜
山
遷
居
城
東
七
里
后
陳
。

288
68-17

陳
氏
隆
慶
間

餘
姚
県
陳
家
巌

龍
観
郷

陳
氏
（
名
失
伝
）
自
餘
姚
陳
家
巌
遷
居
龍
観
郷
。

其
裔
孫
陳
克
鈞
遷
居
城
内
湖
西
小
倉
。

290
68-18

陳
氏
崇
禎
間

県
姜
山

天
童
郷
三
塘
頭

陳
実
貴
自
姜
山
遷
居
天
童
郷
三
塘
頭
。

其
七
世
陳
家
分
居
天
童
下
陳
家
。

288

68-19
陳
氏
崇
禎
間

県
茅
山

福
明
郷
前
陳
村
，東
5.2km

，
北
0.4km

始
居
陳
姓
、
明
崇
禎
年
間
自
県
茅
山
来
此
定
居
。

260

68-20
陳
氏
崇
禎
間

県
茅
山

福
明
郷
后
陳
村
，東
5.2km

，
北
0.8km

始
居
陳
姓
、
明
崇
禎
年
間
自
県
茅
山
来
此
定
居
。

為
区
別
村
南
陳
家
、
而
称
后
陳
。

264

68-21
陳
氏
明
末

県
姜
山
新
墻
弄
古
林
鎮
陳
鈔
堂

陳
宗
愛
自
姜
山
新
墻
弄
遷
居
古
林
陳
鈔
堂
。

始
祖
生
三
子
、
分
別
居
里
向
門
、
沿

河
門
、
西
岸
門
。

288

68-22
陳
氏
明
末

城
北
圧
賽
堰

寧
鋒
郷
樹
橋
頭

陳
氏
（
名
無
考
）
自
城
北
圧
賽
堰
遷
居
寧
鋒
郷
樹
橋
頭
。

290

68-23
陳
氏
明
末

？
高
橋
郷
楊
家
漕

陳
維
一
遷
居
高
橋
楊
家
漕
。

其
裔
分
居
杭
州
蒋
村
、
餘
姚
。

隣
近
陳
氏
共
四
族
、唯
此
族
有
譜
、

別
三
族
。
対
岸
陳
、
矮
笆
陳
、
普

済
陳
是
否
与
同
宗
無
従
考
査
。

290

68-24
陳
氏
明

上
虞
県

西
門
外
方
伯
第

亜
中
大
夫
陝
西
苑
馬
寺
正
卿
陳
均
得
、
自
上
虞
遷
居
西
門

外
方
伯
第
。

此
派
遷

自
出
祖
為
陳
仲
良
、
世

居
上
虞
石
壇
橋
。
明
成
化
進
士
山

東
右
布
政
使
陳
振
、
清
光
緒
挙
人

知
雲
南
昭
通
県
陳
廉
黼
為
此
派
。
290

68-25
陳
氏
明

呉
県
路
頭

櫟
社
北
渡

行
千
十
四
者
、
自
呉
県
路
頭
遷
居
櫟
社
北
渡
。

清
大
理
寺
丞
陳
紫
芝
為
其
后
。

290
68-26

陳
氏
明

鎮
海
県
水
孔
潭

東
呉
市
小
白

陳
大
恩
自
鎮
海
水
孔
潭
遷
居
東
呉
小
白
。

290

68-27
陳
氏
明

県
集
仕
港

集
仕
港
鎮
湖
里
陳

郡
司
馬
陳
楷
自
本
県
集
仕
港
遷
居
本
鎮
湖
里
陳
。

此
派
陳
氏
先
自
莆
田
来
、
実
与
梅

墟
･
東
呉
同
派
。

289

68-28
陳
氏
明

県
姜
山

雲
湖
郷
陳
家
湾
村
，
西
北

21 km
，
西
南
0.7km

明
時
従
県
姜
山
遷
来
。

住
戸
多
姓
陳
、
故
名
。
陳
家
与
金

沙
陳
家
同
族
。

142

68-29
陳
氏
明

県
姜
山
鎮

北
郊
郷
老
陳
家
庄
村
，
東
北

7.9km
，
東
3.6km

陳
氏
先
世
元
時
自
河
南
穎
川
遷
居
県
姜
山
。
明
時
又
移

居
来
此
。

后
子
孫
繁
衍
、
又
析
居
村
東
、
称
新

陳
家
庄
、遂
改
陳
家
庄
為
老
陳
家
庄
。
光
緒
鎮
海
県
志
称
陳
家
庄
、
属
西

管
郷
四
都
四
図
。

206

69-30
陳
氏
明

県
走
馬
塘

石
碶
罏
頭

庠
生
陳
宗
鍈
、
字
仲
元
、
自
走
馬
塘
遷
至
石
碶
罏
頭
。

289

69-31
陳
氏
明

県
走
馬
塘

城
倉
基
街

歴
任
海
門
、
宝
応
県
知
県
、
勅
授
文
林
郎
陳
檗
、
字
節
之
、

号
梅
軒
、
自
走
馬
塘
遷
城
倉
基
街
。

有
文
介
公
陳
禾
、
学
士
陳
曦
、
太

常
陳
檗
、
御
史
陳
濂
（
始
建
第
于

倉
基
）、
御
史
陳
良
謨
、
太
僕
卿

陳
沂
等
人
物
。

289

68-32
陳
氏
明

県
横
涇

鍾
公
廟
郷
慧
灯
村

陳
銓
自
本
県
横
涇
遷
居
鍾
公
廟
郷
慧
灯
村
。

有
分
居
江
東
大
校
場
永
安
橋
下
者
。

289
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194

68-33
陳
氏
明

県
后
隆
渓
東

雲
洲
郷
竹
絲
嵐

陳
正
中
自
后
隆
渓
東
遷
居
雲
洲
郷
竹
絲
嵐
。

289

68-34
陳
氏
明

県
后
隆

城
南
門
外
后
洋
河

本
県
博
士
挙
郡
、（
陳
）
賓
諤
、
字
士
明
、
自
后
隆
遷
居

城
南
門
外
后
洋
河
。

明
知
江
西
南
城
県
陳
坊
為
其
后
。
289

68-35
陳
氏
明

県
西
楼
厦
陳

西
門
口
大
卿
橋

陳
南
橋
自
西
楼
厦
陳
遷
居
西
門
口
大
卿
橋
。

其
裔
有
分
居
江
北
岸
新
馬
路
旁
者
。

290

68-36
陳
氏
明

城
内
大
沙
泥
街

学
士
橋

高
橋
郷
秀
水
漕

陳
細
良
自
城
内
大
沙
泥
街
学
士
橋
遷
居
高
橋
郷
秀
水
漕
。
其
裔
有
遷
居
餘
姚
天
元
市
者
。

290

68-37
陳
氏
明

？
慈
城
鎮
湖
塘
下
村
，
西
北

13km
，
南
3.1km

拠
祠
堂
光
緒
六
年
牌
位
、
建
祠
已
280
余
年
、
建
村
在
明

万
暦
二
十
八
年
（
1600）、

村
民
陳
姓
為
主
。

該
村
北
面
曽
有
花
嶼
湖
湖
塘
、
村

在
湖
塘
南
面
下
辺
、故
名
湖
塘
下
。

該
村
系
以
囲
湖
填
塘
建
房
而
成
。

137

68-38
陳
氏
明

？
寧
鋒
郷
上
周

明
正
徳
十
二
年
（
1517）

進
士
、
四
川
提
刑
按
察
使
僉
事

陳
璧
居
寧
鋒
郷
上
周
。

290

68-39
陳
氏
明

？
陳
段
（
即
姜
山
陳
家
団
）

福
州
知
府
陳
国
宝
、
后
隠
居
于
獅
山
之
陽
、
名
其
地
曰
、

陳
段
（
即
姜
山
陳
家
団
）。
為
走
馬
塘
陳
矜
之
后
。

其
裔
有
分
居
城
内
監
橋
頭
、
紫
金
巷

及
奉
化
、
象
山
等
処
。

289

68-40
陳
氏
明

？
東
呉
郷
平

陳
仲
七
為
宋
文
介
公
陳
禾
裔
孫
、
遷
居
東
呉
郷
平
。

289
68-41

陳
氏
明

？
邱
隘
姚
村

陳
本
資
居
邱
隘
姚
村
。

289
68-42

陳
氏
明

？
寧
鋒
樹
橋

陳
汝
周
遷
居
寧
鋒
樹
橋
。

有
分
居
餘
姚
南
郷
者
。

288

68-43
陳
氏
明

？
陳
婆
渡
陳
家

陳
子
華
居
陳
婆
渡
陳
家
。

称
上
朝
陳
氏
、
因
潮
水
漲
時
、
南

北
朝
于
陳
氏
、
故
名
。

290

69-1
陸
氏
元
末
明
初
餘
姚
周
港
（
今
属

慈
溪
市
）

慈
城
鎮
陸
家
村
，
西
北

11.3km
，
東
南
4.1km

元
末
明
初
有
祖
籍
安
徽
之
陸
德
先
者
、
従
餘
姚
周
港
遷
此

定
居
、
遂
名
陸
家
。

138

69-2
陸
氏
明
初

杭
州

費
市
鎮
居
陸
村
，
北

10.9km
，
北
1.4km

明
初
、
有
陸
姓
従
杭
州
来
此
定
居
、
又
有
居
姓
、
呂
姓
遷

来
居
住
、
形
成
村
落
、
故
名
居
呂
陸
。

后
呂
姓
只
剰
1
戸
、遂
簡
称
居
陸
。

194

69-3
陸
氏
明
初

山
陰
県

月
湖
之
西
畔

西
湖
陸
氏
、
明
初
自
山
陰
遷

、
宋
時
已
有
放
翁
之
后
遷

。
西
湖
之
支
后
至
而
大
。
刑
部
尚
書
謚

康
僖
（
瑜
）、
広
東
布
政
使
銓
、
山

東
布
政
使
参
議
･･･。

16-
473
甬
上
族
望表

69-4
陸
氏
明
中
葉

？
城
内
竹
林
巷

陸
岳
、
為
唐
宣
公
陸
贄
之
后
、
遷
居
城
内
竹
林
巷
。

西
門
外
陸
氏
亦
属
此
派
。
清
同
治

翰
林
甘
肅
学
政
陸
廷
黻
為
其
后
。
291

69-5
陸
氏
崇
禎
間

慈
溪
県

福
明
郷
陸
家
村
，
東
北

5.5km
，
北
3.1km

村
系
陸
姓
世
居
、故
名
。
陸
姓
于
明
崇
禎
間
自
慈
溪
遷
来
。

260

69-6
陸
氏
明

餘
姚
県
陸
埠

段
塘
鎮
前
高
車
村
，
西
南

3.3km
，
北
1.3km

居
戸
多
陸
季
両
姓
、
陸
姓
于
明
代
自
餘
姚
陸
埠
遷
此
。

因
地
勢
較
高
、
旧
建
有
車
水
盤
、

処
前
高
車
之
西
、
故
名
。

86

69-7
陸
氏
明

餘
姚
縣
龍
山

洪
塘
鎮
廟
后
陸
家
村
，
西
北

10.3km
，
西
2.8km

村
始
居
陸
姓
、
陸
姓
于
明
時
自
餘
姚
龍
山
遷
此
。

164

69-8
陸
氏
明

慈
溪
県
陸
童
公
橋
下
応
郷
高
橋
頭

陸
迪
明
自
慈
溪
陸
童
公
橋
来
、
居
下
応
郷
高
橋
頭
。

其
五
世
孫
陸
示
顕
遷
象
山
西
周
。

291
69-9

陸
氏
明

県
下
応
郷
虹
麓
韓
嶺
郷
陸
家

陸
汝
理
自
虹
麓
遷
居
韓
嶺
郷
陸
家
。

民
国
奉
化
県
長
陸
友
騿
為
其
后
。
291

70- 1
黄
氏
成
化
間

湖
北
漢
口

西
郊
郷
黄
家
湾
村
，
西
北

3.1km
，
西
1.6km

拠
伝
黄
姓
于
明
成
化
間
、
従
湖
北
漢
口
遷
此
。

村
在
河
的
東
側
、
河
漕
彎
曲
処
。

94

70-2
黄
氏
正
徳
間

県
東
南
張
黄

城
内
獅
子
街

正
徳
進
士
、
中
大
夫
南
京
光
禄
寺
卿
黄
緩
、
自

東
南
張

黄
遷
居
城
内
獅
子
街
、
為
黄
晟
二
十
三
世
孫
。

其
裔
有
分
居
餘
姚
及
本
県
下
応
者
。
三
法
卿
黄
氏
属
同
派
。
此
派
属
五

台
寺
黄
氏
、
有
按
察
僉
事
黄
綬
･

殉
難
知
開
州
黄
嘉
俊
二
望
族
。

303

70-3
黄
氏
天
啓
以
前
慈
溪
県
田
央
黄

妙
山
郷
黄
家
村
，
西
北

18.1km
，
西
1.1km

以
姓
名
村
、
黄
姓
先
祖
従
慈
溪
田
央
黄
遷
来
。

天
啓
慈
溪
縣
志
已
載
有
黄
家
。

147



一
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明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

195

70-4
黄
氏
明

県
石
橋

家
井
巷

家
井
巷
黄
氏
、
唐
明
州
刺
史
晟
之
后
。

家
井
巷
黄
氏
。
御
史
改
湖
州
僉
事

潤
玉
･
四
川
按
察
副
使
隆
･
訓
導

溥
･
岳
州
知
府
巽
。

27-
896

70-5
黄
氏
明

県
石
橋

姜
村
大
港
河
沿

黄
懋
隆
･
同
子
黄
金
宇
自
本
県
石
橋
遷
居
姜
村
大
港
河

沿
。

黄
懋
隆
為
黄
晟
二
十
九
世
孫
。

303

70-6
黄
氏
？

県
東
郷
張
黄

県
治
西
南
三
板
橋

唐
刺
史
晟
之
后
、
自

塘
郷
之
張
黄
徙
居
于
五
台
寺
左

･･･
第
左
即
三
板
橋
河
。

17-
550

71-1
葉
氏
嘉
靖
中

処
州
松
陽
県
茅
山
大
皎
郷
細
嶺
村

葉
国
四
自
処
州
松
陽
県
茅
山
遷
至
大
皎
郷
細
嶺
村
。

280

71-2
葉
氏
明

県
隠
岩

茅
山
紅
葉

定
海
県
金
塘
葉
万
七
之
裔
葉
宗
存
自
隠
岩
遷
至
茅
山
紅

葉
。

分
中
葉
･
大
池
葉
･
麻
車
葉
･
老
屋

葉
四
波
、
其
裔
分
居
定
海
狗
子
･
杭

州
･
慈
溪
。

知
福
建
章
平
県
葉
徳
芳
為
其
后
。
280

72-1
馮
氏
明
中
葉

慈
溪
県

石
碶
馮
家
后
倉

慈
溪
人
馮
臣
遷
至
石
碶
馮
家
后
倉
。

清
光
緒
挙
人
馮
丙
然
為
其
后
。

281

72-2
馮
氏
正
徳
間

慈
溪
県
馮
家

西
郊
郷
張
家
，西
3.6km

，
西
南
3km

馮
姓
于
明
正
徳
年
間
従
慈
溪
馮
家
遷
入
。

97

72-3
馮
氏
万
暦
間

慈
溪
県
城

裘
市
鎮
横
山
頭
村
，
西
北

11.9km
，
西
北
2.1km

宋
末
元
初
、
有
馮
姓
者
為
避
戦
乱
従
山
東
南
来
慈
城
落

戸
。
約
300
年
后
、
又
由
慈
城
分
支
遷
此
、
繁
衍
成
村
。

175

72-4
馮
氏
天
啓
以
前
慈
溪
県
馮
家

妙
山
郷
馮
家
庄
村
，
西
北

18.9km
，
西
1km

村
以
姓
氏
得
名
、
由
慈
城
馮
家
分
此
。

天
啓
慈
溪
縣
志
載
有
馮
家
庄
。
与

八
字
橋
馮
家
･
庄
橋
馮
家
同
族
。

147

72-5
馮
氏
崇
禎
間

慈
溪
県
城

乍
浦
郷
東
馮
家
村
，
西
北

16.3km
，
東
2.3km

馮
氏
祖
上
于
明
崇
禎
年
間
由
慈
城
遷
此
定
居
。

以
主
姓
得
名
、
為
与
位
郷
南
之
馮

家
同
名
、
1981

年
更
名
為
東
馮

家
。

219

72-6
馮
氏
崇
禎
間

慈
溪
県
城

乍
浦
郷
南
馮
家
村
，
西
北

16.7km
，
南
1.5km

馮
氏
系
慈
城
馮
氏
分
支
、
明
末
崇
禎
年
間
与
東
馮
家
同
時

遷
此
郷
定
居
。

主
姓
馮
、
為
与
位
于
東
郷
之
馮
家

同
名
、、
1981

年
更
名
為
南
馮
家
。

222

72-7
馮
氏
明
末

慈
溪
県
城

費
市
鎮
蘇
馮
村
，
北

10km
，
西
1km

明
末
有
慈
城
馮
姓
遷
此
、
后
又
有
蘇
姓
継
為
義
子
、
因
名

蘇
馮
。

195

72-8
馮
氏
明

慈
溪
県

望
春
郷

馮
、
自
慈
溪
遷
至
望
春
郷
。

281

72-9
馮
氏
明

慈
溪
県

集
仕
港
鎮

馮
又
京
、
字
允
吉
為
庠
生
馮
鍟
字
鼎
威
之
后
、
自
慈
溪
遷

至
集
仕
港
鎮
。

281

72 -10
馮
氏
明

慈
溪
県
馮
家

庄
橋
鎮
馮
家
村
，
北

402km
，
西
南
1.5km

世
居
馮
姓
、
以
姓
氏
得
名
、
明
時
、
馮
氏
先
祖
自
慈
溪
馮

家
遷
此
。

188

73
湯
氏
明

県
大
嵐
山

檪
社
郷
新
豊
橋

湯
遷
至
檪
社
郷
新
豊
橋
。

283

74
屠
氏
明

県
城
内
祝
家
都

花
園

寧
峰
鋒
宝
峰
庄

屠
髙
偕
兄
髙
乾
自
城
内
祝
家
都
花
園
遷
居
寧
峰
鋒
宝
峰

庄
。

此
派
与
桃
花
渡
屠
氏
同
宗
。

304

75
景
氏
明

餘
姚
県
景
家
橋

姜
山
景
港
岸

景
忠
檜
自
餘
姚
景
家
橋
遷
居
姜
山
景
港
岸
。

305
76

舒
氏
嘉
靖
3年

奉
化
県
広
平

朝
陽
郷
舒
周

舒
誠
意
自
奉
化
広
平
遷
居
朝
陽
舒
周
。

305

77-1
傅
氏
洪
武
間

県
五
郷
碶

乍
浦
郷
傅
家
村
，
西
北

15.9km
，
東
南
2.3km

原
住
蔣
姓
、
傅
氏
祖
上
在
明
洪
武
年
間
、
自

県
五
郷
碶

遷
来
。

222

77-2
傅
氏
明

県
五
郷
碶

鍾
公
廟
郷
傅
家

明
傅
次
仁
自
本
県
五
郷
碶
遷
居
鍾
公
廟
郷
傅
家

。
305

78-1
童
氏
洪
武
間

慈
溪
県

梅
園
郷
建
→
城
内
月
湖

西
岸

郷
貢
進
士
官
秘
書
郎
童
全
、
号
鑑
水
、
始
由
慈
溪
遷
梅
園

郷
建
、
旋
遷
城
内
月
湖
西
岸
。

有
分
居
二
十
四
間
･
西
門
外
千
柱
屋

者
。

清
通
政
副
使
童
槐
･
礼
部
右
侍
郎

童
華
･
光
緒
翰
林
官
山
東
勧
業
道

童
祥
熊
為
其
后
。

305

78-2
童
氏
明

？
樟
村
童
家

童
易
威
居
樟
村
童
家
。

305

79
鄒
氏
明

餘
姚
県
様
山

鄒
渓

鄒
渓
･･･
以
姓
諱
名
其
居
地
、
故
称
鄒
渓
。

其
后
人
有
居
塘
頭
街
及
高
塘
頭
者
、

居
高
塘
頭
者
又
分
三
支
、
分
別
遷
柴

橋
･
鎮
海
海
塘
寺
･
居
塘
頭
街
者
又

分
居
韓
嶺
市
。

鄒
渓
為
遷
姚
始
祖
鄒
桂
（
后
改
名

鄒
植
）
之
裔
、
奉
宋
名
臣
鄒
浩
為

其
出
祖
。

287



一
二
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196

80-1
楊
氏
洪
武
13年

県
城
西
門
外
楊

家
水

石
碶
鎮

楊
自
行
、
字
徳
明
、
庠
生
自
西
門
外
楊
家
水
居
石
碶
鎮
。

此
派
亦
系
西
楊
之
后
裔
。

286

80-2
楊
氏
正
徳
元
年

県
西
楊

天
一
街
太
陽
殿
下

楊
守
隰
、
字
維
平
、
号
澄
川
、
自
西
楊
遷
居
天
一
街
太
陽

殿
下
。

西
楊
氏
分
鏡
碧
澄
三
房
、
即
湖
西
澄

川
（
守
隰
）、楊

家
牌
楼
下
碧
川
（
守

湿
）、
西
楊
鏡
川
（
守
陳
）。

286

80-3
楊
氏
明
末

？
段
塘
鎮
前
高
車
村
，
西
南

3.3km
，
北
1.3km

始
居
楊
姓
、
拠
伝
明
末
遷
此
。

因
地
勢
較
高
、
旧
建
有
車
水
盤
、

処
前
高
車
之
東
、
故
名
。

86

80-4
楊
氏
明
末
清
初

県
西
郊
郷
前
六

畝
（
村
）

西
郊
郷
后
六
畝
村
，
西
北

3.7km
，
西
2.1km

楊
姓
于
明
末
清
初
年
間
、
従
前
六
畝
分
此
、
亦
用
六
畝
地

建
村
、
故
名
。
并
建
有
祠
堂
。

93

80-5
楊
氏
明

県
櫟
社

韓
嶺
陳
楊
陳
家

楊
粟
自
櫟
社
遷
居
韓
嶺
陳
楊
陳
家
。

清
時
其
裔
楊
賢
能
分
居
陳
楊
茶
園
、

為
一
支
。

清
同
治
殉
難
忠
烈
楊
儒
林
為
其

后
。

286

80-6
楊
氏
明

県
東
郷
青
山

櫟
社
東
楊
･
西
楊
。

楊
仁
爽
、
字
徳
明
、
号
松
塢
居
士
、
為
姑
蘇
遷

始
祖
楊

厚
三
世
孫
、
自
本
県
東
郷
青
山
遷
居

櫟
社
東
楊
･
西

楊
。
其
四
世
楊
顒
居
楊
家
、
即
為
東
楊
、
楊
碩
居
樟
樹

下
、
即
為
西
楊
。

東
楊
西
楊
繁
衍
甚
広
、
其
后
裔
孫
各

支
分
居
有
湖
后
楊
宦
人
橋
、湖
后
山
、

周
家
橋
（
即
中
楊
）、
黄
燕
山
、
光

渓
梁
橋
巷
、
慈
溪
、
茅
山
斗
門
橋
、

東
郷
上
楊
、
下
楊
、
下
水

碶
、
上
水

碶
、
前
顧
漕
、
謝
家
、
罌
湖
夾
塘
、

梅
山
、
楊
家

、
横
漲
橋
、
城
南
門

桂
芳
橋
、
港
口
、
楊
家
水

、
梧
檟

橋
、
横
漲
橋
下
河
、
城
内
日
湖
采
蓮

橋
、
月
湖
青
石
橋
、
定
海
県
、
月
湖

三
板
橋
、
城
内
普
照
橋
、
城
北
海
道

司
后
等
処
。

有
礼
部
尚
書
謚
文
懿
楊
守
陳
、
工

部
尚
書
謚
康
簡
楊
守
随
、
吏
部
尚

書
楊
守
阯
、広
西
布
政
使
楊
守
隅
、

刑
部
侍
郎
楊
茂
元
、
四
川
按
察
使

楊
茂
仁
、
知
広
南
府
楊
美
璜
、
詩

人
楊
承
鯤
、殉
難
推
官
楊
文
琦（
四

忠
双
烈
）、
高
塘
州
牧
楊
徳
周
、

布
衣
楊
秉
紘
等
人
物
。

286

80-7
楊
氏
？

？
鏡
川
之
陽

楊
氏
世
家
在
鏡
川
之
陽
、
小
江
湖
之
陰
、
麟
鳳
洲
之
上
、

諺
称
楊
家
轜
･･･

宗
族
繁
甚
、
鼎
分
為
三
、
有
東
楊
･

西
楊
･
中
楊
之
称
、
東
楊
･
中
楊
在

宋
元
時
、
世
以
高
資
武
断
郷
曲
、
独

西
楊
之
祖
新
五
朝
奉
、
読
書
樂
善
、

務
仁
人
長
者
之
行
･･･

轜
、
者
方
言
即
洲
也
。

36-
1147

80-8
楊
氏
明

県
東
楊
西
楊

望
春
山
西
北

楊
氏
（
名
字
失
伝
）
自
東
楊
西
楊
遷
居
望
春
山
西
北
。

286

81-1
楼
氏
明

象
山
県

庄
橋
鎮
楼
家
村
，北
7.5km

，
西
南
2km

楼
氏
先
祖
明
時
従
象
山
遷
此
。

185

81-2
楼
氏
明

奉
化
県
雪
竇

江
東
灰
街

楼
、
字
介
眉
、
為
楼
郁
十
三
世
孫
、
自
奉
化
雪
竇
遷
居

江
東
灰
街
。

此
派
城
東
楼
氏
、
為
西
湖
楼
氏
之

別
一
支
、
迂
斉
先
生
楼
昉
兄
弟
為

其
后
。

305

81-3
楼
氏
明

？
茅
山
郷
西
楼
･
麗
水
郷
東
楼
楼
祖
馨
、
行
徳
一
、
茅
山
郷
西
楼
、
為
西
楼
祖
、
楼
祖
清
、

行
徳
二
、
居
麗
水
郷
東
楼
、
為
東
楼
祖
、
均
為
宋
太
師
楼

七
世
孫
、
永
康
始
祖
楼
興
業
十
三
世
孫
。

其
裔
有
分
居
応
家
埭
及
象
山
陳
跳
楼

者
。

別
拠
甬
東
楼
氏
宗
譜
、
遷
西
楼
始

祖
名
忻
、
字
申
莆
、
号
福
仙
、
為

知
府
楼
潚
曾
孫
、楼
郁
十
三
世
孫
。

元
時
始
遷

南
林
石
寺
、
是
為
西

楼
、
至
明
楼
守

琼
贅
居
楊
岸
、
是

為
東
楼
。
両
説
有
異
、存
之
待
考
。

305

82-1
董
氏
洪
武
中

慈
溪
県
二
十
三
都

城
芳
嘉
橋
東

董
伯
庄
、
字
達
夫
、
自
慈
溪
二
十
三
都
遷
居
城
芳
嘉
橋

東
。

其
裔
孫
分
遷
有
順
天
･
湖
広
･
黄
巌

･
杭
州
･
湖
北
･
硤
石
･
定
海
･
鎮

江
･
桐
郷
･
寧
海
･
北
京
･
南
京
･

奉
化
･
済
寧
･
福
建
･
蘇
州
･
乍
浦

･
広
州
･
山
西
大
同
･
及
本
県
天
童

等
処
。

此
派
董
氏
有
御
史
改
僉
事
董
琳
･

右
都
御
史
董
光
宏
･
戸
部
主
事
董

徳
･
兄
弟
殉
難
監
軍
董
徳
欽
･

詩
人
董
劍
鍔
等
人
物
。

304



一
二
一

明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

197

82-2
董
氏
景
泰
間

城
中
泥
橋
巷
西

南
白
塔
庵

回
龍
高
塘
頭

董
粛
、
字
本
恭
、
自
城
中
泥
橋
巷
西
南
白
塔
庵
来
、
居
回

龍
高
塘
頭
。

其
裔
孫
分
遷
有
県
南
門
外
･
白
沙
･

望
春
及
県
外
周
巷
･
上
虞
･
金
塘
木

･
定
海
岑
港
等
処
。

清
光
緒
進
士
知
江
西
建
昌
県
董
沛

為
其
后
。

304

83-1
虞
氏
万
暦
間

県
邵
家
渡
楼
家

匯
頭

寧
波
西
北
11.8km

，
裘
市

西
北
2km
，
裘
市
鎮
虞
家

（
村
）

明
万
暦
間
虞
姓
従
邵
家
渡
楼
家
匯
頭
分
遷
到
此
、
以
姓
氏

名
村
。

176

83-2
虞
氏
明

県
柴
山

蜃
蛟
郷
前
虞
家

虞
国
式
自
本
県
柴
山
遷
居
蜃
蛟
郷
前
虞
家
。

306

84
裘
氏
弘
治
間

県
裘
市
鎮

裘
市
鎮
立
村
，
西
北

10.2km
，
北
0.6km

拠
慈
溪
裘
氏
宗
譜
載
、
明
弘
治
年
間
、
従
裘
市
分
支
而
来
。

因
村
在
裘
市
田

里
、
称

里
、

后
別
写
作
立
。

177

85
鄒
氏
明

餘
姚
県
様
山

鄒
渓

鄒
渓
自
餘
姚
様
山
来
、
以
姓
諱
名
其
居
地
、
故
称
鄒
渓
。
其
后
人
有
居
塘
頭
街
及
高
塘
頭
者
、

居
高
塘
頭
者
又
分
三
支
、
分
別
遷
柴

橋
･
鎮
海
海
塘
寺
･
居
塘
頭
街
者
又

分
居
韓
嶺
市
。

鄒
渓
為
遷
姚
始
祖
鄒
桂
（
后
改
名

鄒
植
）
之
裔
、
奉
宋
名
臣
鄒
浩
為

其
出
祖
。

287

86
練
氏
明

福
建
武
平
県
祥
洞

郷
龍
観
郷
磻
渓

練
光
渓
、
光
楨
服
賈
来

、
見
磻
渓
山
水
之
勝
、
遂
自
福

建
武
平
県
祥
洞
郷
遷
至
龍
観
郷
磻
渓
。

分
上
練
、
下
練
二
派
。

練
光
渓
･
光
楨
為
宋
練
豪
十
八
世

孫
。
上
練
以
兆
渓
為
始
祖
、
下
練

以
兆
楨
為
始
祖
。

297

87-1
聞
氏
明

襄
陽

梅
園
郷
牌
頭

聞
楚
宜
自
襄
陽
遷
梅
園
郷
牌
頭
。

298

87-2
聞
氏
明

県
响
岩

蜃
蛟
郷
聞
江
岸

聞
万
七
自
响
岩
遷
至
蜃
蛟
郷
聞
江
岸
。

有
分
居
于
樟
村
及
宜
興
、
慈
溪
、
定

海
者
。

聞
江
岸
即
在
石
馬
塘
、
此
派
或
与

前
派
同
。

298

88-1
趙
氏
嘉
靖
間

甘
肅
省
天
水
県

湾
頭
郷
下
江
村
，北
3.5km

，
東
1.2km

明
嘉
靖
間
、
甘
肅
天
水
県
趙
姓
移
居
来
此
、
原
名
下
趙
家
。

213

88-2
趙
氏
嘉
靖
間

甘
肅
省
天
水
県

湾
頭
郷
上
趙
家
村
，
北

3.4km
，
東
0.9km

明
嘉
靖
間
、
趙
姓
由
甘
肅
天
水
県
趙
姓
遷
此
。

213

88-3
趙
氏
明

台
州
磐
石
衛

東
呉
郷

趙
家
豫
自
台
州
磐
石
衛
遷
至
東
呉
郷
。

趙
家
豫
、為
宋
太
祖
二
十
五
世
孫
。
297

88-4
趙
氏
明

県
五
郷
碶

横
山

趙
徳
照
自
本
県
五
郷
碶
遷
居
横
山
。

297

89-1
銭
氏
成
化
2年

県
銭
家
山

葉
公
山

銭
昱
明
自
銭
家
山
遷
居
葉
公
山
。

其
裔
分
居
奉
化
松

、
杭
州
塩
橋
及

本
県
横
渓
。

銭
昱
明
為
呉
越
王
銭
鏐
十
六
世
孫
。
301

89-2
銭
氏
正
徳
間

県
銭
家
山

茅
山
郷
銭
家

銭
有
嗣
自
銭
家
山
遷
居
茅
山
郷
銭
家
。

302

89-3
銭
氏
明
末
清
初

県
江
東
潜
龍
漕
西
郊
郷
銭
家
辺
村
，
西
北

2.3km
，
西
北
0.8km

原
系
銭
姓
世
居
、
銭
姓
明
末
清
初
、
従
江
東
潜
龍
漕
遷
此
。

県
通
志
輿
地
志
、
今
只
一
戸
、

而
呉
姓
為
主
、呉
姓
于
清
嘉
慶
間
、

従
黄
巌
下
梁
遷
入
。

94

89-4
銭
氏
明

紹
興

望
春
郷
藕
纜
橋
銭
家

銭
允
山
自
紹
興
遷
居
望
春
郷
藕
纜
橋
銭
家
。

302
89-5

銭
氏
明

？
横
渓
銭
王

銭
阜
泳
居
横
渓
銭
王
。

銭
阜
泳
、
銭
鏐
二
十
一
世
孫
。

302
89-6

銭
氏
明

？
龍
観
郷
銭
家

銭
賢
琰
、
字
葉
峰
、
居
龍
観
郷
銭
家
。

302
89-7

銭
氏
明

？
梅
墟
鎮
銭
家

銭
氏
（
名
字
失
伝
）
居
梅
墟
鎮
銭
家
。

302

90
劉
氏
明

鎮
海
県
劉
杜

城
孝
聞
街

劉
亨
乾
自
鎮
海
劉
杜
至
城
孝
聞
街
。

民
国
初
有
分
居
江
北
岸
生
宝
橋
下
及

磚
橋
下
者
。

該
族
劉
氏
原
籍
福
建
、
其
祖
名
劉

仁
･
劉
亨
乾
為
其
二
十
五
世
孫
。
283

91-1
厲
氏
明

県
布
政
郷
厲
港

岸
上
下
厲

厲
尚
忠
･
厲
忠
厚
･
厲
尚
悦
兄
弟
遷
至
上
下
厲
。

其
裔
有
遷
至
象
山
東
渓
及
五
港
大

者
。

280

91-2
厲
氏
明

？
章
村
小
皎
村

厲
可
忠
遷
至
章
村
小
皎
村
。

280

92
樂
氏
嘉
靖
間

鎮
海
県
小
港
樂
家
西
郊
郷
竺
江
岸
村
，
西

2.7km
，
西
南
2.4km

樂
姓
于
明
嘉
靖
年
間
従
鎮
海
小
港
樂
家
遷
入
。

村
建
于
河
旁
、
対
河
原
有
大
竺
家

塘
（
今
干
家
塘
）、
因
名
竺
江
岸

･･･
已
無
竺
姓
。

97

93
滕
氏
明

山
東
曲
阜

石
碶
后
倉
滕
家

博
学
隠
士
滕
普
益
自
山
東
曲
阜
瀬
堰
居
石
碶
后
倉
滕
家
。

307
94-1

蔡
氏
明

県
東
潘
火
橋

銅
盆
浦
芳
田

蔡
寅
自
県
東
潘
火
橋
遷
居
銅
盆
浦
芳
田
。

蔡
寅
為
蔡
楷
十
世
孫
。

306
94 -2

蔡
氏
明

？
東
呉
少
白

大
理
寺
卿
蔡
錫
居
東
呉
少
白
。

307



一
二
二

198

94-3
蔡
氏
明
末

餘
姚
県
城

県
城
古
菫
坊

蔡
南
洲
、
世
為

人
、
明
末
寄
迹
餘
姚
城
、
已
而
遷
居

城
古
菫
坊
（
百
歳
坊
）。

至
四
世
故
居
毀
于
火
、
遷
高
遠
橋
、

再
遷
竹
林
巷
。

潘
火
橋
･
蔡
郎
橋
諸
支
蔡
氏
初
皆

一
本
、
后
以
家
乗
被
火
、
無
可
聊

絡
、
遂
別
自
為
宗
。
清
同
治
進
士

福
建
松
渓
県
蔡
叙
功
為
其
后
。

307

95-1
蔣
氏
明
初

諸
曁
県

五
顕
廟
右

蔣
翰
林
第
在
五
顕
廟
右
、
翰
林
蔣
蓼
崖
先
生
為
宋
給
事
中

邦
彦
之
后
、
明
初
自
諸
曁
遷
。

15-
449

95-2
蔣
氏
洪
武
間

奉
化
県

乍
浦
郷
蔣
家
村
即
蔣
家
山

村
、
西
北
18.8km

，
西
北

1km
据
蔣
家
宗
譜
載
、
蔣
氏
先
祖
明
洪
武
年
間
従
奉
化
徙
于
蚌

山
（
今
称
蔣
家
山
）
南
麓
。

217

95-3
蔣
氏
明

奉
化
県
孔
峙

麗
水
郷
大
橋
頭

蔣
元
五
自
奉
化
孔
峙
遷
至
麗
水
郷
大
橋
頭
。

306
95-4

蔣
氏
明

県
蔣
家
浦

櫟
社
里
港
蔣

蔣
梨
江
自
本
県
蔣
家
浦
遷
居
櫟
社
里
港
蔣
。

其
為
塩
倉
蔣
氏
之
裔
。

306
95-5

蔣
氏
明

？
居
咸
祥
鎮
犢
山

蔣
氏
（
名
字
失
伝
）
居
咸
祥
鎮
犢
山
。

306

96-1
鄭
氏
洪
武
初

？
東
銭
湖
殷
家
湾

鄭
以
玖
居
東
銭
湖
殷
家
湾
、
為
宋
嘉
祐
進
士
明
州
録
事
参

軍
鄭
騏
十
世
孫
。

騏
自
杭
州
遷

、
遷
浙
始
祖
為
唐

咸
通
進
士
歴
官
右
僕
射
鎮
東
節
度

使
鄭
政
、
自
河
南
来
、
清
殉
難
挙

人
鄭
聖
颺
為
其
后
。

296

96-2
鄭
氏
宣
徳
間

奉
化
県
洞
橋
白
水
姜
山
前
鄭
家
庄

鄭
伯
大
、
偕
弟
伯
盛
、
伯
川
自
奉
化
洞
橋
白
水
遷
居
姜
山

前
鄭
家
庄
。

其
裔
孫
分
居
東
銭
湖
畔
、
姜
山
、
蔡

郎
橋
、
甲
村
南
杜
村
。

296

96-3
鄭
氏
明
中
期

慈
渓
県
城

乍
浦
郷
蔣
家
村
，
西
北

19.1km
，
西
北
1.5km

据
伝
、
明
中
期
慈
城
鄭
氏
兄
弟
来
此
攻
読
、
発
迹
后
在
此

定
居
。
后
村
以
鄭
姓
為
主
、
故
名
。

216

96-4
鄭
氏
明

慈
溪
県
半
浦

咸
祥
鎮

鄭
運
自
慈
溪
遷
居
咸
祥
鎮
。

296
96-5

鄭
氏
明

？
下
車
橋

鄭
松
七
居
下
車
橋
。

296
96-6

鄭
氏
明

？
邱
隘
合
掌
橋

鄭
邦
隆
居
邱
隘
合
掌
橋
。

其
裔
分
居
餘
姚
大
隠
、
北
崙
小
港
。

296
97

黎
氏
明

？
麗
水
郷
黎
山
后

黎
氏
（
名
字
未
詳
）
居
麗
水
郷
黎
山
后
。

307

98- 1
盧
氏
嘉
靖
間

定
海
県

霊
橋
君
子
營

盧
家
錦
自
定
海
遷
居
霊
橋
君
子
營

邱
隘
盧
氏
亦
属
此
派
、
清
時
中
書

盧
址
、
教
諭
盧
鎬
、
光
禄
寺
署
正

盧
杰
為
其
后
。

281

98-2
盧
氏
明
万
暦
間
定
海
県
金
塘

君
子
営
北
街
中
段

盧
氏
始
居
定
海
金
塘
、
自
称
万
暦
間
、
峰
公
遷
、
累

世
饒
裕
、
至
七
世
孫
寅
仲
富
甲
郷
里
、
即
青
崖
之
父
也
。

盧
氏
抱
経
楼
、
盧
青
崖
中
書
蔵
書

之
所
、
青
崖
名
址
、
字
丹
陸
。

27-
888

98-3
盧
氏
天
啓
以
前
餘
姚
県

妙
山
郷
蘆
家
村
，
西
北

19km
，
西
0.9km

以
姓
氏
得
名
、
従
餘
姚
遷
来
、
天
啓
慈
溪
縣
志
已
載
有
盧

家
。

147

99
穆
氏
嘉
靖
間

紹
興
穆
家
湾

湾
頭
郷
后
穆
村
，
北
3km
，

東
0.8km

穆
姓
于
明
嘉
靖
間
従
紹
興
穆
家
湾
遷
来
。

因
村
南
馬
家
村
有
穆
姓
、
為
便
于

区
別
、
前
者
名
前
穆
村
、
該
村
即

名
后
穆
村
。

213

100
鮑
氏
成
化
間

県
三
橋

陳
婆
渡
鮑
家
旺

鮑
昭
元
自
三
橋
遷
居
陳
婆
渡
鮑
家
旺
。

其
裔
孫
分
遷
定
橋
･
虞
家
･
横
渓
･

陳
家

･
西

･
城
内
和
義
門
及
杭

州
･
奉
化
･
舟
山
･
蕭
山
･
象
山
等

処
。

306

101-1
厳
氏
天
啓
間

県
翁
岩

西
郊
郷
五
江
口
村
，
西
北

4.5km
，
西
北
3.2km

厳
姓
世
居
、
祖
籍
福
建
、
于
明
朝
天
啓
間
従
県
翁
岩
遷

此
。

92

101-2
厳
氏
明

県
桃
江

鍾
公
廟
厳
家
滙
頭

厳
洁
羽
自
桃
江
遷
居
鍾
公
廟
厳
家
滙
頭
。

清
初
四
世
孫
厳
愷
遷
潘
火
郷
秦
家

畝
。

284

101-3
厳
氏
明

？
横
街
頭
東
頭

厳
氏
（
名
失
伝
）
居
横
街
頭
東
頭
。

284
101-4

厳
氏
明

?
布
政
郷
宋
厳
王

厳
氏
（
名
失
伝
）
居
布
政
郷
宋
厳
王
。

一
支
徙
居
古
林
。

284



一
二
三

明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

199

102-1
謝
氏
明
初

慈
溪
県
青
林
郷

沙
巷
（
前
営
守
備
署
）

謝
氏
先
代
居
慈
溪
青
林
郷
、
伯
昌
始
遷
郡
城
、
生
升
（
永

楽
己
丑
進
士
）
官
御
史
、
四
伝
庠
生
瑜
、
生
九
皋
、
九
皋

生
一
爵
、
礼
部
儒
士
、
以
子
三
賓
貴
、
贈
通
議
大
夫
。

16-
498

102-2
謝
氏
正
徳
中

餘
姚
県
第
四
門

贍
岐
郷

謝
建
業
自
餘
姚
第
四
門
遷
居
贍
岐
郷
。

305
102-3

謝
氏
明

餘
姚
県

天
童
郷
鳳
下
渓

謝
達
一
自
餘
姚
遷
居
天
童
郷
鳳
下
渓
。

其
裔
有
分
遷
慈
溪
蟠
松
･
大
者
。

305

102-4
謝
氏
明

慈
溪
県
青
林
渡

月
湖

謝
仲
華
、
其
妻
田
氏
二
十
、
矢
志
守
節
、
隣
有
富
豪
欲
改

其
志
、
乃
潜
携
幼
子
遷
居
月
湖
。

鎮
明
嶺
南
南
郭
謝
御
史
第
亦
属
此

派
。
進
士
監
察
御
史
謝
永
升
･
殉

難
太
僕
少
卿
謝
于
宣
･
清
雲
南
提

学
僉
事
謝
于
道
･
知
山
東
蓬
莱
県

謝
為
憲
為
其
后
。

305

103
鍾
氏
明

県
鍾
家
庫

潘
火
郷
楊
家
漕

鍾
安
道
自
鍾
家
庫
遷
居
潘
火
郷
楊
家
漕
。

其
裔
分
居
象
山
及
江
北
岸
、
江
東
売

席
橋
、
団
橋
。

298

104
韓
氏
明

河
南

望
春
郷
藕
纜
橋

文
林
郎
韓
師
堂
自
河
南
徙
居
望
春
郷
藕
纜
橋
。

清
孝
子
韓
菘
永
為
其
后
。

304

105
戴
氏
嘉
靖
間

県
東
銭
湖

城
東
新
河
頭
林
語
巷
（
即
戴

家
弄
）

東
始
祖
戴
隆
之
十
六
世
孫
戴
道
江
、
字
文
江
、
由
東
銭

湖
遷
居
城
東
新
河
頭
林
語
巷
（
即
戴
家
弄
）。

戴
道
江
為
江
東
戴
氏
一
世
祖
。
城

内
紫
薇
街
戴
氏
亦
属
此
派
。

307

106
顔
氏
元
末
明
初
？

慈
城
鎮
徐
顔
村
，
西
北

11.3km
，
東
南
4.6km

村
建
于
元
末
明
初
。

1949
年
前
為
顔
街
和
后
堰
頭
徐

家
両
部
分
、
50
年
代
初
才
以
姓

氏
命
名
為
徐
顔
。

138

107
魏
氏
明
中
期

三
北

裘
市
鎮
魏
家
村
，
西
北

10.8km
，
北
偏
西
0.8km

明
朝
中
期
、
一
魏
姓
三
北
人
従
魏
家
遷
此
安
家
、
繁
衍
成

村
、
村
以
姓
名
。

三
北
（
餘
姚
北
･
慈
溪
北
･
鎮
海

北
）

176

108
羅
氏
明

餘
姚
県
羅
江

東
郊
郷
羅
家
村
，
東
南

4.7km
，
東
南
2.6km

以
主
姓
得
名
、
羅
氏
自
餘
姚
羅
江
遷
此
、
至
今
15
代
。

256

109-1
蘇
氏
明

慈
溪
県

高
橋
蘇
家

蘇
細
自
慈
溪
遷
至
高
橋
蘇
家
。

其
祖
京
一
、唐
大
中
十
二
年（
858）

遷
慈
溪
。

284

109-2
蘇
氏
明

慈
溪
県

段
塘
鎮
蘇
家
村
，
西
南

4. 3km
，
西
北
0.8km

拠
民
国
県
通
志
載
、
蘇
氏
先
祖
、
明
時
自
慈
溪
遷
此
。

含
汪
家
翁
家
両
家
小
地
名
、
以
世

居
蘇
姓
得
名
。

86

110-1
顧
氏
明
末

崑
山
県

城
内
三
角
地

明
末
兵
馬
指
揮
使
顧
連
堂
、
魯
王
監
国
時
自
崑
山
遷
居
城

内
三
角
地
。

后
世
遷
徙
無
常
、
散
居
城
廂
内
外
者

不
只
一
処
。

其
先
遷
居

五
代
禅
寺
左
、
近
宅

旁
有
井
、
称
顧
家
井
。

300

110-2
顧
氏
明
末

紹
興
白
塔
洋

下
応
郷
六
村

明
末
顧
念
陸
自
紹
興
白
塔
洋
亜
遷
居
下
応
郷
六
村
。

分
孟
･
仲
･
季
三
大
房
。
其
中
孟
房

后
裔
徙
居
城
内
北
大
路
。

300

110-3
顧
氏
明

紹
興

東
郊
郷
外
河
沿
村
，
東
南

4.5km
，
東
南
2.6km

顧
姓
明
代
自
紹
興
遷
此
。

256

110-4
顧
氏
明

？
望
春
郷
東
北

顧
氏
（
名
字
失
伝
）
居
望
春
郷
東
北
。

300

111-1
龔
氏
明
末

県
呉
龔

望
春
山
西
首

龔
世
山
自
本
県
呉
龔
遷
居
望
春
山
西
首
。

拠
湖
龔
氏
宗
譜
、
世
山
為
滕
家

洋
龔
氏
十
八
世
孫
。

303

111-2
龔
氏
明

県
呉
龔

洞
橋
郷
野
猫
洞
港

龔
紹
良
自
本
県
呉
龔
遷
居
洞
橋
郷
野
猫
洞
港
。

302

112
蕭
氏
明

県
城
紫
薇
街
后

庫
営
房

道
陳

蕭
執
中
因
贅
于
陳
陳
氏
、
遂
自
城
紫
薇
街
后
庫
営
房

遷
居
道
陳
。

303



一
二
四

200

表
２
、
明
代
寧
波
沿
海
部
（
鎮
海
県
）
に
お
け
る
遷
住

番
号

姓
移
住
時
期

出
身
地

移
住
先

始
祖

再
移
住

備
考

頁

1-1
干
氏
明
代

外
地

汶
渓
西

明
代
由
外
地
遷
入
。

清
康
煕
間
七
世
祖
一
支
徙
寧
海
下

河
。

汶
渓
西
干
氏

187

1-2
干
氏
明
中
期

本
県
崇
邱
郷
高
河
塘
（
江
南
衙
前

西
）

大
碶
鎮

明
中
葉
由
崇
邱
郷
高
河
塘
遷
入
。

分
支
有
新
碶
（
鎮
）
干
氏
。

大
碶
干
氏

187

2-1
方
氏
明
末

河
南

清
湖
方
家
宅
基

明
末
由
河
南
遷
入
。

清
湖
方
家
宅
基
方
氏

184

2-2
方
氏
正
徳
年
間
福
建
蒲
城

隘
林
頭

明
正
徳
間
由
閩
之
蒲
城
遷
入
。

分
支
有
霞
浦
方
戴
（
霞
浦
鎮
）、

大
榭
王
榭
（
大
榭
島
）。

隘
林
頭
方
氏

184

2-3
方
氏
万
暦
間

霊
緒
鳳
浦

定
海

墅
其
一
支
于
明
万
暦
間
遷
定
海
墅
方
、
繁
衍
成
族
。

靖
康
元
年
為

県
令
、
因
貧
不
能

帰
、
后
偕
子
転
徙
霊
緒
鳳
浦
湖
、

子
孫
四
衍
、
繁
衍
成
族
。

184

3-1
王
氏
正
統
年
間
福
建
省

楓
林
鎮
王
家
港

明
正
統
時
由
福
建
遷
入
。

楓
林
王
家
港
王
氏

180
3-2

王
氏
崇
禎
年
間
福
建
省
莆
田
県

城
西
新
添
廟
橋

約
崇
禎
間
由
福
建
莆
田
遷
入
。

新
添
廟
橋
王
氏

180
3-3

王
氏
明
末

福
建
省

石
塘
下

明
末
由
福
建
遷
入
。

石
塘
下
王
氏

180
3-4

王
氏
嘉
靖
年
間
奉
化
県

三
山
海
口

明
嘉
靖
間
由
奉
化
遷
入
。

三
山
海
口
王
氏

180
3-5

王
氏
明
後
期

三
北
（
慈
谿
県
龍
山
鎮
西
）
邱
王
駱
駝
堰
頭

明
后
期
従
三
北
邱
王
遷
入
。

駱
駝
堰
頭
王
氏

179
3-6

王
氏
明
末

三
北
（

?）
庄
市
鎮

明
末
由
三
北
遷
入
。

荘
市
田
野
王
王
氏

179
3-7

毛
氏
明
初

寧
波
燕
子
漕

霞
浦
関
毛
陳

明
初
由
寧
波
燕
子
漕
遷
入
。

霞
浦
関
毛
陳
毛
氏

186
3-8

王
氏
正
徳
年
間

江
橋

隘
石
馬

明
正
徳
間
由
江
橋
遷
入
。

隘
石
馬
王
氏

180
3-9

王
氏
崇
禎
年
間

西
望
春
橋

上
横

明
崇
禎
間
由
西
望
春
橋
遷
入
。

上
横
王
氏

180
4-1

史
氏
洪
武
年
間
東
銭
湖
史
氏

大
石
門

明
洪
武
年
間
亦
由
東
銭
湖
史
家
遷
入
。

大
石
門
史
氏

184
4-2

史
氏
明
初

寧
波
張
斌
橋

楊
木
村

明
初
従
寧
波
張
斌
橋
遷
入
。

分
支
有
白
峰
小
門
。

楊
木
村
史
氏

184
5

石
氏
明
時

浙
江
省
新
昌
県

紫
石
郷
里
河

明
時
自
新
昌
遷
入
。

分
支
有
白
峰
小
門
石
氏
。

紫
石
郷
里
河
石
氏

185

6
向
氏
明
初

？
城
区

始
祖
向
国
楨
系
明
初
従
征
有
功
世
襲
定
海
衛
指
揮
使
、

県
内
十
八
衛
之
一
、
嗣
裔
定
居
于
此
。

城
区
向
氏
。

187

7-1
朱
氏
成
化
年
間
南
京

荘
市
朱
家
岸

明
成
化
間
由
南
京
遷
入
。

荘
市
朱
家
岸
朱
氏

182
7-2

朱
氏
明
末

安
徽
省
歙
県

崇
邱
郷
小
港
方
前

先
世
随
李
自
成
起
義
遷
入
。

小
港
方
前
朱
氏

182
7-3

朱
氏
明
中
期

顔
家
橋
朱
家

長
石
鎮
黄
楊

明
中
期
由
顔
家
橋
朱
家
遷
入
。

長
石
黄
楊
朱
氏

182
7-4

朱
氏
明
末

？
張
鑑

碶
明
末
隠
居
是
村
。

張
鑑
碶
朱
氏
、
明
宗
室
一
系
。

182

7-5
朱
氏
明
末

？
霞
浦
鎮
朱
家
塘

明
末
居
此
。

霞
浦
朱
家
塘
朱
氏
、
為
明
宗
室
支

系
。

182

8
何
氏
成
化
年
間
慈
溪
県
丈
亭

汶
渓
鎮
廟
湾

明
成
化
間
由
丈
亭
遷
入
。

汶
渓
廟
湾
何
氏

185
9-1

余
氏
明
中
葉

餘
姚
県
逍
路
頭
余
家

浦
鎮

明
中
期
由
餘
姚
逍
路
頭
余
家
遷
此
。

浦
余
厳
余
氏

185
9-2

余
氏
明
末

奉
化
県

城
西
賀
駕
橋

明
末
由
奉
化
遷
入
。

賀
駕
橋
余
氏

185

10-1
呉
氏
成
化
年
間
福
建

駱
駝
下
河
（
時
属
慈
溪
県
徳
門
郷

水
村
）

明
成
化
間
自
福
建
遷
入
。

駱
駝
下
河
呉
氏

182

10-2
呉
氏
洪
武
年
間
？

河
頭
郷
呉
家

明
洪
武
間
遷
入
。

河
頭
呉
家
呉
氏

182
11

宋
氏
万
暦
年
間
？

定
居
于
汶
渓

祖
先
宋
曽
為
明
諫
議
大
夫
、
明
万
暦
年
間
定
居
于
此
。

汶
渓
宋
氏
、
上
宋
氏
。

187
12

杜
氏
万
暦
年
間
？

河
頭
前
杜
后
杜

明
万
暦
間
自

県
管
江
遷
入
。

河
頭
前
杜
･
后
杜
杜
氏

186
13-1

李
氏
明
末

寧
波

柴
橋
新
李
･
老
李
家

明
末
従
寧
波
遷
入
。

分
支
遷
白
峰
中
嶺
脚
等
処
。

柴
橋
新
李
老
李
氏

181
13-2

李
氏
明
末

？
李
蝦
橋

先
世
明
末
謫
此
。

李
蝦
橋
新
老
李
氏

181
14-1

応
氏
万
暦
年
間
定
海
県

河
頭
師
古

（
県
北
横
渓
東
）

明
万
暦
間
由
定
海
遷
入
。

河
頭
師
古
応
氏

186



一
二
五

明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

201

14-2
応
氏
崇
禎
年
間

県
下
応

湾
塘
応
鄭
間

明
崇
禎
間
由
県
下
応
遷
入
。

憩
橋
応
氏

186

15-1
汪
氏
明
代

安
徽

郭
巨
鎮

源
出
安
徽
、
先
祖
明
初
従
征
有
功
、
世
襲
衛
指
揮
使
、

至
汪
友
敬
、
襲
職
郭
巨
所
、
子
孫
遂
定
居
。

郭
巨
嗣
徽
堂
汪
氏

185

15-2
汪
氏
洪
武
年
間
？

邑
東
管
郷
清
水
浦

始
祖
汪
思
顔
、
明
洪
武
間
従
戍
鎮
海
、
遂
世
居
邑
東

管
郷
清
水
浦
。

有
分
支
半
路
汪
等
。

臨
江
汪
氏
、
別
称
大
宗
汪
。

185

16-1
沈
氏
嘉
靖
年
間
河
南
省

河
頭
杜
郭

明
嘉
靖
年
間
、朝
臣
顔
姓
兄
弟
避
禍
遷
于
此
、改
沈
姓
。

河
頭
杜
郭
沈
氏

182

16-2
沈
氏
崇
禎
年
間
福
建

梅
山

始
祖
沈
正
原
、
明
崇
禎
年
間
遷
入
、
為
梅
山
最
早
落

戸
之
姓
族
。

梅
山
沈
氏

182

16-3
沈
氏
明
清
間

三
北
沈
師
橋

浦
･
河
東
･
西
河
･
貴
駟
･
愛

登
･
龍
舌
･
庄
市
沈
葛
劉
屠
･
臨

江
･
三
山
慈
峰

北
宋
末
避
兵
災
遷
沈
師
橋
定
居
、
后
裔
陸
続
徙
山
南
。

分
支
有
浦
･･･。

鎮
北
一
帯
沈
姓
源
多
出
三
北
沈
師

橋
、
祖
籍
江
西
源
。

182

17
沃
氏
成
化
年
間
泰
邱
洪

（
瑞
巖
北
）
･
崇
邱
姚

墅
（
即
下
邵
）

柴
橋

裔
孫
沃
、
明
成
化
進
士
、
始
徙
柴
橋
築
宅
発
族
。

分
支
有
下
竹
園
･
烏
岩
下
･
崔
西

･
大
榭
･
三
山
双
獅
･
白
峰
山

防
･
小
門
･
北

･
郭
巨
双
。
煕
寧
年
間
、
沃
元

致
富
族
興
、

其
沃
潜
崇
寧
三
年
進
士
。

185

18-1
周
氏
嘉
靖
年
間
山
東
省
青
州

柴
橋
鎮
洞
橋

明
嘉
靖
間
由
山
東
青
州
遷
入
。

分
支
有
柴
橋
上
周
･
下
周
･
西
周

･
霞
浦
中
塘
･
神
馬
等
処
。

柴
橋
洞
橋
周
氏
。
相
伝
始
祖
本
姓

劉
、
参
加
反
元
起
義
失
敗
、
有
兄

弟
三
人
逃
此
隠
匿
、
改
姓
周
。
唯

紫
石
周
調
、
明
時
復
姓
劉
。

181

18-2
周
氏
正
統
年
間
奉
化
県
西
塢
尚
橋

柴
橋
施
隘

明
正
統
年
間
由
奉
化
県
西
塢
尚
橋
遷
入
。

分
支
有
大
榭
下
廠
･
周
家
墩
･
太

平
･
長
塘
･
長
墩
等
処
。

柴
橋
施
隘
周
氏

181

18-3
周
氏
明
初

舟
山

周
家
楼
下

明
初
由
舟
山
遷
入
。

周
家
楼
下
周
氏

181

18-4
周
氏
明
弘
治
年

間
定
海

長
石
鎮
周
河
潭

明
弘
治
間
由
定
海
遷
入
。

長
石
周
河
潭
周
氏

181

18-5
周
氏
正
統
年
間

県
茅
山

三
山
上
周

明
正
統
年
間
由
県
茅
山
遷
入
。

三
山
上
周

周
氏

181
18-6

周
氏
洪
武
年
間
？

河
頭
下
周

明
洪
武
年
間
遷
入
。

河
頭
下
周
氏

181
18-7

周
氏
明
時

？
駱
駝
賛
大
門

約
在
明
時
遷
入
。

駱
駝
賛
大
門
周
氏

181

19-1
邵
氏
明
後
期

范
陽
（
河
北
涿
県
）
→
臨
安
→
餘

姚
鎮
海
城
内
･
荘
市
勤
勇
老
邵

約
明
后
期
、
有
分
支
遷
鎮
海
城
内
和
老
邵
。

分
支
有
鎮
海
城
内
、
老
邵
、
更
有

新
邵
、
小
邵
家
。

荘
市
勤
勇
老
邵
氏
、宋
邵
雍
之
後
、

北
宋
末
避
金
兵
乱
、
遷
于
臨
安
、

遷
定
居
餘
姚
。

184

19-2
邵
氏
成
化
年
間
山
東
省

県
城
孝
聞
坊
邵
衙
弄

始
祖
邵
瑜
明
成
化
間
宦
游
占
籍
定
海
、
世
居
県
城
孝

聞
坊
。

県
城
邵
衙
弄
邵
氏

184

19-3
邵
氏
洪
武
年
間
湖
南
省

西
経
堂

明
洪
武
年
間
由
湖
南
遷
入
。

西
経
堂
邵
氏

184
19-4

邱
氏
嘉
靖
年
間
三
北
（
鎮
･
慈
溪
窰
湖
北
） 

高
塘
邱
李
王

明
嘉
靖
年
間
由
三
北
遷
入
。

高
塘
邱
李
王
邱
氏

185

19-5
邱
氏
万
暦
崇
禎

年
間

邱
隘
鎮

新
碶
（
鎮
）
千
丈
塘
･
袋
底
･
隆

順
均
系
明
万
暦
･
崇
禎
間
由
邱
隘
遷
入
。

新
碶
千
丈
塘
邱
氏
、
袋
底
邱
氏
、

隆
順
邱
氏
（
皆
同
宗
）。

185

19-6
邵
氏
正
徳
年
間
寧
波
湖
西

三
山

明
正
徳
間
由
寧
波
湖
西
遷
入
。

三
山
邵
氏

184

20
范
氏
洪
武
年
間
平
江
府

県
之
沙
頭

洪
武
初
、
始
祖
名
其
善
自
平
江
遷
県
之
沙
頭
、
子
孫

繁
衍
后
即
以
姓
名
地
称
兪
范
。

兪
范
范
氏
（
鎮
海
県
城
西
地
図
1）
187

21-1
金
氏
正
統
間

江
蘇
省
太
倉
県

塔
峙

明
正
統
年
間
由
江
蘇
太
倉
遷
入
。

分
支
有
牌
門
金
家
、
霞
浦
金
家
、

白
峰
金
家
等
。

塔
峙
金
氏

184

21-2
金
氏
正
徳
嘉
靖

年
間

県
韓
嶺
（
東
銭
湖
東
）

崇
邱
郷
徐
家
洋
→
城
関
童
李
衙
弄
明
正
徳
･
嘉
靖
間
遷
崇
邱
徐
家
洋
、
旋
遷
此
。

分
支
有
荘
市
長
河
塘
、
楓
林
金
家

斗
等
処
。

城
関
童
李
衙
弄
金
氏

184

22
斉
氏
永
楽
間

台
州
天
台
県

算
山

明
永
樂
間
由
天
台
県
遷
入
。

算
山
斉
氏

187

23-1
兪
氏
明
洪
武
間
山
東
省
青
州
府

隘
兪
王

在
明
洪
武
年
間
由
山
東
省
青
州
府
遷
入
。

分
支
有
堂
五
房
兪
、
江
南

兪
、

塔
峙
何
兪
、峙
頭
（
鎮
海
県
東
端
）

外
兪
。

隘
兪
王
兪
氏

183



一
二
六

202

23-2
兪
氏
明

福
建

江
南
市

明
時
由
福
建
遷
入
。

分
支
有
双
斢
兪
家
。

江
南
石
橋
兪
氏

183
23-3

兪
氏
明
万
暦
間

県
湖
里

霞
浦
鎮
水
兪

明
万
暦
間
由
県
湖
里
遷
入
。

霞
浦
水
兪
兪
氏

183
23-4

兪
氏
明
中
葉

西
黄
古
林
兪
家

駱
駝
兪
家

明
中
葉
自
西
黄
古
林
兪
家
遷
入
。

駱
駝
兪
家
兪
氏

183

24-1
姚
氏
明
初

安
徽
省
鳳
陽
県
重
華
堂

郭
巨
鎮

先
祖
系
明
初
築
郭
巨
千
戸
所
城
時
指
揮
之
一
。

後
裔
分
遷
江
南
沿
江
･
江
北
湾
塘

･
県
五
郷
碶
等
処
。

郭
巨
姚
氏

185

24-2
姚
氏
成
化
年
間
餘
姚
県

汶
渓
鎮

明
成
化
年
間
由
餘
姚
遷
慈
城
。
再
遷
此
。

汶
渓
姚
氏

185
25-1

洪
氏
嘉
靖
間

慈
溪
漢
塘
（
洪
塘
）

周
家

明
嘉
靖
間
第
10
世
洪
遷
周
家
立
基
。

周
家
周
氏

186

25-2
洪
氏
洪
武
年
間
洪
塘
鎮

長
石
廟

明
洪
武
年
間
由
洪
塘
遷
此
。

分
支
有
廟
洪
･
顔
家
橋
洪
･
斗
底

洪
･
正
二
房
洪
。
逍
遥
橋
洪
、
又

有
支
系
新
洪
家
。

長
石
廟
洪
氏

186

26-1
郎
氏
明
初

？
貴
駟
鎮

明
初
遷
入
。

貴
駟
郎
氏
･
新
郎
氏

187
26-2

郎
氏
成
化
年
間
老
郎

西
経
堂

明
成
化
間
由
老
郎
遷
入
。

西
経
堂
郎
氏

187

27
施
氏
嘉
靖
年
間
山
東
省

鎮
海
城
西
門
外

明
嘉
靖
間
由
山
東
遷
居
県
城
西
門
外
。

其
后
有
兄
弟
倆
遷
此
、
分
前
后
両

房
前
施
・
后
施
施
氏

186

28-1
胡
氏
明
末

湖
南
省

借
邑
港

係
明
開
国
元
勲
胡
大
海
後
裔
、
明
末
由
湖
南
遷
此
。

分
支
有
湾
頭
胡
氏
･
雁
宕
廟
胡
氏

･
秦
胡
胡
氏
等
。

借
邑
港
胡
氏

180

28-2
胡
氏
嘉
靖
年
間
福
建
蒲
城

団
橋
寺
后
胡

明
嘉
靖
年
間
避
倭
難
。

団
橋
寺
后
胡
胡
氏

180
28-3

胡
氏
明
中
期

餘
姚
県

長
石
河
娘
橋

明
中
期
自
餘
姚
遷
入
。

長
石
河
娘
橋
胡
氏

180

28-4
胡
氏
崇
禎
年
間
餘
姚
県
柏
山
（
0） 

呂
鑑

明
崇
禎
間
由
餘
姚
柏
山
遷
入
。

分
支
有

隘
后
漕
、
霞
浦
朱
塘
胡

等
。

呂
鑑
橋
胡
氏

180

28-5
胡
氏
明
初

奉
化
県
梅
龍
港

霞
浦
河
西
村
→
河
東
村
･
水
兪

始
祖
在
明
初
奉
化
梅
龍
港
徙
居
河
西
村
、
后
次
子
遷

河
東
、
三
子
遷
水
兪
。

分
支
有
下
洋
･
大
榭
･
華
峙
･
峙

頭
（
鎮
海
県
東
端
）。

霞
浦
大
胡
氏

180

29-1
柴
氏
明
万
暦
年

間
三
北
（
鎮
、
慈
溪
県
）
裘
市
柴
家
臨
江
柴
家
（
大
柴
･
小
柴
）

明
万
暦
間
支
派
徙
此
定
居
。

臨
江
柴
家
柴
氏

187

29 -2
柴
氏
明
万
暦
年

間
寧
波

霞
浦
鎮
朱
塘

明
万
暦
間
由
寧
波
遷
入
。

霞
浦
朱
塘
柴
氏

187

30-1
倪
氏
明
末

福
建

荘
市
蛟
河
倪

明
末
自
福
建
遷
入
。

荘
市
蛟
河
倪
倪
氏

186

30-2
倪
氏
明
万
暦
年

間
上
倪

楓
林
下
倪
橋

明
万
暦
間
由
上
倪
遷
入
。

楓
林
下
倪
橋
倪
氏

186

31-1
夏
氏
明
正
徳
年

間
紹
興

江
南
鎮
夏
度
夏
家

明
正
徳
間
由
紹
興
遷
入
。

江
南
夏
度
夏
氏

185

31-2
夏
氏
明
天
順
間
慈
溪

憩
橋

元
時
一
支
遷
入
憩
橋
、
為
明
天
順
朝
大
理
寺
夏
時
正

故
里
。

憩
橋
夏
氏
、
祖
籍
隴
西
、
后
定
居

慈
溪
。

185

31-3
夏
氏
明
末

？
庄
市
鎮
里
夏
･
外
夏

明
末
遷
入
。

庄
市
鎮
里
夏
･
外
夏
氏

185
32-1

孫
氏
洪
武
年
間
奉
化
県

臨
江
張
陳
傅

明
洪
武
間
由
奉
化
遷
入
。

臨
江
張
陳
傅
孫
氏

183

32-2
孫
氏
万
暦
年
間
慈
溪
県
丈
亭

清
水
橋

明
万
暦
間
由
慈
溪
丈
亭
遷
入
。

後
裔
徙
居
大
榭
較
多
、
孫
家
･
孫

家
墩
･
下
廠
孫
家
等
。

清
水
橋
孫
氏

183

32-3
孫
氏
明
末

新
路

大
碶
鎮
緑
化

明
末
由
新
路
遷
入
。

大
碶
緑
化
孫
氏

183
34-1

徐
氏
洪
武
年
間
洋
墅
徐
宗

隘
徐
洋

有
明
洪
武
年
間
遷
入
隘
徐
洋
。

隘
徐
洋
徐
氏
。

181
34-2

徐
氏
永
楽
四
年
洋
墅
徐
宗

小
港
（
鎮
）
徐
洋

明
永
樂
4
年
遷
入
小
港
徐
洋
。

今
分
前
徐
后
徐
。

小
港
徐
洋
徐
氏

181
35

秦
氏
万
暦
年
間
慈
溪
県
城

汶
渓
秦
家

明
万
暦
年
間
由
慈
城
遷
入
。

汶
渓
秦
家
秦
氏

187
36

翁
氏
万
暦
年
間
慈
溪
沢
山
頭
翁

河
頭
翁
家
池

明
万
暦
間
由
慈
溪
沢
山
頭
翁
家
遷
入
。

河
頭
翁
家
池
翁
氏

186

37
華
氏
明
初

定
海
施
行
山

駱
駝
前
華
･
后
華
･
華
家
･
華
唐

華
家
等

明
初
遷
此
。

駱
駝
前
華
華
氏

187



一
二
七

明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

203

38
馬
氏
嘉
靖
年
間
河
南

塔
峙
西

明
嘉
靖
間
由
河
南
遷
入
。

分
支
有
霞
浦
馬
氏
、
白
峰
官
荘
馬

氏
。

后
施
馬
氏

186

39-1
袁
氏
明
末

慈
溪
県
陸
家
埠

覚
渡

明
末
由
慈
溪
陸
家
埠
遷
入
。

分
支
有
荘
市
万
嘉
橋
。

覚
渡
袁
氏

185

39-2
袁
氏
明
崇
禎
年

間
県
東
銭
湖
頭

江
南
鎮

明
崇
禎
間
由
東
銭
湖
堰
頭
袁
家
遷
入
。

江
南
前
袁
（
江
南
鎮
）
后
袁
氏

185

39-3
袁
氏
明

城
西
郊
郷

陳
家
浦
･
柴
橋
･
洞
橋

后
随
従
宋
高
宗
到
明
州
、
定
居

城
西
郊
、
明
時
有

分
支
遷
陳
家
浦
･
柴
橋
･
洞
橋
。

陳
家
浦
･
柴
橋
･
洞
橋
陳
氏

40-1
張
氏
明
初

河
北
清
河
県
百
忍
堂
張
宗

郭
巨
鎮

均
為
明
初
築
郭
巨
城
時
偕
来
的
指
揮
使
后
裔
。

今
子
姓
分
布
郭
巨
全
鎮
。

郭
巨
北
門
、
百
忍
堂
、
南
門
張
氏
。
180

40-2
張
氏
明

河
北
清
河
県
百
忍
堂
張
宗

貴
駟
西
港
頭

明
時
由
河
北
清
河
県
百
忍
堂
張
宗
遷
入
。

今
分
系
有
双
斢
、王
家
橋
張
家
等
。
貴
駟
西
港
頭
張
氏

180
40-3

張
氏
成
化
年
間
定
海
県
舟
山

望
娘
山
下
→
隘

明
成
化
年
間
由
舟
山
遷
入
、
始
居
望
娘
山
下
。

隘
后
洋
張
氏

180
40-4

張
氏
明
晩
期

県
姜
山

張
鑑
碶

明
晩
期
由
姜
山
遷
入
。

張
鑑
碶
張
氏

180

40-5
張
氏
明
清

寧
波
西
門
外
張
埠

高
塘
上
張
家
埠
･
下
張
家
埠
･
塔

峙
丁
山
下
･
和
鴿

･
霞
浦
朱
塘

･
柴
橋
楼
下
張

寧
波
西
門
外
張
埠
張
氏
、
子
孫
于
明
清
両
代
陸
続
遷

鎮
、
定
居
成
族
。

后
又
派
衍
、
山
下
張
氏
、
魁
斗
橋

張
氏
。

寧
波
西
門
外
張
埠
張
氏

180

41
康
氏
万
暦
年
間
塔
峙
（
大
碶
鎮
南
地
図
1）
東

新
碶
鎮
康
家
山

明
万
暦
年
間
由
塔
峙
東
遷
入
。

新
碶
康
家
山
康
氏

188
42-1

陳
氏
永
楽
年
間
安
徽
省
定
遠
県

城
関
陳
衙
弄

祖
陳
鑑
為
定
海
衛
百
戸
、
遂
定
居
衍
族
、
并
以
名
地
。

城
関
陳
衙
弄
陳
氏
。

180

42-2
陳
氏
明

南
京
洪
氏
牌
楼

梅
堰

始
祖
陳
舜
徳
官
布
政
使
、
自
南
京
徙
梅
堰
。

明
萬
暦
以
後
、
其
三
子
復
遷
于
兪

范
（
鎮
海
県
城
西
地
図
1）
施
周
。
兪
范
施
周
陳
氏
。

180

42-3
陳
氏
明
末

福
建

荘
市
蛟
河

明
末
自
福
建
遷
入
。

荘
市
蛟
河
陳
氏

180

42-4
陳
氏
明

三
北（
鎮
、慈
溪
県
）掌
起
橋（
鎮
、

慈
溪
県
）
陳
宗

紋
溪
山
下
･
河
頭

源
出
三
北
掌
起
橋
陳
宗
有
紋
溪
山
下
陳
･
河
頭
陳
、

均
在
明
時
遷
入
。

紋
溪
山
下
陳
氏
、
河
頭
陳
氏
。

180

42 -5
陳
氏
崇
禎
年
間
圧
賽
堰
（
県
城
東
北
地
図
2）
陳

家
下
邵
陳
家
湾

明
崇
禎
間
由
陳
家
遷
入
。

下
邵
陳
家
湾
陳
氏

180

42-6
陳
氏
明
清

県
姜
山
（
鎮
･
県
南
）
陳
氏

大
本
堂
･
徳
声
堂
･
雨
鈔
堂

浦
陳
家
弄
･
曲
滙
塘
･
李
蝦
橋

･
沙
河
頭
･
駱
駝
大
東
陳
･
荷
花

池
頭
･
大
小
河
角
頭
陳
･
団
橋
頭

･
河
頭
大
小
陳
底
堰
･
田
舎
陳
･

荘
市
東
頭
陳
･
中
官
路
陳
･
湾
塘

三
合
前
陳
･
石
塘
下
･
江
南
陳

十
四
房
･
小
港
剡

･
大

碶
周
隘

陳
･
高
塘
沿
海
陳
･
半
浦
陳
･

隘
嘉
溪
･
塔
峙
楊

･
霞
浦
陳
華

鋪
･
関
毛
陳
･
紫
石
陳
打
鼓

･
上
陽
黄
老

･
峙
頭
（
鎮
海
県
東

端
）
升
螺
･
三
山
慈
東
･
梅
山
下

岸
等
陳
家

源
多
出
姜
山
陳
氏
大
本
堂
･
徳
声
堂
･
雨
鈔
堂
、
明

清
両
代
遷
入
、
旺
族
后
支
派
四
衍
、
有

浦
陳
家
弄
･

曲
滙
塘
･
李
蝦
橋
･･･。

姜
山
陳
氏
大
本
堂
･
徳
声
堂
･
雨

鈔
堂
宗

180

43
陸
氏
萬
暦
年
間
寧
波
西
門
外

塔
峙

明
万
暦
間
由
寧
波
西
門
外
遷
入
。

分
支
有
三
山
陸
氏
。

塔
峙
陸
氏

183
44

曹
氏
成
化
年
間
慈
溪
県
獅
子
山

西
経
堂

明
成
化
年
間
由
慈
城
獅
子
山
遷
入
。

西
経
堂
曹
氏

184
45-1

許
氏
成
化
年
間
慈
溪
県

莘
明
成
化
年
間
由
慈
溪
遷
入
。

莘
許
氏

186
45-2

許
氏
崇
禎
年
間

江
橋

高
塘
（
鎮
）

明
崇
禎
間
由
江
橋
遷
入
。

高
塘
許
氏

186

46-1
黄
氏
明
初

？
郭
巨
（
鎮
）

郭
巨
黄
家
先
祖
系
明
初
築
郭
巨
千
戸
所
城
指
揮
之
一
、

定
居
成
族
。

倭
乱
時
曽
分
支
避
難
于
寧
波
西
門

外
与
紫
石
大
溟
村
。

郭
巨
黄
氏
。

183

46-2
黄
氏
永
楽
年
間
寧
波
厦

紫
石
郷
大
溟

明
永
樂
年
間
由
寧
波
江
厦
遷
入
。

紫
石
大
溟
黄
氏

183
49

傳
氏
明
中
期

？
大
市
堰

明
中
葉
遷
入
。

分
支
有
江
南
山
下
村
、
万
嘉
橋
。
大
市
堰
傳
氏

184
50

馮
氏
万
暦
年
間
奉
化
県
渓
口
鎮

楓
林
馮
家
斗

明
万
暦
間
由
奉
化
渓
口
遷
入
。

楓
林
馮
家
斗
馮
氏

186
51

湯
氏
嘉
靖
年
間
金
塘

臨
江
鎮

臨
江
前
湯
・
后
湯
氏

187



一
二
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204

52
焦
氏
洪
武
年
間
安
徽
省

高
塘
河
頭

明
洪
武
年
間
由
安
徽
遷
入
。

后
分
支
有
后
焦
家

高
塘
河
頭
焦
氏

187
53

童
氏
明
晩
期

県
迎
江
橋

霞
浦
下
洋

約
明
晩
期
由
県
迎
江
橋
遷
入
。

霞
浦
下
洋
上
・
下
童
氏
。

186

54
賀
氏
明
代

紹
興
鑑
湖

前
宋
→
石
柱
頭

源
多
出
大

碶
老
賀
、
先
世
于
明
代
従
紹
興
鑑
湖
遷
入
、

先
居
前
宋
、
繁
栄
后
遷
居
石
柱
頭
、
立
宗
老
賀
。

賀
氏
子
孫
四
衍
、
在
高
塘
、
新

碶
両
地
分
支
有
二
十
余
処
、
塔
峙
城

東
賀
家
、
霞
浦
林
大
中
賀
、
三
眼

碶
賀
、
新
賀
家
、
駱
駝
賀
家
陳
賀
、

峙
頭
（
鎮
海
県
東
端
）
上
宅
賀
家

等
。

石
柱
頭
賀
氏

182

55
項
氏
明
初

温
州
平
陽
県

柴
橋
后
所

始
祖
項
信
禄
、
原
籍
温
州
平
陽
県
。
明
初
遷
居
后
所
。
明
初
遷
居
后
所
。

柴
橋
后
所
項
氏

188
56-1

楊
氏
弘
治
年
間
山
東
省
済
南

楊
沙
渓

明
弘
治
年
間
由
山
東
済
南
遷
入
。

楊
沙
渓
上
・
下
楊
氏
。

183
56-2

楊
氏
成
化
年
間
慈
溪
小
関
爺
殿

河
頭
楊
王

明
成
化
年
間
由
慈
城
小
関
爺
殿
遷
此
。

河
頭
楊
王
楊
氏

183

56-3
楊
氏
成
化
年
間
陝
西
→
厳
州
→
慈
溪
県
北
門
外

汶
渓
鎮
石
臼

成
化
年
間
一
支
系
遷
于
此
。

汶
渓
石
臼

楊
氏
。
漢
太
尉
驃
騎

將
軍
楊
震
之
後
裔
。
自
陝
西
遷
厳

州
、
復
遷
慈
城
北
門
外
、

183

56-4
楊
氏
明
洪
武
年

間
西

下
邵

明
洪
武
年
間
由
西
遷
入
。

下
邵
老
屋
・
新
楊
屋
楊
氏

183

56-5
楊
氏
明
初

？
駱
駝
楊
家
橋

明
初
定
居
立
村
。

駱
駝
楊
家
橋
楊
氏

183
57

董
氏
洪
武
間

五
郷
碶
董
家

下
邵
渡
頭

自
五
郷
碶
董
家
遷
入
。

下
邵
渡
頭
董
氏

58
虞
氏
洪
武
24年

三
北
（
慈
谿
県
龍
山
鎮
西
）
伏
龍

山
→
金
塘

扎
馬

扎
馬
始
祖
･
虞
睿
才
因
事
隠
居
金
塘
、
明
洪
武
24
年

遷
居
扎
馬
。

分
支
有

隘
虞
家
畔
･
全
興
房
･

新
路

沙
石
･
新

碶
洪
頭
浦
･
太

和
･
高
橋
･
五
戸
頭
･
高
塘
算
山

･
霞
浦
水
頭
･
柴
橋
虞
家
･
大
榭

張
西

･
紫
石
朱
家
漕
･
白
峰
官

荘
等
。

隘
扎
馬
虞
氏
和
白
石
廟
跟
虞
家

同
宗
、
扎
馬
虞
氏
世
譜
序
載
、
源

出
三
北
伏
龍
山
虞
宗
、
称
唐
虞
世

南
裔
孫
。

183

59
詹
氏
永
楽
年
間
安
徽
省

莘
峰

明
永
樂
年
間
由
安
徽
省
遷
入
。

莘
峰
詹
氏

187
60

氏
明
末

奉
化
県
西
塢

大
碶
鎮

明
末
亦
由
奉
化
西
塢
遷
入
。

大
碶
氏

185

61-1
蔡
氏
明
万
暦
年

間
福
建
建
陽

駱
駝
半
練
橋

祖
籍
福
建
建
陽
、
明
万
暦
間
遷
入
。

分
支
有
覚
渡
（
浦
南
）
蔡
家
。
駱
駝
半
練
橋
蔡
氏

185

61 -2
蔡
氏
明
前

三
北
（
慈
谿
県
龍
山
鎮
西
）
霊
湖

東
蔡

浦
鎮

明
前
由
三
北
霊
湖
東
蔡
遷
入
。

浦
蔡
氏

185

62-1
趙
氏
明
初

安
徽
省

郭
巨

原
籍
安
徽
、
其
先
世
為
明
初
築
郭
巨
千
戸
所
城
指
揮

之
一
。

倭
乱
時
曽
分
支
有

県
西
郷
与
四

川
。

郭
巨
趙
氏

182

62-2
趙
氏
明
初

？
臨
江
水
王
･
中
官
路
･
中
一

均
在
明
初
定
居
于
此
。

分
支
有
長
山
橋
。

臨
江
水

王
趙
氏
･
中
官
路
下
趙

氏
･
中
一
趙
氏
。

183

63-1
劉
氏
明
永
楽
8

年
白
沙

県
城
稍
弓
弄

明
永
楽
8
年
、
11
世
孫
劉
昂
、
由
白
沙
遷
県
城
稍
弓

弄
（
城
中
）

分
支
有
駱
駝
鎮
劉
杜
、
湯
家
池
、

井
頭
劉
、
河
頭
新
堰
頭
、
后
施
、

海
甸
、
愛
登
、
双
斢
、
沈
葛
劉
屠
、

漢
塘
、
城
関
、
江
南
山
下
等
劉
家
。
貴
駟
橋
劉
氏（
世
彩
堂
劉
氏
の
１
）
181

63-2
劉
氏
明
永
楽
3

年（
1405）

？
県
城
劉
家
弄

多
系
宦
裔
、
世
襲
指
揮
二
世
祖
劉
晟
于
永
楽
3
年
、

任
職
定
海
衛
指
揮
、
遂
定
居
。

県
城
劉
家
弄
劉
氏
。

182

64-1
樊
氏
明
永
楽
初
？

鎮
海
城
区

樊
遠
在
明
成
祖
永
楽
初
授
定
海
衛
世
襲
指
揮
簽
事
、

遂
定
居
此
。

城
区
樊
氏
。
始
祖
樊
遠
、
其
先
臨

淮
人
、
父
樊
連
明
初
従
征
有
功
。
187

64-2
樊
氏
明
末

大
碶
鎮

荘
市
鎮

明
末
由
大
碶
遷
入
。

分
支
有
貴
駟
双
斢
樊
氏
。

荘
市
貝
陸
朱
樊
樊
氏

187

65-1
蒋
氏
明
万
暦
年

間
奉
化
県

青
峙

明
時
由
奉
化
遷
入
。

分
支
城
湾
網
。

青
峙
文
宣
閣
后
蒋
氏

185



一
二
九

明
代
寧
波
沿
海
部
に
お
け
る
開
発
と
移
住

205

65-2
蒋
氏
明
嘉
靖
前
小
渓
（
青
峙
）

白
峰
鎮
蒋
家

拠
白
峰
蒋
家

蒋
氏
家
譜
記
、
先
世
約
在
明
嘉
靖
間

自
小
港
（
青
峙
）
蔣
家
遷
此
。

白
峰
蒋
家
蒋
氏

185

66-1
鄭
氏
明
初

河
南
滎
陽
郡

隘
貼
水
橋

明
初
由
河
南
滎
陽
遷
入
。

隘
貼
水
橋
鄭
氏

181
66-2

鄭
氏
明
初

河
南
滎
陽
郡

大
碶
先
鋒
山
下

明
初
由
河
南
滎
陽
遷
入
。

大
碶
先
鋒
山
下
鄭
氏

181

66-3
鄭
氏
明
成
化
年

間
慈
谿
県
龍
山
鎮

県
城
西
郊

先
世
鄭
珞
、
明
成
化
歳
貢
、
由
龍
山
徙
居
鎮
城
西
郊

定
居
。

城
区
鄭
家
辺
鄭
氏
・
鄭
家
弄
鄭
氏
。
181

66-4
鄭
氏
明
末
清
初
慈
城
半
浦

計
隘
湖
塘
前
･
紫
石
前
鄭
后
鄭

･
横
河
塘
･
高
村
･
柴
橋
洪
溪
･

三
山
横
橋
頭
･
白
峰

峙
里

･
司
前
鄭
･
小
門
･
上
陽

底
等
鄭

家
。

慈
城
半
浦
鄭
姓
有
多
支
在
明
代
或
清
初
徙
入
鎮
海
。

計
隘
湖
塘
前
鄭
･
紫
石
前
鄭
后
鄭
･
横
河
塘
鄭
･

高
村
鄭
･
柴
橋
洪
溪
鄭
･
三
山
横
橋
頭
鄭
･
白
峰

峙
里
鄭
･
司
前
鄭
･
小
門
鄭
･
上
陽
底
等
鄭
家
。

慈
城
半
浦
鄭
氏

181

67
潘
氏
明
末

河
南
滎
陽
郡
→
西
大
隠
山

汶
渓
鎮

明
末
一
脈
遷
汶
渓
。

汶
渓
潘
氏
、
明
万
暦
年
間
由
河
南

滎
陽
郡
遷
至
西
大
隠
山
下
。

185

68
薛
氏
景
泰
・
天

順
年
間

東
新
荘

城
関
（
即
県
城
）

明
景
泰
天
順
年
間
自
東
新
庄
遷
入
。

後
裔
一
支
遷
大

碶
頭
、
一
支
遷
定

海
、
一
支
遷
県
大
崇
。

城
関
薛
氏
。
始
遷
祖
文
斌
、
其
六

世
孫
三
才
、
三
省
曽
任
兵
礼
部
尚

書
、
建
宅
処
薛
家
弄
。

187

69-1
厳
氏
洪
武
年
間
安
徽

下
邵
橋

明
洪
武
年
間
従
安
徽
遷
入
。

後
裔
分
布
江
南
諸
郷

下
邵
橋
厳
氏

185
69-2

厳
氏
明
時

福
建

小
港
泥
湾

明
時
由
福
建
遷
入
。

小
港
泥
湾
厳
氏

185

69-3
厳
氏
明
時

県
大
田

江
小
渓
･
武
林
余
杭
･
慈
溪
鳴

鶴
場
双
廟
･
赭
山
･
長
石
橋
南
･

寧
海
緱
城
･
黄
壇
･
定
海
金
塘

明
時
支
派
四
衍
于

江
小
渓
･
武
林
余
杭
･
慈
溪
鳴

鶴
場
双
廟
･
赭
山
･
長
石
橋
南
･･･。

唐
時
翰
林
厳
珏
任
官
明
州
･･･
遂

卜
居
県
大
田
、為
甬
之
始
祖
。

70-1
鍾
氏
明
初

？
荘
市
鎮

明
初
遷
入
。

荘
市
鍾
包
家
鍾
氏

185

70-2
鍾
氏
明
弘
治
年

間
？

柴
橋
鎮
沙
渓
･
外
鍾
･
里
鍾
･
鍾

家
･
姚
江
岸

明
弘
治
年
間
遷
入
。

柴
橋
沙
渓
鍾
氏
、
外
鍾
氏
、
里
鍾

氏
、
鍾
家

鍾
氏
、
姚
江
岸
鍾
氏

皆
同
宗
。

185

71
韓
氏
明
弘
治
年

間
慈
溪
県
五
里
馬
韓
家

長
石
韓
洪

明
弘
治
間
由
慈
溪
五
里
馬
韓
家
遷
入
。

長
石
韓
洪
韓
氏

186

72
顔
氏
明
嘉
靖
間
山
東

兪
范

明
嘉
靖
時
遷
自
山
東
。

兪
范
顔
氏

187

73-1
戴
氏
萬
暦
35年

塘
里
戴

臨
江
鎮
中
官
路

其
始
祖
有
兄
弟
六
人
、
明
萬
暦
三
十
五
年
、
従
塘
里

戴
分
遷
于
此
。

臨
江
中
官
路
戴
氏
（
分
前
中
后
）
184

73-2
戴
氏
宣
徳
年
間

西
黄
古
林

新
路
東

明
宣
徳
年
間
由
西
黄
古
林
遷
入
。

新
路
東
戴
氏

184

74-1
顧
氏
建
文
年
間
慈
溪
県
丈
亭

東
岡
碶

東
岡
碶
顧
家
、
明
建
文
年
間
由
慈
溪
丈
亭
遷
入
。

東
岡

碶
顧
氏
、
源
多
出
昆
山
、
子

孫
遷
居
姚
江
両
岸
。

182

74-2
顧
氏
成
化
年
間
慈
溪
県
丈
亭

望
娘
山
下
四
顧
墻

隘
后
洋
顧
、
明
成
化
年
間
由
丈
亭
遷
入
。

分
支
有
大
榭
西

、
三
山
下
顧
、

上
陽
下
湾
。

隘
后
洋
顧
氏

182

74-3
顧
氏
万
暦
年
間
慈
溪
県
丈
亭

顧
家
橋

顧
家
橋
顧
姓
、
明
万
暦
間
由
慈
溪
丈
亭
遷
入
。

顧
家
橋
顧
氏

182

74-4
顧
氏
嘉
靖
年
間
慈
溪
県
丈
亭

大
碶

頭
大
碶

頭
顧
姓
、
明
嘉
靖
時
由
慈
溪
丈
亭
遷
入
。

子
孫
四
衍
、
有
烟
墩
顧
、
横
山
顧
、

隘
楊
后
顧
、
新

碶
塘
湾
顧
、
三

山
咸
昶
顧
、
穿
山
南
顧
等
。

大
碶
頭
顧
氏

182


